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　　口絵・本文イラスト●こぶいち







１弾　間宮あかり




　いまだ下町感の残る、中央区・勝かちどき──

　人工浮島メガフロートの東京武ぶ偵てい高こうまではバス圏けん内にあるその埋立島に、強襲科アサルト１年・間ま宮みやあかりの住むアパートはあった。

　いわくつき物件なんじゃないかってぐらい家賃の安い、『ハイツ勝どき』の一室で──

　──あかりが、朝の光にくすぐられた目を覚ます。

　高１なのに１３９㎝しかない幼児体型な体をトランプ柄がらのパジャマに包み、むくり、とベッドの上に座ったあかりは、

「……うゅ……」

　まだ半分、寝ていた。

　愛あい玩がん動物みたいにクリクリとした目は半閉じだったが、壁に貼られた写真を見るうちにパッチリ見開かれていく。

　携けい帯たいで勝手に撮った写真を、コンビニのコピー機で部分ごとにコツコツＡ３カラー印刷して繋ぎ合わせた自作ポスター。

　そこには……

　ピンクブロンドのツインテール、白地に臙えん脂じ色いろのカラーをした東京武ぶ偵てい高こうのセーラー服、両手には２丁の大型拳銃ガバメント──という、凜り々りしい女子の姿が写っていた。

　写真の彼女の名は、神かん崎ざき・Ｈ・アリア。

　東京武ぶ偵てい高の強襲科アサルト２年、つまりあかりの１年先せん輩ぱいにあたる人物である。

（──あたしには、目標がある。アリア先輩みたいに、なるんだ……！）

　と、写真をキリッと見上げるあかりだが……

　……にへら、とその表情はすぐに蕩とろけた。

「ああ、アリア先輩……！」

　そのだらしない顔つきで、スリスリ。

　あかりは写真のアリアに頬ほおずりを始めてしまう。

　これは何をやっているのかというと、それはあかり本人にもよく分からないのだが──とにかく、憧あこがれの感情がそうさせているのであった。

「……今日もステキです……」

　写真なので昨日も今日もないのだが、あかりの脳内では今日は今日のアリアが新しん鮮せんな幻まぼろしとなって結けつ像ぞうしている。

　これも他人にはよく分からない事なのだが、行き過ぎた憧れとはそういうものだ。

　だが、そんな幻との遊ゆう戯ぎは──

[image: ]

「……っ!?」

　置き時計が見せる現実に、打ち砕くだかれる。

　時刻は、８時。

「──うぎゃー！」

　花の女子高生が上げちゃいけないタイプの悲鳴を上げたあかりは、壁ぎわにハンガーで掛けたセーラー服のブラウスとスカートに飛びつく。両手と、両足の指で。

　あかりの経験則によれば、８時５分に家を出ないと武ぶ偵てい高こうに遅ち刻こくしてしまうのだ。

　手では上半身の、足の指では下半身の着替えをするという、他人様にはちょっとお見せできない荒技で瞬時に着替えたあかりは──半ベソで自室を飛び出す。

　そして、

「ののか！　なんで起こしてくれなかったぁー！」

　おはようの挨あい拶さつも無しに、妹──間ま宮みやののかに寝坊の責任転嫁。

　一方、ののかは一般中学のブレザー制服に着替えを済ませており……

　リビングの鏡きよう台だいについて、肩まである黒髪をブラシでとかしていた。

「起こしました。そしたらお姉ちゃん、蹴けったもん！」

　と、ののかは振り返りながらアカンベーしてくる。

　その顔には、小さな足あし形がたが赤く残っていた。どうやら寝ぼけたあかりが蹴った跡あとらしい。

「……あ……ごめん……」

　不出来な姉がタジタジ謝ると、ののかは「しょうがないなぁ」と許してくれて……

　あかりは横から鏡台を使わせてもらい、ショートツインテールに結ってある生まれつき少しブラウンの髪を整えた。

　そして地味な通学カバンに、ワタワタと必要なものを押し込んでいく。

「えとえと、ケータイが……」

「はい。リビングにあったよ」

「ありがとっ！」

　ここでもののかに助けられつつのあかりが家を出ようとすると、

「もー。防弾制服ちゃんと着る！」

　ののかは少し乱れていたあかりの制服の裾すそを、素早く整えた。

　──防弾制服。

　それはＴＮＫツイステツドナノケブラーワイヤーという繊せん維いが帷子かたびら状に縫ぬい込まれた、東京武偵高の制服だ。

　そのワイヤーは顕けん微び鏡きようレベルで見ると微び細さいな撥バ条ネ構造をしており、何かが高速度で衝しよう突とつした際の衝しよう撃げきを分散する。

　この制服への衝突を想定された『何か』。それは──『銃じゆう弾だん』だ。

　銃規制に喘あえぐ銃じゆう器き産業を支えるため、米国の共和党が新たに市場開かい拓たくを企図した日本で……政府が近年解禁し、瞬またたく間まに流通した拳銃じゆうやライフル。

　その銃じゆう口こうが日常的に向けられ得る武ぶ偵てい高こう生の服、それがこの一見ただの学生服に見える防弾制服なのだ。

　防ぼう刃じん性もあるそのセーラー服のタイをあかりが直していると、

「銃も忘れてるよ！」

　呆あきれ顔のののかがあかりのスカートをめくって、太ももに巻かれたレッグホルスターに短たん機き関かん銃じゆうを挿さしてくれた。

　その銃は、マイクロＵＺＩウージー。

　イスラエルの旧ＩＭＩ社が開発した傑けつ作さく銃の、コンパクトな１バリエーションである。

　ＵＺＩは一般的な拳銃弾ルガーを使用でき、25発もの弾を約１秒で一気にバラ撒まけ、耐たい久きゆう性せいも高いサブマシンガンだ。

　東京武偵高では全生徒に銃じゆう器き・刀とう剣けんの装備が義務づけられているのだが、あかりがこの銃を選んだのは……

　１０００万丁以上が流通しているベストセラー銃なので、本体も部品も安かったから。

　あと、美人の銃じゆう砲ほう屋さんの『数撃ちゃ当たる』という売り文句にコロッとノセられて。

　……という、極めてシロウトっぽい理由による。

「じゃ、ののか。先に行くね。チカン、クルマ、スリには気をつけるのだぞ！」

　あかりはお姉ちゃんぶって、そんな注意をして──がぶ。

　トースターから飛び出た食パンにかじりつき、それを咥くわえたままアパートを出発した。




　現在、日本は凶悪化する犯罪に対抗して──ある国際資格を導入している。

　武装探偵Detective Armed、通称、『武ぶ偵てい』。武装を許可され、荒あら事ごとを有ゆう償しようで解決する何でも屋だ。

　それを育成するための総合教育機関・東京武偵高は、レインボーブリッジ南に位置する南北２㎞・東西５００ｍの人工浮島メガフロート上に在った。

　一般の高等学校教育に加えて、捜そう査さ・鑑かん識しき・武装犯罪者との戦闘等に関わる専門科目を履り修しゆうできる武偵高では……校則通り銃器や刀剣で武装した生徒たちが、当たり前のように歩いている。

　そんな生徒が行き交う校門で、バスを降りたあかりは息を切らせていた。

（間に合った……）

　ののかのおかげで遅ち刻こくを免まぬがれたあかりが、ヘロヘロと校門をくぐると……

（……？）

　一般校区の片かた隅すみで、何か騒ぎが起きている。

「我只是想祖一个[image: ]所トイレ貸せつて言つてるだけだろ！」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]我的人[image: ]人権無視すんなよ」

　という乱暴な中国語に混ざって、女子生徒の短い悲鳴も聞こえてきた。

　集まっている生徒たちの間から様子を窺うかがえば、どうやら車輌科ロジの護送車で移送してきた犯罪者たちが暴れているようだった。中国系の、腕にヘビの入いれ墨ずみがある５人組だ。

　どうやら言葉が通じない事が発ほつ端たんで、トラブルになったらしい。

（……車輌科ロジの生徒がやられてる！）

　一味は手て錠じようをされていてもお構いなしに、車輌科──車両・船舶・航空機の運転操縦を専門とする生徒の胸ぐらを掴つかんだり蹴けったりと暴力を振るっている。

（助けなくちゃ……）

　と思いはしたが、暴れているのは中国系のマフィアらしいガラの悪い連中だ。あかりを含めた野や次じ馬うまの生徒たちは尻込みしてしまう。

　そこに──

「Bad loosersやめなさい!!」

　──鋭く甲高い声が、あかりのすぐ隣となりから響く。

　その声の主は、イギリス出身の留学生、東京武ぶ偵てい高こう強襲科アサルト２年。

　長いピンクブロンドのツインテールがトレードマークの、神かん崎ざき・Ｈ・アリアだ！

（あっ！）

　憧あこがれの人の登場に、あかりの心臓がぴょんと跳はねる。

　アリアは野次馬の生徒たちにも見知られた有名人で、「……アリア」「アリアだ！」と口々に名前を呼ばれている。

　犯罪者たちの敵意と、周囲の期待感を一身に集めながら──

　それをどちらも何とも思っていない様子で、アリアは堂々と歩み出る。

　だがその体格はあかりと同レベルの小ささ。小学校高学年と言われても通用するような、ミニ女子高生だ。

「是什[image: ][image: ]个小子[image: ]なんだこのちびつ娘？」

　屈くつ強きようそうな犯罪者たちはそんなアリアを、グルリと取り囲んで見下ろす。

　彼らとアリアの体格差は、歴れき然ぜんだ。

　これはさすがに危険ではないか……

　と思うあかりの目の前で、パァンっ！　という音と共に、

「[image: ]哇うわつ！」

　犯罪者の１人が悲鳴を上げた。

　先に手を出したその男の顎あごに、アリアの掌しよう打だが炸さく裂れつしたのである。

　ふらつく男の腕を取ったアリアが、ズシャッ！　合あい気き道どうの四し方ほう投なげにも似た技で、敵を地面に転がしてしまう。

　慌あわてて襲おそいかかる敵に、バキッ！　ゴキッ！　ガゴッ！

　金かな槌づちで殴なぐるような音を上げながら、アリアの拳こぶしが打ち込まれていく。

　映画のワンシーンのようにドサドサと３人が倒れる中、

「子鬼子[image: ]このガキ」

　と、最後の１人がアリアを黙だまらせようと背後から両手を振り下ろす。

（危ない！）

　あかりは注意を促うながそうとするが──

　その斧を打ち下ろすような一撃は、空振る。

　次の瞬間、すでに攻撃者の背後に回り込んでいたアリアが、タンタンッ、と敵の膝ひざ裏うらに器用なトーキックを打ち込んでいく。

　それで中ちゆう腰ごしになった相手の首に、アリアは跳ちよう躍やくして両足で飛びかかる。

　そして、ぐるんっ！　敵の首を、可動域の外へと回転させてしまう。

「……ッ……！」

　悲鳴も無く、５人目の犯罪者は白目を剥むいて失しつ神しんし──

　とんっ、とアリアが地面に戻ると同時に、他の４人と折り重なるように倒れていった。

「You should know when to give up往生際が悪いんだから」

　ちょっとオーバーアタック気味な制圧劇を見せたアリアが、美しい発音のクイーンズ・イングリッシュで言う中……

「……」

　いつからそこにいたのか、木製ストックの初期型ドラグノフ狙撃銃じゆうを担かつぐ狙撃科スナイプのレキ先せん輩ぱいがアリアのそばに立っていた。出番は無かったようだが、万一に備えていた様子だ。

　アリアほどではないが、このレキ先輩も武ぶ偵てい高こうでは知られた名の生徒だ。狙撃の天才児として──そして、喜怒哀楽の感情を全く見せない、ロボットみたいな変わり者として。

「んもう」

　フン、と犯罪者たちを見下ろすアリアが鼻息を鳴らす。

　その呼吸はもちろん、髪も全く乱れていない。

「神かん崎ざきさん！」

　そこにようやく、銃を持った強襲科アサルトの１年たちが駆かけつけてきた。鑑識科レピアの生徒もだ。

　アリアは踵きびすを返すと、

「こいつら、ただの窃せつ盗とう団だんだったのよ。尋問科ダギユラにぶちこんどいて。鑑識科は現場の調査。まだ仲間がいるはずだから」

　彼らにキビキビと命令を出している。

　歩きながら周囲に指示を出すその様子は、まるで海外ドラマに出てくる有能なキャリアウーマンのようだ。

「あんたは狙撃科に戻って、次の準備よ」

　アリアは同級生のレキにも指示を出しつつ、何かの大きな事ヤ件マを追ってるムードでその場から去っていく。

　そんなアリアの背中を、

（アリア先せん輩ぱい……！）

　あかりは瞳ひとみにキラキラと星を浮かべつつ見送る。

（強襲科アサルトのエリートで拳銃じゆう・格かく闘とう術のエキスパート。イギリスの貴族。14歳からロンドン武ぶ偵てい局の武偵として欧おうし州ゆう各地で活かつ躍やくした後、日本に留学。取り組んだ事件の犯罪検挙率は99％！　犯罪者たちが恐れるその二つ名は──『双剣双銃カドラのアリア』──！）

　そんな個人情報だけは知ってはいるものの……

　会話はおろか、話しかけたことすらない雲の上の存在。

　それが、今のあかりにとってのアリアなのだった。




　１年Ａ組の教室は、さっきのアリアの話で持ちきりだった。

　朝のホームルームが始まるまでは、みんながアリアのちょっと過か剰じような程の強さを口々に語っている。

　あかりは自分の事でもないのに、それをなぜか鼻高々で聞きつつ……

　自分の席で、せっせとシャーペンを動かしていた。

　とあるＡ４サイズの申しん請せい用紙、その記入欄らんに──『神かん崎ざき・Ｈ・アリア』と記す。

　たったそれだけの事なのに、何だか嬉うれしくてニコニコしていると。

　──バッ。と、その用紙を背後から誰だれかに取られてしまった。

　さらに、背後から抱えられて強ごう引いんに席から立たせられてしまう。

「わっ!!」

　こんなイタズラをするのは……

　さっきまで左隣どなりの席でマンガを読んでいた、火ひ野のライカだ。

　ライカはあかりと同じ強襲科の１年生で、アメリカ人と日本人のハーフ。

　スラリと高い身長は１６５㎝もあり、金髪をポニーテールに結い、勝気そうな翡ひ翠すい色の瞳をした、男まさりな女子である。

　腋わきの下から通されたライカの右手が、あかりの平たい胸のあたりを……もそっ、と触さわる。

「な、なにすんだ──！　このチカン！」

　その手を払はらいのけようとあかりは暴れるが、あかりより体格に勝るライカには敵かなわない。

　そのライカは、あかりから奪った紙──

『戦姉妹アミカ申請用紙』を、見ていた。

「──あかり。お前、アリア先輩と戦姉妹アミカ契けい約やくしたいのか……!?」

　驚おどろくライカに、あかりはほっぺを膨ふくらませて答えない。

「戦姉妹アミカ……？」

　と、あかりの右隣どなりの席に座っていた生徒が顔を向けてくる。

　腰こしのあたりまで伸びて艶つや光びかりする黒髪の、大和やまと撫子なでしこタイプの少女──あかりの友人で、犯罪捜そう査さを学ぶ探偵科インケスタに所属している佐さ々さ木き志し乃のだ。

「戦姉妹って、あの２人組ツーマンセル特訓制度の……ですか？」

　志乃はあかりがその申しん請せいを上げる事に何か引っかかりを覚えたのか、尋たずねてくる。

「そうそう。１人の先せん輩ぱいの下もとで直接特訓を受けながら１年間過ごすやつな」

　志乃の方を見つつ、ライカがいつもの男喋しやべりで言う。

　ライカたちが言う通り、戦姉妹とは──

　特定の先輩と後こう輩はいが２人で活動する、徒と弟てい制度。

　通常は下級生から教務科マスターズを通じて『あなたの徒弟になりたい』と上級生へ申請を上げ、上級生が下級生をテストし、それに合格すると晴れてコンビを組ませてもらえるものだ。それが男子同士の場合は戦兄弟、女子同士の場合は戦姉妹と書く。

　これは上級生・下級生共にメリットのある制度で、戦姉妹になると先輩は後輩に無む償しようで仕事を手伝わせる事ができ、後輩は先輩から技術を学ぶことができる。

　だが、警察に準ずる活動も行う武ぶ偵ていの仕事は……荒あら事ごとが多い。

　出来の悪い後輩を戦妹アミカにしてしまったために、命を落とすリスクだってある。

　なので、先輩側は後輩の選せん抜ばつを慎しん重ちように行うのが通例だ。

　特にアリアのような有能な武偵ともなると、関わる仕事の危険度も高まる。

　それを知っているらしいライカは、捕まえたままのあかりにちょっと叱しかるような視線を向けた。

「お前、アリア先輩のランク知ってんのか？　Ａより上のＳだぞ？　戦姉妹を志望した奴、20人続けて不採用だったって」

　──ライカの言うランクとは、武偵ランクのこと。

　戦闘力や捜そう査さ力りよくといった総合能力によって国際武偵連盟ＩＡＤＯに格付けされる武偵ランクは、主に上から順にＳ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅの６段階に分けられている。

　そのランクは、そのまま個々の武偵の『格』を表す。

　ランクによって武偵業界での扱いが異なるのは当然のこと、武偵を雇やとう報ほう酬しゆうもまたこのランクを元におおよその相場が決まっている。

　そして、あのアリアが属するＳランクとは武偵の最高位。

　大人の武偵を含めても日本には数十人しかいない、エリート中のエリートなのだ。

　一方、あかりのランクは……

「お前みたいなＥランク武偵が、アリア先輩に組んでもらえるわけないだろ」

　……ライカも言う通り、最低ランクのＥなのであった。

「あかりさん。分ぶん不ふ相そう応おうっていうのですよ、そういうの」

　ライカだけでなく、いつもは優しい志し乃のからまでなぜか否定的な意見が出てきて──

　孤こ立りつしてしまったあかりは、フグみたいに頬ほおを思いっきり膨ふくらませた。

「そんなの、やってみなきゃ分かんないじゃんか！」

「もうちょっと強くなってからやってみろって。ホレホレ」

　拗すねるあかりをカワイイと思ったのか、ライカはあかりの頭上に申しん請せい用紙を高く掲かかげてヒラヒラ振って見せてくる。こうやってあかりをイジるのが、ライカの迷めい惑わくな趣しゆ味みなのだ。

「か・え・せーっ！」

　ムキになって頑がん張ばるも、ライカの長い手の先にある用紙にはあかりの手は届かない。

　そんな様子がライカのＳっ気を高めてしまったか、

「よし、アタシ自ら逮たい捕ほ術の特訓をつけてやるよ！」

　どん、とライカはあかりを机に軽く押し倒してきた。

　１年とはいえ、ライカも犯罪者の武力制圧を専攻する強襲科アサルトの生徒だ。

　きちんとあかりを机に伏せさせるようにして、身動きが取れないようにしてくる。

　そこで関節を取られる寸前、あかりは──

「──ッ！」

　素早く、動いた。
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　そして、ぎゅるんっ！　と、寝返りを打つような動作をした次の瞬間。

「あ……れ？」

　と呟つぶやくライカの下から、あかりの姿は消えていた。

　ライカが持っていたはずの、申しん請せい用紙と共に。

　一瞬の出来事だったのでクラスメートには認にん識しきされていなかったものの、あかりは……

　すでに、ライカの手の届かない距きよ離りの床に屈かがんでいた。

「……!?」

　不ふ思し議ぎそうな顔をするライカに、あかりは戦姉妹アミカ申請用紙を胸に抱きしめつつ──

　アカンベー、と、子どもっぽくベロを出すのだった。




　武ぶ偵てい高こうでは、通常の一般科目に加えて、武偵の活動に関わる専門科目を履り修しゆうできる。

　専門科目には探偵科インケスタ、鑑識科レピア、装備科アムド、通信科コネクト、救護科アンビユラスなど様々な科があり、それぞれ専用の校舎がある。

　その１つ、強襲科アサルト棟とう──

　そこの地下１階・屋内射撃訓練場インドアフアイアリングレンジにて、あかりは射撃訓練の授業に出席していた。

（バカライカ！）

　指抜きグローブＯＦＧを装着し、人型のターゲットを睨むあかりは、

（申請するのは自由だもん！）

　今朝のライカへの不満を発散するように、マイクロＵＺＩを連射フルオートで撃ちまくる。

　バラララララッ！　と、銃じゆう弾だんを一気にばら撒まくが──

　銃身がブレにブレて、弾はなかなかターゲットに当たらない。

　というのもマイクロＵＺＩは連射速度に優すぐれる代わりに、そもそも着ちやく弾だん点が安定しない短たん機き関かん銃じゆうなのである。巨きよ漢かんが腰こしダメに固定して撃つならともかく、体重ウエイト33㎏のあかりにはまぐれ当たりを期待するしかないシロモノなのだ。

　しかし、そんな銃の特性はお構いなしで、

「コラッ！」

　ごちん！

　と、強襲科の蘭らん豹ぴよう先生があかりの脳天に拳げん骨こつを落としてきた。

「集中しろや！　９㎜弾キユウパラの反動ぐらいで手ぇブレさすな!!」

　香港マフィアの首ド領ンの娘で、タンクトップにジーンズ、背には刀を背負ったワイルドなこの厳しい女教師は──

「全然当たってないやないか！」

　眉まゆ尻じりをつり上げつつ、あかりが撃っていたターゲットを指さす。

　叱しかられた通り、あかりの弾は結局１発たりとも命中していなかった。

（あちゃあ……）

　警察官や自衛官とは異なり、武ぶ偵ていが使用する銃じゆうは原則自由だ。

　とはいえこれでは、マイクロＵＺＩは命を預ける相棒として不安が残る。

　しかし、あかりはある理由によって射撃がヘタ……という以前の、まるで出来ない子。

　従って、数撃ちゃ当たる戦術を取るしかないのも事実なのであった。

「──あれ見ろッ」

　蘭らん豹ぴようは、背中越しに親指で他のレーンを示す。

　その射撃レーンには──

（あっ、アリア先せん輩ぱい……！）

　忙しい任務クエストの合間を縫ぬって訓練に来た、アリアの姿があった。

　その手には、白銀と漆しつ黒こくの２丁拳銃が握にぎられている。

　２丁はどちらもフルオート射撃を可能にしてある、改造銃のガバメント・クローンだ。

　ババババッ！　ババババッ！　と、その大型拳銃ガバメントから射撃音が連なっている。

　その弾は、人型ターゲットが持つ『銃』の位置、最高得点の部位に全弾命中していた。

　──法律によって、武偵には行動に厳しい制限が課されている。

　その最たるものが、武偵法９条。

　武偵は如い何かなる状況に於おいても、その武偵活動中に人を殺害してはならない──という規則である。

　それはつまり、相手が武装していても射しや殺さつしてはならないという意味。一見理り不ふ尽じんにも思えるその法律には、公的な武装者に厳しい責任を課す日本のお国くに柄がらがよく表れている。

　とはいえターゲットの手や足を撃っても、この訓練では得点が入るのだが……アリアはそれすら避けて、銃だけをピンポイントに撃っているのだった。

　その腕前は、的にすら当てる事ができないあかりとは天と地の差。

（マイクロＵＺＩの９㎜弾よりずっと強力な.45ACP弾の、しかも二丁撃ちで……！）

　感かん嘆たんするあかりは、自分の不ふ甲が斐いなさも忘れ──

　また目をキラキラさせて、アリアを見つめてしまう。

　ターゲットを狙ねらう、凜り々りしい赤紫色カメリアの眼。

　教本の写真にしたいぐらい正しい、射撃姿勢。

　そして……

　あかり同様に小こ柄がらな体格や、控ひかえめな胸のサイズ。

（あたしと同じような幼児体型なのに……凄い！）

　心の中でちょっと失礼な事を考えつつも、あかりはアリアの存在を心の支えにしていた。

　体が小さくても、アリアは強い。

　だから……

　自分だって、きっと強くなれるのだ。

　あかりは強くなりたい。強くならなければならない。

（強ければ──）

　……あかりの脳のう裏りに、過去の記憶が甦よみがえる。

　燃える街の中、あかりは……泣いていた。

　弱さゆえに敗れ、ただ泣く事しかできなかった、破滅の記憶──

（──もう、あんな思いをしなくて済む……）




　夕方の帰り道、あかりはショボくれた顔で校舎を後にしていた。

　その手には『中距きよ離り射撃訓練結果』のプリントがある。

　あかりの成績リザルトは、１４４人中１４４位……

　今日の訓練に出た強襲科アサルト生徒の中で、最下位、である。

　これが実際の銃じゆう撃げき戦だったら、あかりは今ごろ死体袋に入ってののかと悲しみの対面をしていた事だろう。

　トボトボ歩くあかりの両隣どなりには、ライカと志し乃のの姿もあった。

　武ぶ偵てい高こう指定のカバンを体の前でお嬢じよう様さま持ちした志乃は、

「強襲科……辞めた方がいいんじゃないですか？」

　横から、少し言いにくそうにそんな事を言ってくる。

　普段なら優しい言葉を掛けてくれる志乃なのだが、あかりがアリアに戦姉妹アミカ契けい約やくを申しん請せいしようとしてる事を知って以降、なんかちょっと冷たい。

　そんな志乃に、あかりは首を横に振る。

「……辞めない。アリア先せん輩ぱいと同じ強襲科で、戦姉妹契約したいんだもん」

「なんなら近接戦技ＣＱＣ、アタシが教えてやろうか？」

　ライカが、食べかけのアメリカンドッグの先せん端たんを銃みたいにあかりの胸に向ける。

　その手つきで、またヘンな所を触さわるつもりだな？　と勘かん付いたあかりは、

「ライカはバカでエッチだからやだ」

　不ふ機き嫌げんさで八つ当たりする感じに、ソッポを向いた。

　断られたライカは──あかりが思っていた以上に、ショックを受けた表情を見せる。

　志乃が冷たいから自分が優しくしてやろうと思っていたらしいライカは、あかりの反応に怒って……

「──バカはそっちだぜ！　アリア先輩は強襲科のトップ、お前はビリ！　組むどころか、口きけるチャンスすらねーんだよっ！」

　すっかりあかりの敵に回った感じになり、桜の木の下でそう捲まくし立てた。

「そうですよ、あかりさん。人には適性や、身みの程ほどというものがあるのですよ」

　人差し指を立てながら、志し乃のも諭さとすように言ってくる。

　あかりは……再び射撃訓練結果のプリントに目を落とす。

　１４４人中１４４位──

　２人が言う通り、自分には才能がない。

　これが、現実なのだ。

　でも、アリアみたいになりたい。

　それが、あかりの夢。

　世間で無む節せつ操そうに礼らい賛さんされ、無責任に推すい奨しようされている『夢』──

　そこへ辿り着く道には、『現実』という逆風が吹いている。

　あかりに吹くその逆風は激しく、自分の力だけでは前へ進むことすらできない感じだ。

　しかもその進むべき道──武ぶ偵ていの道は、危険な道。

　他の多くの夢とは違い、一歩間違えれば本当に死ぬ事になる。

　その道をムリに行こうとするあかりの姿を見て、友達は「引き返せ」と言ってくる。

　それはイジワルで言ってるんじゃない。友達だから、言ってくれているのだ。

　でも。

　だけど。

　あかりは、行かねばならないのだ。その道を。

　今は弱いけど、強く生まれ変わらなければならないのだ。

　ある複雑で、悲しい理由によって。

　ああ……

　誰だれかが、この背を押してくれたら。

　誰かが、この手を引いてくれたら。

　その道を、進めるかもしれない。

　そう思って、あかりはこの学校に入った。そしてその『誰か』を見つけたのだ。自分と同じように小こ柄がらな女子でありながらも、誰よりも強く正しくある、あの人を。

（──アリア先せん輩ぱい──）

　思わず手に力が入り、あかりはプリントを握にぎりしめてしまう。

　叶わないものと周囲に決めつけられた、思いが──

（アリア先輩のように、強くなりたい……！　でもそのチャンスすら、ダメなあたしには与えられないの……？）

　ぽろ……ぽろ……と、あかりの目から涙なみだとなって溢あふれ出る。

　ついに泣き始めてしまった、あかりの上から。

　その思いを読み取ったかのように。

　さっきのライカの言葉に反論するかのように。

「──あたしは、機会チヤンスは誰だれにも平等に与えられるべきだと思ってる」

　愛らしくも凛々しい、彼女の声が降ってきた。

　まるで天から降る、女め神がみの声のように。

「──！」

　ずっと彼女に憧あこがれ続けてきたあかりには、それが誰の声かすぐ分かった。

　あかり、ライカ、志し乃のが見上げた先──

　第２グラウンドの校門付近にある大きな桜の木の枝に、その人は立っていた。

　──アリア。

　神かん崎ざき・Ｈ・アリアが、あかりを、ナナメ上から仁に王おう立だちで見下ろしていたのだ。

「──！」

　あかりたちは揃そろって目を見開き、驚おどろきのあまり声を失う。

　さっきまで怒っていたライカも、アメリカンドッグの芯棒をポロリと落としてしまう。

　ピンク色をした桜の花びらが舞う中、

「武ぶ偵ていは常在戦場。もし、あたしが敵だったら──頭に風穴あいてたわよ！」

　アリアはそう言うと、ビシッ！

　と、あかりに人差し指を向けてきた。

　その堂々とした姿は、とてもカッコよくて──

　あかりは、さっきとは別の意味で泣きそうになる。

　だが、憧れのその人は厳しい人でもある。

　ただ与えてくれる女神様とは違う。

　さあ、奪い取りに来い──と言わんばかりに、力強い手つきで──

　ジャキンッ、と、アリアは白と黒の二丁拳銃じゆうを抜いて見せた。

　そして──

「間ま宮みやあかり」

　初めて名前を呼んでもらえて感動するあかりに向けて、

「──戦姉妹アミカを賭かけて、あたしと勝負よ!!」

　一陣の風と共に舞った桜吹雪ふぶきを背に、そう告げてくるのだった。





２弾　エンブレム①




　教務科マスターズを通じて、あかりの申しん請せいはアリアに届いていたのだ。

　──間ま宮みやあかり。あたしの戦妹アミカになりたいなら、あたしと勝負よ！──

　だがその声に、あかりは何のリアクションもできない。

　それはそうだ。

　あの武ぶ偵てい高こうのスターが、今、こっちを見て、言葉を掛けてくれているのだから。

　しかもその言葉は、ある種の宣戦布告。強者から弱者への、恐るべき挑戦なのだ。

　緊きん張ちようを通り越してフリーズしてしまったあかりを見て、アリアは、ふわり。

　まるで空中に階段でもあるかのように、４ｍはある桜の木から降りてきた。体重というものが存在しないような、華か麗れいな足つきで。

　まだ目を丸くさせているあかりの前に立ったアリアが、ぐいっと胸を張る。

「機き会かいは誰だれにでも、平等に与えられるべきだわ。でも結果は平等じゃない。努力次し第だいよ」

　ただ喋しやべるだけでも、迫はく力りよくがある。

　声質はアニメ声優みたいに愛らしく、身長だってあかりと同じぐらいなのに。

　存在感があるのだ。あかりだけでなく、ライカも志し乃のも一気に呑のんでしまうほどの。

　──これが、一流の人間というものか。

「あんた、あたしに戦姉妹アミカ申請をしたのよね？」

　アリアがそう確認を取ってきたので、ようやくあかりも、

「は、はい」

　そう、言葉を返すことができた。

「あたしは忙しいの。教務科の命令でも、無条件でお守もりなんかしないわ」

　そう言い放ったアリアは、スカートのポケットからシールを取り出して見せつけてきた。

　拳こぶしぐらいの大きさをした、星形の黄色いシールである。

「だから『エンブレム』。今からやるわよ」

「え？　えんぶれ……む？」

　と、目を白黒させるあかりの目の前で──

　ぐいっ、とアリアはセーラー服のブラウスをまくり上げる。

　小さなおヘソや、無む駄だな贅ぜい肉にくのないスマートな腰こしまわりが露あらわになって……

「……っ!?」

　あかりの顔が真っ赤になった。

　一体、アリアは今から何をしようというのか。

　それは服をめくり上げて行う行こう為いなのか。

「──そ、そんな！　な、何をするつもりなんですかっ！　外なのに！」

　妙な誤解をしてテンパるあかりの頭を、ライカが叩いてくる。

「バカっ！　エンブレムのルール知らないのかよ!?」

　まだアリアの意図が理解できていないあかりのため、志し乃のがいそいそと説明する。

「戦姉妹アミカ契けい約やくは、契約前に試験があるんです！　強襲科アサルト推すい奨しようの戦姉妹試験勝負アミカチヤンスマツチ──それがエンブレムですっ」

　アリアは「そうよ」と頷うなずきつつ、自分の脇腹に星のシールを貼り付けた。

「30分以内に、あたしから、このエンブレムを奪ってみせなさい。これを取れない者とは契約しない。今まで全員、これで不採用にしたわ」

（え……？　取れない者とは……契約しない──!?）

　その言葉を理解するのが精せい一いつ杯ぱいといった様子のあかりに──

「さあ、もう始まってるわよ」

　アリアは、パールピンクの携けい帯たいを操作しつつ開いて見せる。

　画面にはタイマーが表示されており、カウントダウンを始めたところだった。

　残り29分59秒。

「そ、そんなの……ムリです……！」

　アリアの体に貼られたシールを、奪う。ルールは簡単だが、このテストは……
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　これまで20人もの１年が──少なくともあかりより成績優ゆう秀しゆうな生徒たちが挑戦して誰だれも成功しなかった事なのだ。

　それもそのはず、アリアの運動神経はただの人間のものではない。

　記憶に新しい今朝の事件でも、それはハッキリ示されていることだ。

　そのアリアを捕まえて、ブラウスをめくり上げて、シールを剥はがして、奪う。

　そんなこと──

「出来るはずがな……」

　というあかりの言葉を遮さえぎって、

「チャンスは人を待たない。事件が武ぶ偵ていを待ってくれないのと同じようにね」

　アリアが、問答無用のムードを発してくる。

　そう。

　もう、始まっているのだ。

　あかりの躊躇ためらいなんかお構いなしに。

　他の試験がいいだとかの甘えた事を言わせずに。

　戦姉妹試験勝負アミカチヤンスマツチ──夢へ向かう、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスの時間が！

「……！」

　ボーっとしていたら。ためらっていたら。言い訳していたら。

　刻こく一いつ刻こくと、失われていく。１秒１秒がダイヤモンドの１粒１粒に匹ひつ敵てきする、貴き重ちようなこの時間が！

「あかり！」

　ライカの──

「あかりさん！」

　そして志し乃のの応おう援えんが、背中を押してくれた。

　いまアリアが、条件付きとはいえ差し伸べてくれた──その手を、掴つかめと！

（……チャンスは、人を待たない……！）

　行くんだ。

　取るんだ。

　──その星を！

「うわああっ！」

　弾はじけるようにして、あかりは腕組みするアリアに掴みかかった。

　がむしゃらに、エンブレムが貼られた腹部に手を伸ばすが──

「!?」

　最小限の動きで躱かわすアリアに手首を掴まれる。

　掴まれた瞬間、もう極められてロツクされていた。

　１秒後、あかりの体は１回転して──バタンッ！　と地面に倒れる。

　アリアの力ではなく、あかり自身の力で。

（……て、手首を外されるところだった……！）

　関節を曲がらない方向に捻ひねられれば、人は自分の力で倒れ込む。

　アリアが今朝の犯罪者にも使った、合あい気き道どうの技と同じ理屈だ。

　受け身は取ったが、それでもあかりの手首はビリビリと痛む。

　うつ伏せに転がって顔をあげると……

　アリアは「かかってきなさい」と、余よ裕ゆうの笑みを浮かべて指で招いてきている。

　あかりは地面を強く叩いて立ち上がり、

「はぁっ！」

　今度は、強ごう引いんに組み付こうとした。抱きついてしまえば、体格が同等の人間同士は取っ組み合いになる。そうなれば、脇腹に触れることもきっと……！

　そんなあかりの考えを浅はかなものと嘲あざ笑わらうかのように、アリアはバックステップした。

　そしてそのまま、真後ろにあった桜の木を──

　後ろ向きで、ほとんど垂直に駆かけ上がる。

（跳攀法パルクール……!?）

　驚おどろき、見上げるあかりの頭上をアリアが身を捻りながら通過する。木の幹を軽く蹴けってあかりの背後に出ながら、とんっ、とあかりの後頭部を押しつつ。

「!!」

　──ぐちゃ！

　と、鼻が潰れるような勢いで、あかりは木に激げき突とつしてしまう。

（……つ、強い……！）

　あかりはぶつけた顔を押さえて涙なみだ目めになりつつ、それでもアリアを視界内に捉とらえることだけは続けようと振り返る。

「あかり、素す手でじゃダメだ！」

　ライカのアドバイスに、

「いいわよ。銃じゆうでもナイフでも使いなさい」

　アリアは平然と、あかりに武器の使用を促うながす。

　刻こく一いつ刻こくと迫る制限時間に急かされたあかりは、もう迷わず──

　セーラー服の後ろ襟えりに収めてあった、タクティカル・ナイフUZI HEAVY DUTY DEFENDERを抜いた。

　そのまま逆手で、横よこ薙なぎに切りかかるが──

「──！」

　ナイフを握にぎるあかりの右手、その人差し指と中指の隙すき間まに冷たいものが突き刺さる。

　それは、アリアが抜いた日本刀の先せん端たんだった。

　硬こう質しつプラスチックのグリップに易やす々やすと突き刺さった刀が、驚おどろいて握あく力りよくを緩ゆるめたあかりの手からナイフを奪い取る。

「武器は、何をされても放しちゃダメ」

　日本刀の先せん端たんに刺さったナイフを捨てつつ、アリアがそう教えてくる。

　それを隙すきと見てとったあかりは、

（それなら……！）

　スカートの中から、マイクロＵＺＩを右手で抜く。

　いくら自分でも、この至近距きよ離りなら外さないハズだ。

　そう思って引き金を引いた、その瞬間。

　あかりが銃じゆうを出した事で、一段と鋭い目つきになったアリアが──一瞬で距離を詰め、左手で抜いたガバメントのスライド部分で腕を払はらいのけてきた。

「!!」

　もう引き金を引く動きをキャンセルできなかったあかりは、命いのち綱づなのマイクロＵＺＩから、ババババババッ！　あさっての方向の地面めがけて、ムダ弾をバラ撒まいてしまう。

（拳銃格技アル＝カタ!?）

　後こう輩はい相手でも手抜きせず技を使ってきたアリアに、目を丸くしたあかりへと──

「ムダ弾は使わない事」

　右手に刀を持ったまま、アリアは左手のガバメントで、バスッ！

　スカートの上から、あかりの大腿部を撃ってくる。

「……ッ！」

　防弾制服は弾を通さず、衝しよう撃げきを分散させるとはいえ──

　弾が命中すれば、着用者に打だ撃げきのダメージを与える。

　その痛みは、プロレスラーによる本気の殴打に喩たとえられる程のものだ。

　あかりも多少鍛きたえているとはいえ、小こ柄がらな女子高生の身み空そらで耐えられるものではない。

　どさっ、と尻しり餅もちをつくようにして……

　あかりはその場に、女の子座りで崩れ落ちる。

　格かく闘とう技、刃は物もの、銃じゆう器き──全てに於おいて、アリアはあかりを上回っている。

　次元が違う、とはこの事なのだろう。

（これが、Ｓランク武ぶ偵てい……!!）

　一銃一剣ガン・エツジの構え──ガバメントと刀を携たずさえたアリアの姿を、下から見上げていると……

「あかり！」

「あかりさんっ！」

　心配そうなライカと志し乃のが飛びついてくる。

　ライカは、普段はあれだけ勝ち気なのに……友達のあかりが痛めつけられた姿に、少し涙なみだぐんでさえいた。

「だ、大丈夫。防弾制服だから……」

　それに応こたえるように、あかりは強がってみせる。

　だがライカ同様、太ももの痛みには涙が滲にじむ。

　でも、あかりの目の涙は──

　嬉うれしさによっても、滲んできているのだった。

　ライカと志し乃のが心配してくれたこと。それと──

（アリア先せん輩ぱいが今、あたしに戦いを教えてくれてる……！）

　その、事実によっても。

　あかりが再び顔を向けると、アリアはさっきまでいた場所から消えていた。

　今度は、武ぶ偵てい高こうの校舎を背景にして少し離れた所に立っている。

　くいくい、と手招きしたアリアは……

　１歳年上とは思えないぐらいカワイイ笑顔で、

「おいで。鬼ごっこしよ」

　そう告げると、ツインテールを翻ひるがえしながら走り出した。

　そして『鬼ごっこ』の言葉通り、あかりに背を向けて逃げていく。

　──逃がすわけにはいかない。

　──見失うわけにはいかない。

　アリアは、あかりの希望の星なのだ。その星に──あの脇腹に貼られた星形のシールに手を届かせるまでは、あきらめてはならない。

　あかりは決意に満ちた目で、立ち上がる。

　志乃とライカは、まだ心配そうだったが……

　もうこうなっては行かせるしかない、という様子であかりを見てくる。

「あかりさん。規則上、助太刀ヘルプは出来ませんが……ご武運を」

　志乃は冷静に、

「がんばれ、あかり!!」

　ライカは明るく元気に、あかりにエールを送る。

　少しだけ笑顔を見せたあかりは、大きく頷うなずいた。

「ムリかもしれないけど……行ってくるよ！」




　残り時間が25分を切る中──

　アリアは、この人工浮島メガフロートから台場へと繋がるモノレールの駅に入った。

　あかりもそれを追って、駅へと駆かけ込む。

　電子パスSuicaをタッチさせた自動改札が開くより前に、ヒョイ、と鞍あん馬ばのようにそこを跳び越えたアリア──をマネしたあかりだが、ゲートに足が引っかかって盛大に転んでしまう。両足が真上を向くぐらいの勢いで倒れたものの、すぐ立ち上がって階段を駆かけ上がる。

　辿り着いた、武ぶ偵てい高こう駅のプラットホームでは……

「あっ！」

　アリアの乗ったモノレールが、ちょうど発車するところだった。

　閉じたドアの向こうから、バイバイ、とアリアが手を振ってウインクしてきている。

（アリア先せん輩ぱい……！）

　次のモノレールを待っていたら、追いつけない。

　それなら──

「……！」

　あかりは決死の思いで、転落防止用の柵さくをよじ登る。

　そして、モノレール最さい後こう尾びの窓に据えられたワイパーに──飛びついた。

　車しや掌しようのいないモノレールはそんな事には全く気づかず、そのまま走行していく。

（──落ちる、落ちる、落ちるぅー！）

　このモノレールは最大地上高16ｍとか、車輌科ロジのクラスメートが言ってた。転落したら、本気で命が危うい。

　だが、武偵の捕とり物ものではこういうアクション映画ばりの危険行こう為いが間ま々ま行われるもの。

　この程度のこと、アリアと組めば日にち常じよう茶さ飯はん事じになるのだ。

　そう自分に言い聞かせて、恐きよう怖ふに耐え抜き……

　台場駅に停まったモノレールから、なんとかホームに這はい降りる。

　驚おどろく乗降客たちの視線を無視して、あかりは出口へ走り去るアリアを追う。

　アリアは再びスカートを翻ひるがえし、ちゃんと乗車賃を払はらいつつ自動改札をジャンプしていく。

　だが……

　あかりが見渡すと、アリアの行く手には下りのエスカレーターや階段があった。

　台場駅は武偵高駅よりも混雑している。あの人混みを走って抜ける事はできないだろう。

（ここで──距きよ離りを詰められる！）

　そう思ったあかりの目の前で、

「！」

　アリアは道に落ちていた空き缶を軽く蹴けり上げると、それを踏みつぶして接点にし……手すりの上を、インラインスケートのハンドレール・グラインドのように滑り下りていく。

「……ッ……！」

　あかりは人ごみをジグザグに避けながら、転がるようにして階段を降りる。

　距離を詰めるどころか広げられてしまった──その先には露ろ店てんで賑にぎわう広場があったのだが、

（……ええっ!?）

　アリアはそこでも、なんと壁に駆かけ上がって、そこを垂直に走って通過していく。

　まるで忍者のような壁走りを見せたアリアを追うあかりは、よそ見してたせいで階段を転げ落ち、壁際にあった段ボールの山に突っ込んでしまい……

（……こんなの、ムリ……！　絶対追いつけないよォ……！）

　遠くなってしまったアリアの背を見て、ヨロヨロと立ち上がる。

　ただ、『走る』。その性能ですら、アリアはあかりと別次元の能力を持っているのだ。

　追いつける可能性は、ほぼゼロだろう。

　だが──

　まだ、見失っていない。だから、あかりは追う。

　ほぼゼロの可能性、それをゼロにしないために──！




　アリアが30分と宣言した時間は、もう半分ぐらい使ってしまっただろう。

　あかりが目を疑ってしまう事に、しつこく追ってくるあかりから逃げるアリアは……今、東京の都心と副都心を繋ぐ高速11号・台場線──

　──『レインボーブリッジ』の主しゆ塔とうの上に立って、こっちを見下ろしている。

　レインボーブリッジは、橋長８００ｍ近い巨大な吊り橋。

　その橋を吊るケーブルを支える２本の主塔は、海面からの高さが１２６ｍもある。

　主塔の上は30階建てのビルと同じ高さがあり、かつ、ビルと異なり見た目以上に揺れる場所だ。そんな所に、アリアは地面に立つのと全く変わらない様子で立っていた。

　そこへ向けて、あかりは……

　歯をガチガチと鳴らし、必死に太いケーブルの上を歩いて登っていく。

　ケーブルは低層では緩ゆるやかな、高くなるにつれ急な曲線を描き、続いている。主塔まで。

　初めはその上にアリアを発見したから──ヤケクソになって登り始めたものの、10ｍも登らない内から、あかりの全身には本能的な震ふるえが始まってしまっている。

　半分ぐらい登ったところでちょっと足下を見てしまったのもマズかった。

　何の支えもないここは、実際の高さよりずっと高く思える。

　高所恐きよう怖ふ症しようでなくても気が遠くなり、ちびってしまいそうなほどだ。

　だが、それでも。

（チャンスは……人を……待たない……！）

　あかりはまた半ベソになりつつも、一歩、また一歩と登っていく。

　アリアの所へ。

　星のところへ。

　強くなりたい。アリアのように。もう、その思いだけで。

　憧あこがれは──

　ただ憧れているだけでは、一生、幻まぼろしのままだ。

（アリア先せん輩ぱいの戦妹アミカに……絶対に、なるんだ!!）

　そこに辿り着くには、行かねばならない。

　その道が、どんなに険しいものであったとしても。行かねばならない。

　その道は、人を試し。

　その道は、人を鍛きたえる。

　憧れにふさわしい自分になれるまで、様々な形で。

　時には、レインボーブリッジの吊橋ワイヤーという形で……！

　……そんなあかりが接近するにつれ、アリアの顔も見えてきた。

　その顔は感心が半分、呆あきれが半分といった表情。

　どうやらアリアは、台場まで追ってきた戦妹候補の後こう輩はいには皆この試練を与えてきたのだろう。だが、本気でこの主しゆ塔とうを登って来ようとしたのはあかりだけらしい。





３弾　エンブレム②




　塔高１２６ｍ──

　レインボーブリッジ主塔のてっぺんには、当然ながら落下防止柵さくなどは無い。

　そして、見かけよりずっと揺れている。

　そこに命掛けで辿り着いたあかりの足は自然と内うち股またになってしまい、ガクガク震ふるえた。

「──ムリです……こんなところ……立ってられません……せめて下で……！」

　あかりの泣き言に対し──

　つま先を揃そろえ平然とそこに立っていたアリアが、携けい帯たいの画面を見せてくる。

　残り、10分04秒。

　その赤紫色カメリアの瞳ひとみは今、あかりを見ていなかった。

　さっきから何な故ぜか、ずっと眼がん下かを見下ろしているのだ。

「……邪じや魔まが入ったみたいだけど、タイマーは止めないわよ。それがルールだから」

「ジャマ……？」

　つられて、あかりもつい下を見てしまった。

（──高たかっ！）

　と、まずは高さに震ふるえるが……

（……あれは……！）

　視力は人より少しいいあかりも、遥はるか下の車道で起きている異変に気づく。

　都心側から台場側へと、オープンカーとボックスカーが猛スピードでブリッジに走って来ているのだ。しかも、逆走で。

　その行く手には──見覚えのある、武ぶ偵てい高こうの車輌科ロジの護送車が。

　オープンカーに乗る男たちは……

　判然としないが、武装している？　と、あかりが眉まゆを寄せた時──

　パパパパッ！　という遠い銃じゆう声せいが下から響き始めた。

　護送車の車体側面で、火花が散っているのが分かる。

　攻撃されているのだ。車輌科の護送車が。

　タイヤをパンクさせられたのか、護送車はドリフトするような動きを見せたかと思うとブリッジ上で──サイコロのように、転倒してしまう。

　蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく周囲の車をよそに、オープンカーとボックスカーはＵターンして、再び護送車を攻撃し始めた。

　今度は見えた。男たちはアサルトライフルＡＲで武装している。

　護送車の割れた窓とひしゃげたフェンスからは、今朝、アリアが捕まえた犯罪者たちが逃げ出そうとしているのも見える。

　遠くて判然とはしないが、どうも護送車を襲おそった男たちの腕には入いれ墨ずみがあるようだ。

　線のように見えるあれは、多分、ヘビ。

（……あの入れ墨は、今朝の……！）

　今朝、アリアが捕まえた中国系の犯罪者たちだ。

　武偵は準警察権を持つが、東京武偵高の場合、逮たい捕ほした犯罪者は最終的には所管の警察署──湾わん岸がん・三み田た・愛宕あたご・麻あざ布ぶ警察署の何いずれかに移送するのが通常の手順だ。

　その移送途中で、犯罪者たちの一味が仲間を助けようと襲しゆう撃げきしてきたのだ。

　それをアリアも既に見抜いていたらしく、

「やっぱり仲間がいたのね」

　と、強襲科アサルト生徒の必ひつ携けいアイテム・空くう挺ていワイヤーを取り出している。

　そして、

「あんたは、そこでおとなしくしてなさい」

　そう言い残し、バッ──！

　バンジージャンプのように、主しゆ塔とうの上から飛び降りていった。

（……！）

　アリアは下で始まった武偵高生徒と犯罪集団との戦いに、加勢するつもりなのだ。銃撃戦を専門としない、車輌科ロジの生徒たちを救うために。
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（ＡＫ47が４人、中国北方工[image: ]・ノーリンコ伍四式手[image: ]トカレフコピーが２人──）

　敵の戦力を上空から分析しつつ、アリアは空くう挺ていワイヤーのフックを鉄骨に引っかける。

　取っ手を兼かねるリールが火花を上げ、その降下速度は急減速していき──

　銃じゆう弾だん飛び交う現場へと、上から近づいていく。

　車輌科ロジの生徒たちは教科書通り、横転した護送車を盾たてにして必死に応戦していた。

　だが、彼らが普段握にぎっているものはハンドル。拳銃ではない。その射撃技術は、場慣れした犯罪者たちと同等かそれ以下といったところだ。

　さらに、運転・操縦のジャマにならないよう小ぶりな拳銃を主に選択する彼らの火力は、アサルトライフルＡＲで武装した敵より大幅に劣っている。

　容よう赦しやなく攻め立てる強力なライフル弾を前に、旗色は悪くなるばかり──

　その車輌科生徒たちの声が聞こえる距きよ離りまで、もうアリアは降りてきた。

「犯人グループの仲間による襲しゆう撃げきを受けてる！　強襲科アサルトと狙撃科スナイプの応おう援えんを早く！」

　無線で救きゆう援えんを要よう請せいしている生徒の声に、

「──強襲科だけでもいい？」

　上空から、アリアが応こたえた。

　そして銃撃戦の真まっ只ただ中なかに飛び降りながら、白銀と漆しつ黒こくのガバメントで──

　戦闘機が空くう襲しゆうするかのように、敵を銃撃する。

　大口径の.45ACP弾が、バシッ！　バキッ！　犯罪者たちの銃を殴なぐるように、あるいは蹴けるように弾はじき飛ばしていく。

　ダンッ、と地上に降り立ったアリアは、訓練同様にターゲットの銃だけを狙ねらい撃ちしていく。１丁、また１丁。

　射撃の天才児と謳うたわれたアリアからすれば、多少腕に覚えがある程度の相手は物の数に入らない。何度もクリアしたゲームをまたやるような、退屈ですらある行こう為いだ。
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　眼がん下かの銃声に、あかりの震ふるえが増す。

「うう……うう……」

　その震える足は、今、レインボーブリッジの吊橋ワイヤーを降りる最さい中ちゆうだ。

「事件は……武ぶ偵ていを……待ってくれない……！」

　アリアの言葉を、勇気の呪じゆ文もんのように唱えるあかりだが──

　そのスピードは、亀かめのように遅い。

　震ふるえれば震えるほど、転落の危険性は増す。そう考えると余計に震えが止まらなくなる。

　さらに今から向かおうとしている現場では、銃じゆう弾だんが飛び交っている。

　そこに居るのは、防弾制服の上を優しく撃ってくれるアリアや先生たちではない。

　本物の殺意を持って武ぶ偵ていを攻撃してくる、本物の犯罪者たちなのだ。

　でも。それでも。

　仲間が襲おそわれている。アリア先せん輩ぱいが戦っている。

　その現場がここなのに、ただ高みの見物を決め込む傍ぼう観かん者しやになれるほど──

　自分は、腑ふ抜ぬけではない。ただの女の子ではない。武偵なんだ！

　そう自分に証明するためにも、あかりは降りる。

　仲間たちの所へ。敵の、ところへ。

「──！」

　──ずるっ！

　と、足が──

　滑った。震えのせいで、特に何もないところで。

　橋に掛けておいた空くう挺ていワイヤーが、急に伸びていく。転落するあかりは心臓が止まってしまいそうな思いと共に、取っ手ハンドルのブレーキを握にぎり込む。

　もう空中なので二の足を踏む事もできず、あかりはそのまま落ちていく。

（……ッ……！）

　だがこうなってしまえば、もうキャンセルはできない。

　大抵の事は、きっとそうなのだ。

　臆おく病びよう者ものにも、弱い人間にも、その時は訪れる。

　躊躇ためらってる内に、何らかの力が働いて──飛び込まされる。その結果がどうなるかは、分からない。分からないけど、飛び込まされたからには死力を尽くさねばならない。

　そこで死力を尽くさなければ、本当に死ぬ。

（──それが、武偵なんだ……！）

　腹を括くくったあかりは、二丁拳銃で敵と戦うアリアの所へ──降下していく。ワイヤーのブレーキを、緩ゆるめながら。なんとか死なない程度の、しかし正直かなりヤバイ速度で。

　だがそんな決意を肩すかしするかのように、状況はアリア優勢に大きく傾いているようだった。

　もう粗あら方かたの敵は沈黙しており、

「闘やるんなら、もっといい銃を使いなさい」

　落っこちたトカレフコピーを蹴けっ飛ばしているアリアの、余よ裕ゆうのセリフも聞こえてきた。

　勝利のムードが流れる、その現場に──

（！）

　──上空から接近するあかりには、見えた。

　敵を見渡すアリアの死角、背後から……

　密ひそかにオープンカーに乗り込んだ１人の男が、アクセルを踏み込んだのだ。

　やられたフリをしていた犯罪者が、あれでアリアに体当たりする捨て身の攻撃をしようとしているのだ！

　銃じゆうは粗そ悪あく品ひんだったが、車は盗難車らしくＢＭＷ。

　瞬時に加速して、アリアの背へと迫る。

「！」

　アリアが振り返った時には、もう回避が難しい位置まで車が迫り来ていた。

　眩まばゆいヘッドライトの中、アリアが撥はねられる事を覚悟で受け身を取ろうと構える。

　その瞬間、

「──危ない!!」

　あかりは柱を蹴けり、落下方向をナナメに変えてアリアに飛びかかった。

　そして、だんっ！　と──オープンカーの進路外に、アリアの小さな体を蹴り退ける。

「!?」

　その機転に助けられたアリアの目の前で、がしゃんっ！

　オープンカーのフロントガラスを破は壊かいしながら、あかりは車内に突っ込んでしまう。

　自らが救ったアリアの、身代わりになるかのように。

「──啊ギヤッ！」

　いきなり眼前に出現した少女を避けられるハズもなく、男はあかりにぶつかって意識を一瞬失い──ハンドルを大きく切らされてしまう。

　オープンカーはタイヤの焼ける臭においと共にターンし──ドカンッ！　とガードレールに衝しよう突とつした。

　男にバウンドしたあかりの体は空中に投げ出され、ゴロゴロと地面を転がる。

（う、動けない……っ……）

　と思ったのも束つかの間ま、ここが事件現場だという事を思い出して──

　バッ、と、あかりは起き上がる。

　だが今度は、頭に激痛が。

　車と衝突した時に、激しくぶつけたらしい。しかし。

「──いたァーい！」

　叫ぶと、割と元気な声が出た。

　そういえば強襲科アサルトで、蘭らん豹ぴよう先生から聞いた事がある。頭部とは神経や血管が比ひ較かく的てき集中しており、実際に負ったダメージ以上に痛んだり出血したりする部位だとか。

　そこに、

「あかり！」

　なんとかさっき救出できたアリアが、慌あわてた顔を向けてくれた。

　というか、あかりが平気で起き上がってきたことに驚おどろいてる顔だ。

　それはまあ、驚かれちゃうかもしれない。車に撥はねられて、「いたァーい！」で済んでいるんだから。

　だが、実はあかりは強襲科アサルトでも打たれ強さには定評があるのだ。中学からインターンで転入して以来、格かく闘とう訓練でも他の女子にやられてばかりなので……いつの間にか受け身が上手くなり、耐たい久きゆう力りよくも人一倍になっている。

　一方、向こうも軽傷で済んでいたオープンカーの男は、中国語で何やら喚きながら──エンストした車を、再び走らせようとしている。

　アリアがそっちに銃じゆう口こうを向けようとするが、

「……？」

　オープンカーは、動かなかった。

「──キーは、ここ！」

　と、あかりが車の鍵かぎを人差し指に引っかけ、べーっと舌を出して見せる。

　ぶつかった時に、あかりはある技を使ってそれを掠かすめ取っていたのだ。

　言葉は通じてなかっただろうが、運転席の男は車のキーを取られていた事を見て悟り、降参だ──とばかりに、項うな垂だれた。

　アリアは、あかりの仕草を見て苦笑いしている。

　偶ぐう然ぜんあかりの手にそれが引っかかって取れた、と、思ったのだろう。

（……）

　あかりは、いま車との交こう錯さく時に何をしたのかは言わないでおく。特に、アリアには。

　背後の道路からは、ようやく警察の車が到着しようとしていた。




　新たな護送車で、犯罪者たちが運ばれていく。

　ケガ人は救急車で運ばれ、警察は事後処理に追われていた。

　そんな車道の慌ただしい様子を背に、あかりとアリアはレインボーブリッジの縁ふちに立つ。

　そこは、橋きよう梁りようの保守点検作業用の縁道。

　格こう子し状じようのグレーチング床が車道に沿って続いており、足場は細く、フェンスもない。

　強い風が２人のツインテールを揺らす中、眼がん下かの海は夕焼けに染まり、洋上をカモメが飛び交っていた。

「……泣きそうな顔しながらも、結局ずっと追ってきたわね」

　ここにあかりを呼び出したアリアは、今また携けい帯たいを示してきた。

　残り時間は、１分と少し。

「ご褒ほう美びに、最後のチャンスをあげる」

　アリアの言うチャンスとは……説明されるまでもない。脇腹に貼られた星形のシール・エンブレムを奪うため、挑んでこいという意味だ。

「こ……ここでですか？」

　だが、あかりにはその自信が無い。

　連れてこられたここは狭く、一歩踏み外せば転落してしまうような場所だ。

　自由に動ける武ぶ偵てい高こうのグラウンドですら手も足も出なかったのに、こんな所で──

　運動神経に勝るアリアからエンブレムを奪う事が、できるのだろうか？　いや……

「そんなの、ム……」

　反射的に、あかりの口から「ムリ」という言葉が出かかる。

　それを制して、

「チャンスをあげる代わりに──もう一生『ムリ』とは言わないこと。それは人間の持つ無限の可能性を自ら押し留とどめる、良くない言葉よ」

　アリアが、そう告げた。

　憧あこがれの人がくれたものは、何でも嬉うれしいものだ。それが、厳しい訓示であっても。

　なのであかりは言いかけた『ムリ』の２文字を１文字に留めて、残りを飲み込む。

　もう、言わない。

　言わないと決めると──

　残る選せん択たく肢しは１つに絞しぼられる。

　やるしかない。その覚悟が決まる。

　命いのち綱づな代わりに今の今まで掴つかんでいた、車道側のフェンスから……手を、離す。

　そして拳こぶしを握にぎり、恐きよう怖ふも振り切り──

　再び目を開いたあかりの目は、今までのものとは違っていた。

「──アリア先せん輩ぱい。あたしを襲おそってください」

　もう眼がん下かを怖がらず、しっかりと自分の足で立ち、そう求める。

　攻撃を促うながした弱者に、アリアは「？」と眉まゆを寄せている。

　だが、もうあかりは腹を括くくった。そうなれば、続けるしかない。

　この──

「先輩、ずっと逃げてた。逃げるアリア先輩とは、あたしも戦姉妹アミカになりたくない」

　──分ぶん不ふ相そう応おうな、挑発を。

　その言葉を最初はキョトンとした顔で聞いていたアリアだが、

「言った事は──」

　カチンと来たのか、その目の色を変えていく。

　そして余よ裕ゆうの笑みすら浮かべて、不ふ遜そんな下級生を可愛かわいがってやろうと──

「──取り消せないわよ！」

　獲え物ものに飛びかかるピューマのように、駆かけてくる！

　だが、あかりは直立不動の姿勢を保つ。

　距きよ離りはみるみる内に詰まっていく。

　残り時間は、15秒やそこらだろう。

　すなわち、残されたチャンスは１度きり。

　怖いやら緊きん張ちようやらで、あかりの拳こぶしが自然と握にぎり込まれてしまいそうになる。

　でも、ダメだ。握っては。

　手は開かい手しゆ。脱力。

　そうしなければ、できないんだ。

　この技は。

　自然体のあかりの顔面に、アリアの左手が伸びる。重心は僅わずかに右に移った。おそらくこれは、あかりの真横を駆け抜けざまに顔面を正面から張り、同時に足を背面蹴げりで刈かる変則的な大おお外そと刈がりのモーション。

　──すごい。ものすごいスピードだ。アリアの小さな体には、戦闘機なみのエンジンが積まれているかのよう。

　だけど、それでいい。

　あかりは敢あえて、その技を受ける。なぜなら──

（これが出来るの、カウンターの時だけだから……！）

　どんな強者も、攻撃の瞬間には、肉体を攻撃のために用いる。

　裏を返せば、その瞬間には防御がおろそかになる。

　その条件には、やはりアリアも当てはまった。掌しよう打だを突き出す腋わきは大きく開き、左腕に護られていた脇腹がブラウス一枚残してガラ空きになる。

　あかりは──

　額ひたいへの一撃をアリアの手からモロに受け、同時に目にも留まらぬ足払ばらいを掛けられた。

　アリアがどう動いたのか、認にん識しきすらできないようなスピードだ。

　──バチイイイッ！

　脳が揺れ、全身が崩される、いかなる反撃もできない強打。

　アリアの総合格闘技バリツに、たった１撃で意識・肉体、どちらも吹っ飛ばされてしまう。

　だが。

　あかりの魂たましいは、母から習ったあの技を覚えていた。

「ッ……!!」

　宙を舞ったあかりの体は、レインボーブリッジから投げ出され──

　海から52ｍの高さにある橋はし桁げたから、落下していく。

「ちょっ……！　強襲科アサルトのくせに、ホントに落ちるの!?」

　驚おどろいて叫ぶアリアの顔が、声が、遠くなる中……

　何もかもから解き放たれるような、無重力の数秒が訪れる。

　あかりは背中を下にして、東京湾へと落ちていく。

　──ざぶっ！

（あたしには夢がある……）

　顔を上にすると、海水の中から遠いレインボーブリッジがボンヤリと見える。

　かなり深く落ちたものの、あかりは足をかいて浮ふ上じようしていく。海面へと。いや──その向こうの橋へと。橋の上にいる、アリアへと。

　まだ時間はある、あと、数秒。

（……アリア先せん輩ぱいみたいに、なるんだ！）

　アリアへ向けて、あかりは必死に手を伸ばす。

　まずその手が、続けてあかりの笑顔が、ざばっ！　と海面から出た時。

「取りました！」

　制限時間の30分が、ちょうど終了した。

　今、アリアへ向けて掲かかげるあかりの手には──しっかりと、星形のシールが。

「──これであたしたち、戦姉妹アミカですよね！」

　エンブレムが、握られている。
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「……!?」

　──取られているハズがない。

　水面であかりが掲げるエンブレムを見て、アリアが最初に思った事はそれだった。

　だが、自らセーラー服のブラウスをめくって脇腹を見ると……無い。

　そこに貼ったはずの星形のシールが、無いのだ。

（今、交こう錯さくした一瞬で……スリ取られたの？）

　アリアとあかりが接せつ触しよくしたのは、その瞬間しかない。

　だがそれは、コンマ数秒の出来事だったハズだ。

　しかもその時、あかりは意識を失っていたハズだ。アリアは拳こぶしではなく掌しよう底ていであかりの頭ず蓋がいを叩いて揺らし、意図的に脳のう震しん盪とうを起こさせたのだから。

　それなのに──なぜ。

　そう考えるアリアの脳のう裏りを、オープンカーとあかりとの衝しよう突とつの様子がよぎる。

　あの時は、あかりの手が偶ぐう然ぜんキーに引っかかって取れたとばかり思っていたのだが……

　いま考えると、それは考え違いだったと分かる。

（あれは……偶然じゃなかったんだわ……！）

　あれは、そして今のこれは、『技』だ。

　人間は、たとえ意識を失うその刹せつ那なであったとしても──度たび重かさなる反復訓練でその身に骨の髄ずいまで覚えさせた技なら、繰り出す事ができる。それが技記憶というものだ。

　あかりはアリアの知らない、何らかの技を持っている。

　──『衝突と同時に、目的物をスリ取る技』。

　原理は分からない。使われても、分からなかった。

　アリアにも理解できないほど高レベルなその技を、なぜあかりが骨の髄まで覚える形で身につけているのか。それも、分からない。

　だが……

　１つだけ分かることがある。

　それは、間ま宮みやあかりが──

（──あれが、あたしの初めての戦妹アミカ……！）

　アリアとの戦姉妹アミカ契けい約やく試験に、合格したということ。
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　こうして、この、ある春の日──

　神かん崎ざき・Ｈ・アリアと間ま宮みやあかりは、戦姉妹アミカとなった。

　まだ硝しよう煙えんの香りの残る、ひしゃげた弾丸と薬やつ莢きようの散らばった橋で。





４弾　戦姉妹




　武装した探偵──武装探偵Detective Armedを育成する東京武ぶ偵てい高こうには、先せん輩ぱい後こう輩はいが１年間の期限付きで行動を共にする『戦徒アミカ』という制度がある。

　イタリアに在ある世界最初の武偵育成機関・ローマ武偵高で発はつ祥しようしたその制度は、生徒を自主的に訓練させられる追補的カリキュラムとして、今こん日にちでは各国の武偵高で採用されている。

　男子同士なら戦兄弟、女子同士なら戦姉妹、男女なら戦兄妹や戦姉弟とも呼ばれるその２人単位ツーマンセルになると……先輩は後輩を部下として扱い、リーダーシップや管理業務の基き礎そを身につけることができる。後輩もまた先輩から武偵としての心得や技術を学ぶことができ、将来、その学んだ事を次の世代に伝えていく。

　そのために、戦徒になると決めた２人は文字通り兄弟姉妹のように過ごすのだ。




　あくる日の、夕方──東京武偵高、第１女子寮りよう前。

（あたし、本当にアリア先輩と一緒に歩いてる……）

　事務作業も手早いアリアの手配で、２人の戦姉妹契けい約やくは既に教務科マスターズに申しん請せいされている。

　教員からは即時で仮ＯＫが出たので、今夜８時には電子的に承認・登録される流れだ。

　夢見心ごこ地ちでアリアと共に歩くあかりは、アリアの仮住まいがある女子寮りよう──７階建てのマンションへと、入っていく。

　女子寮のエレベーターホールでは、戦姉妹アミカと思おぼしき女子２人組とすれ違った。

　向こうからも、自分達が戦姉妹に見えているかもしれない……

　そう考えると、嬉うれしいやら緊きん張ちようやらで顔が熱くなってしまう。

（──これからあたしも、アリア先せん輩ぱいと一緒に大だい活かつ躍やくするんだ……！）

　ワクワクしながら、あかりは近い未来を思い浮かべる。

　アリアと共に、戦姉妹で難事件に立ち向かう。アクション映画のようにカッコ良く銃じゆうを振るい、戦姉妹同士で助け合って敵を薙ぎ倒す。

　そんな日々が始まるのだ。そう、早ければ明日にも。いや、今夜からかもしれない。

　イメージすればするほど、夢見心地が加速してしまう。

「ここよ」

　女子寮の７０７号室前でアリアが立ち止まり、カードキーを使ってドアを開ける。

　あかりは自宅アパートからの通学生なので寮というものに憧あこがれがあり、校内ネットで寮全体の間取りを見知っていたのだが……

　その記憶によれば、７０７号室とは家賃が30万円とかするＶＩＰルーム。

　共用通路を歩いていて分かったが、間取りも他の部屋とは明らかに違う。３倍ぐらいの広さがある。

（ここが、アリア先輩のお部屋……！）

　それだけで上がりまくってしまうあかりのテンションを更に上げることに、

「はい」

　アリアは部屋のドアを開けたカードキーを、あかりに手渡してくれた。

「戦姉妹は、まず部屋の鍵かぎの共有から始めるのよ。これから色々手伝ってもらうからね」

　つまり……このキーを、くれるという事だ！

「はい！　先輩！　あたし、頑がん張ばります！」

　カードキーを両手で体の前に持ち、あかりはドキドキの表情で答える。

　幸せすぎて、ちょっと怖くなってしまう。

　そうして、おずおずと入った７０７号室は──

　１人暮らしでは使い切れないほど、部屋が幾つもあった。６ＬＤＫか、それ以上だろう。

　実際アリアはリビングとベッドルームぐらいしか使ってないようで、後は空き部屋だ。その贅ぜい沢たくな空間の使い方にも驚おどろかされたが、ハイツ勝かちどき２０２号室ことあかりの自宅の総床面積より広いリビングにも度ど肝ぎもを抜かれてしまう。

　過か剰じように華か美びではないが確実に金が掛かっている、アンティークの家具。

　それらと不ふ思し議ぎな調和を見せている、最新のＡＶ機器やＰＣ。しかしちょっと生活感が無いのは、キッチンの様子から見て……アリアが自じ炊すいをまるでしないかららしい。

「わぁ……広い！」

　つい口を出たあかりの感かん嘆たんに、

「そう？　実家の部屋はこの10倍ぐらいあったけど」

　イヤミではなく、本当にアリアはここを狭いと思っているらしい口調で呟つぶやいてる。

　ビロードのソファーに掛け、アンティークの固定電話をヒョイと取って太ももに乗せたアリアに──

「実家って……イギリスの、ですか？」

　アリアがイギリスからの留学生だという事を知るあかりが、尋たずねる。

「あんたが戦姉妹アミカだから言うけど。あたしは貴族デイムなの。ホームズ家の嫡ちやく女じよよ」

「ホームズ……？」

　って、ひょっとして……

「──シャーロック・ホームズ。教科書に載のってたでしょ？　あたしはその４世」

　そのひょっとしてな事を、アリアが言ってのけた。

　それは別に何でもない事、という感じでアリアは──

　あの大型拳銃ガバメントを撃ちまくれるとは思えないほど、白くたおやかな指で電話のダイヤルを回している。

（……！）

　アリアが貴族だという事までは知っていたが、『神かん崎ざき・Ｈ・アリア』のミドルネーム・『Ｈ』が『ホームズ』の頭かしら文も字じだったとは。

　シャーロック・ホームズとは、ヴィクトリア朝時代の19世紀末から20世紀初頭──

　今からおよそ１世紀前に活かつ躍やくした、世界一有名な名探偵だ。

　後世では探偵としての側面ばかりが強調されて語られているが、シャーロックは射撃や格かく闘とう技の名手でもあり──時には武力を以もつて事件を解決へと導いた、武ぶ偵ていの始し祖そでもある。

　……と、確かに教科書に載っていた。

　いま目の前にいるアリアは、その歴史上の有名人の曾ひ孫まごなのだ。

　もちろん、あかりは驚おどろかずにはいられない。

　ただ、名門の人間はその驚きをあまり快く思わないらしく……

「……と言っても、あたしの私財の半分は相続財産よ。自分で稼かせいだのは半分。だから、褒ほめたり驚いたりも半分にしなさい」

　アリアはクールにそう言い、あかりとの会話を打ち切るように電話の受話器を耳に当てている。

　なのでここはあかりも空気を読み、こくこく、と、頷うなずく事しかしないでおく。

　だが──

（──うわぁ！　アリア先せん輩ぱいのすごい秘密知っちゃったよ！）

　心の中では、もう有う頂ちよう天てんなのであった。

　地位も実績も、血筋までもが超一流のアリア先輩と、今、自分は戦姉妹アミカになれている。

　つまり、それは自分も一流の仲間という事なのかもしれない。

　調子よくそんな事を考えると、目の前の全てがバラ色に見えてくる。

「──Hi, Sarah」

　アリアの電話が繋がったらしい。

　英語で喋しやべり出してる。ネイティブなので当たり前なのだが、そんな所もカッコイイ。

「This is Aria speaking. Yeah, I'd like to talk about my bullets...」

（発音キレー……）

　もうアリアが何を話してるのか、英語の成績がアレなあかりにはちょっと分からないのだが……アリアはモンブランの万年筆で、メモ帳に何かを書き取っている。

　そして、

「ねぇ、あんた」

　不意に受話器の発話口を押さえて、あかりを見てきた。

「超偵犯マルチヨウ対策の純銀弾ギンダン・非法化ホーナシ。装備科アムドとＳ研に渡り発注ワタリ掛けられる？」

　……？

「え？」

　あかりの頭の中が『？』マークでいっぱいになる。

　今のは多分、日本語だとは思うのだが……

　何を言われたのか、分からない。

　Ｅランクなので武ぶ偵ていとして高度な仕事をしたことがないあかりには、レベルの高い武偵用語はチンプンカンプンなのだ。

　なのでやむなく、首を横に振ると──

　アリアは、電話に戻った。

　そしてまた、英語で何やら話している。

　今の英語の会話も、きっと理解できてなきゃいけない事だったのだ。アリア先輩の役に立つためには。だが英語でも日本語でも、アリアの話す内容がまるで分からない。

　あかりは……

　しゅんとなる。

　さっそく手伝おう……とは思うのだが、特にやれる事が見つからない。

　手持ち無ぶ沙さ汰たとなり、リビングの片かた隅すみでボケーと立っていると、

「あかり」

　電話を終えたアリアが、傍かたわらにあった木箱のフタを開けつつ声をかけてきた。

　そして、

「電波マルデンを追ってる件があるの。発信源が絞しぼれてきたから、八や木ぎも併へい用ようするわ。これ、組み立てといて」

　と、その木箱を渡される。

　ちょっと覗いてみると、木箱の中には金属の部品のようなものがあれこれ入っている。

　説明書のようなものもあったが……英文なので、あかりには理解できない。

　それを伝えようと顔を上げた時には、

「──あたしはさっきの件、自分で発注してくるから。頼たのんだわよ」

　行動迅じん速そくなアリアは、もう部屋を出ていくところだった。

「……っ……」

　そんなアリアの動きをジャマしてはならないという思いが先に立ったあかりは、これが何の部品なのか尋たずねることすらできなかった。

　そして、閉じられたドアの前で呆ぼう然ぜんとしつつ……

（……ヤ、ヤギ？）

　あかりは、メェーとなくあの山や羊ぎを頭に思い浮かべる。




　しばらくの後──

「あんた……」

　用事を済ませて帰ってきたアリアの呆あきれ声に、

「！」

　木箱の前に崩れた正座で座るあかりは、ビクリと体を震ふるわせて振り返った。

　何をすればいいのか分からなかった、あかりは……説明書の紙をくわえてみていたのだ。

「なに食べてんのよ……？」

「わ、私、わかんなくて……アリア先せん輩ぱいが、ヤギって言ってたから……」

　パニック気味で振り返ったあかりの周囲には、木箱に入っていた部品が散らばっている。

　あかりなりに頑がん張ばって、組み立てようとはしたのだが……

「あーもう。壊しちゃって」

　部品を拾うアリアが言う通り、結果は散々だった。

「ご、ごめんなさい……私、私……」

「あんた、専門バカ……でもないみたいだけど──武ぶ偵ていはいろいろ出来るに越したことはないんだからね？　運転、鑑かん識しき、射撃……なんでもいいわ。出来る事とか、ある？」

　アリアからしてみても──

　イジワルをしてるつもりは、無かったのだろう。

　むしろ──自分がレベル99だとすればあかりはレベル20ぐらいだろうから、それ相そう応おうの簡単な仕事を任せたつもりだったのだ。きっと。

　だが、あかりはアリアの想定を遥はるかに下回るダメな子。

　レベル１とか２の、優等生のアリアにとって──組んだ事は勿もち論ろん、遭そう遇ぐうした事すらほぼ無いような落ちこぼれ少女なのだ。

（……あたしに、出来る事……）

　目を伏せるあかりは、何も答えられなかった。

　出来る事が、ない。

　それを物語る、しょぼくれた顔に……アリアは１つ、溜ため息いきをついた。

「──ついて来なさい」

　そう言うと、今度はあかりを部屋から連れ出す。

　一いつ旦たん７０７号室から出て、女子寮りようの外付け階段を上がり……

　あかりが連れてこられたのは、夜の屋上だった。

　屋上は広く、中央にはヘリがホバリングして寄せられる事を示すマークもある。

　そして、そこにはまた１つ、別の大きな木箱が置かれていた。

「これは……？」

　中に入っていた布のようなものを見て、あかりが尋たずねる。

「強襲用のパラグライダーよ。旋せん回かい性を上げる改良中なの」

　言いながら、アリアは箱からキャノピー──パラグライダーの傘となる布の一部と裁さい縫ほう道具一式をあかりに手渡す。

　ずしりと重たい、見るからに大判の布だ。それが、大量にある。

「まだ布を縫ぬい合わせてないから、縫っておいて。半日はかかると思うけど」

　数枚の紙で綴つづられた、今度は日本語のマニュアルを──

「は、はいっ！」

　あかりは、わたわたと受け取る。

「手順書通りに縫うだけだから、さすがにできるでしょ？」

　そこに確認を取ってきたアリアに、悪意は無いのだろう。

　だが──それは、ある種の戦力外通告。

　もうこれは、武ぶ偵ていとしての技能とは関係の無い仕事なのだから。

「……はい」

　渡されたパラグライダーの材料を、ぎゅっと胸に抱きつつ……

　アリアの顔を見る事ができないあかりは、目を伏せながら返事をした。
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　あかりにパラグライダーの改良作業を頼たのんでから１時間後、夜７時──

　そのあかりに壊されてしまった通信機の部品を買い直したアリアは、諜報科レザドへと寄り道をしていた。

　諜報科とは、武ぶ偵てい高こうの専門科の１つ。犯罪組織に対する諜報・工作・破は壊かい活動を専門とする武偵を育成する学科である。

　その校舎の窓を隠すように植えられた、立派な樫の木のそばで……

「──あかりの歩法とか構えは、日本の武道がベースだったわ」

　壁にもたれかかり、アリアはあかりの印象を語る。

　語る相手は、大木から逆さ吊りになって頭上にいる諜報科１年・風ふう魔ま陽ひ菜なである。

　モグモグと焼きそばパンを食べながら話を聞く、風魔は──

　強襲科アサルトや探偵科インケスタから転科する形で引き抜かれる事の多い諜報科を最初から選択した事もうなずける、女忍者くノ一みたいなムードの子である。武偵高のセーラー服に加え、今はパンを食べるために下げているが──普段は、口当てで顔も下半分隠している。

　ちょっと奇妙なのは、長いマフラーや黒髪のポニーテールは垂れ下がっているのに……制服のプリーツスカートは、なぜか重力に逆らって通常の向きと形状を保っている事。

　だが、それも『風魔だから』と納なつ得とくしてしまうような独特の雰ふん囲い気きを持った生徒だ。

　生徒が生徒に任務クエストを依い頼らいする事が希まれではないこの武偵高で、アリアもそんな風魔にある任務を依頼していた。

　自分が戦妹アミカにした強襲科１年・間ま宮みやあかりの身辺調査である。

　とはいえ……探らせるにもまだ取りかかりが少なすぎるので、こうして情報をこまめに伝えているところだ。

「でも、あの子が使った技は空手にも柔じゆう道どうにも合あい気き道どうにも無いものだったのよ」

　あかりが、レインボーブリッジの上で繰り出した技──

　それを詳しよう細さいに伝えつつ、アリアは日本の武術に詳しそうな風魔に意見を求める。

　風魔は報ほう酬しゆうとして受け取った焼きそばパンを食べ終えると、顔を隠し直して、

「──神かん崎ざき殿が見た技は、おそらく『鳶とび穿うがち』。本来は敵の眼球や内臓を素す手でで毟むしり取る、忍しのびの殺さつ法ぽうに御ご座ざる」

　独特の喋しやべり方で……かなり物ぶつ騒そうな見解を、述べてきた。

　アリアは──黙だまる。

「然されど、鳶穿は敵自身と自らが動く力を用い、双そう方ほうが衝しよう突とつした瞬間に敵てき身しん体たいの穴けつ部ぶ……口や臍へそといった部位から手指を突き入れ、内部の髄ずいや臓ぞう腑ふを引き抜く技。神崎殿の御お体からだの表面に貼られたエンブレムを取れた事は奇き異いに思え申す。間宮殿は何らかの理由で鳶穿を作り替えたのかも……で、御座るな」

　──風ふう魔まの見立てが正しいのなら、少しキワドイ話だ。

　日本の武ぶ偵ていは武偵法９条によって殺人が禁じられている。あかりはそれを破りかねない殺人技を、『作り替えた』という事になる。

　自らもバリツ……シャーロック・ホームズから代々伝わる武術を使いこなすアリアには分かるが、ある技を作り替えるという事は、そもそも使えるという事が前提となる。

　あの人じん畜ちく無む害がいそうな、そして無力そうなあかりが──なぜ、そんな技を？

　その疑問が生じたことで只ただならぬ緊きん張ちよう感を流したアリアに、風魔も黙だまる。

「……」

「……」

　しばし、２人が沈黙していると──

　……グー……

　と、風魔のお腹なかが鳴る音が聞こえてきた。

　顔つきはクールなままだが……どうも、今日も食事をきちんと取れていないらしい。

　というのも風魔は実家が貧しく、学費も滞たい納のうしてるほどの赤せき貧ひん武偵なのだ。

「……追加料よ」

　アリアが予備として持参していた焼きそばパンを渡すと、

「かたじけない」

　風魔はまた口当てを下げて、嬉うれしそうにもぐもぐと食べ始めた。

　依い頼らい料りようとしては安上がりだが、腹をすかせた武偵は食糧を代だい償しように働く事も希まれにある。

「あかりのこと、継続して調べて。１年同士なんだから調べにくくはないでしょ。後日、もっと教えなさい」

「御ぎよ意い」

　風魔はそう言い残すと、ざわ……と風に揺れた木の葉に紛まぎれるようにして、闇やみに消えていった。少し埃ほこりっぽい春風がかき消していく、焼きそばパンのソースの匂においと共に。
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　第１女子寮りようの屋上──

　星空の下、あかりはひたすらパラグライダーのキャノピーを縫ぬっていた。

　布は頑がん丈じようで固く、長大なので、縫っても縫ってもなかなか終わらない。

　とはいえ、この縫い物は女の子なら誰だれにでもできる単純作業。

　手順書も日本語だし、ただ、やればいいだけの事だ。

　だが……

「……」

　黙もく々もくと作業していると、いろんな事が頭をよぎる。夜の暗さも手伝って、ネガティブな事ばかりが。

　さっき、憧あこがれのアリアに言われた言葉──

『武ぶ偵ていは色々出来るに越した事はないんだからね』

『手順書通りに縫ぬうだけだから、さすがにできるでしょ？』

　──あれは、心に突き刺さった。

　向こうに悪気が無いことは分かっているのだが、だからこそ辛い。

　アリアの落らく胆たんしたような表情も思い出してしまい……

「あいた！」

　ちく、とあかりは指を大きな縫い針で刺してしまった。

　指をくわえて痛みを和やわらげるために、作業を一時中断せざるを得ない。

　そこであかりは──布を抱きしめ、顔を伏せる。

（……あたしって、こんな事ぐらいしか……できないんだ……）

　じわっ、と、視界が滲にじむ。

　アリアとこの女子寮りようへ入った時に夢想した、カッコイイ武偵に生まれ変わっての大だい活かつ躍やくなんか──できないのだ。きっと。

　だって自分は、思い描いていただけだから。

　運転、鑑かん識しき、射撃、通信、情報処理、装備調達……といった、その夢を実現する特技を何ひとつ持っていないから。

　あんな手品じみた鳶とび穿うがちひとつで不意を突き、アリアの戦妹アミカの座は射止めた。

　だが、それだけなのだ。

　ここにいる自分は、相変わらずＥランク武偵のまま。

　ちびっこで幼児体型で、何もできない、武ぶ偵てい高こうの落ちこぼれ。

（ただアリア先せん輩ぱいの戦妹になれたってだけで、有う頂ちよう天てんになって……何の長所もない子は、どんな立派な人の戦妹になれたって、意味がなかったんだ……）

　さほど寒くなかった屋上が、急に冷え込んできたような気さえする。

　春があかりに与えてくれた新たな挑戦と出会いは、早くも──

　苦く悩のうと試練に、形を変えようとしているのだった。
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　装備科アムドで無人の工作室を借りて、アリアが自分で八や木ぎアンテナを完成させると──

　時刻は、もう深夜２時だった。

（……遅くなっちゃったわ）

　すでに設置許可は取ってあるそのアンテナを据え付けようと、女子寮りようの屋上に戻る。

　こんな時刻なので、あかりはもう帰っただろうと思っていたが……

「……っ」

　あかりは、まだ屋上にいた。

　パラグライダーのキャノピーにくるまって座ったまま、くーくー寝息を立てている。

　あれから８時間、ずっと縫ぬってたというのだろうか。

　そう思ってパラグライダーの布を取って見ると、確かに作業は完了していた。

　仕上がりは、もっとずっと後になるだろうと思っていたのに。

　──アリアにはアリアで、自ら追っている事ヤ件マがある。

　電波を探っているのも、パラグライダーを準備しているのも、その事件への対策だ。

　もしその事件に明日の朝、動きがあれば。

　元々のアリアの予定であれば……今夜このパラグライダーが完成していなければ、対処できなかっただろう。

　あかりは、その準備を予定より早めたのだ。

　これは戦妹アミカとして、立派に戦姉アミカに貢こう献けんしたという事になる。

「あ……アリア先せん輩ぱい！」

　アリアが近づいたことで目を覚ましたあかりが、慌あわてて立ち上がってくる。

　その横で、アリアはキャノピーの縫い合わせ部分をチェックした。

　……問題ない。しっかり縫い合わせてある。

　マニュアルでは縫い方は任意とされていたが、キャノピーの縫い合わせでは今まで見た事のない──実に、頑がん丈じような縫い方で仕上げられている。

「この縫い方は……？」

「本返し縫いしました、頑丈な方がいいかと思って」

　どうやら、この縫い方はあかりが自ら選んだものらしい。

「ホンガエシ？　日本の縫い方？」

「一ひと縫ぬいするごとに布を左右に引いて、同じ穴に針を返して縫うんです。手縫いの中では一番丈じよう夫ぶな縫い方なんです」

　そんな縫い方をしていたら……とても、手間がかかっただろうに。

　だが、おかげでこのパラグライダーの強度は向上している。どんな機動をするか想定もできないハードな事件にも耐えうる信頼性が見て取れる。

　アリアが見せる、実戦を想定した厳しいチェックの目──

　それを、縫い方を自己判断で決めた事に不満を持たれたと勘かん違ちがいしたのか、

「あ……あの！　これ、ダメだったら縫い直します！　そ、そうですよね。マニュアルに縫い方の記き載さいがなかったからって、私、勝手に……」

　あかりは慌あわてて、針と糸を取り直している。

　その指先は──針仕事で痛めたのだろう。血で、微かすかに汚れていた。

　それを見たアリアは、ううん、と首を横に振る。

「ダメなわけないわ。どこの国でも、こんなに丁てい寧ねいに縫ぬう子はいなかった。ありがと」

　そして、あかりの頭を優しく撫なでてやった。

「あんたの長所、１個見つけたわ。──いい子ね、あんた」

　思った通りを笑顔で言ったアリアに、あかりはキョトンと円つぶらな目を丸くして……

　……ぽろ、ぽろ。

　と、丸くしたままの目から涙なみだをこぼしはじめた。

「？」

　なぜ今の流れで泣かせてしまったのか分からず、アリアが戸と惑まどっていると──

「アリア先せん輩ぱい……！」

　あかりは抱きついてきて、さらに泣き続けている。

「……えっ？　ど……どうしたの、何？」

　痛いくらいに抱きしめられたアリアは、この反応に狼ろう狽ばいしてしまう。

「なんでも……なんでもありません……えぐっ、ひうっ……！」

　尋たずねてもすぐには答えずに、あかりはアリアに抱きついたまま泣き止まない。
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（……？）

　多様な人種・民族・宗教の人々が住まうロンドンで育ったアリアには──

　あまり、他人の感情というものを考える習慣がない。

　感情とは、その人のプライベートなもの。

　原則立ち入ってはいけないものであり、そこを過か剰じように配慮するのは一種の侮ぶ辱じよくにあたる事だとすら考えている。実際、家族でもない別種の人間の感情など読もうにも読めないのが現実だ。

　だから、アリアは他人と努めてドライに接するようにしてきた。

　必要な情報の指示伝達だけはしっかりして、それ以上は相手の心に踏み込まない。喜びや悲しみは共感できれば良いものだが、共感できない時は──そっとしておく。つまり、放っておく。

　それが、国際社会で生きるために必要な考え方だったのだ。アリアにとっては。

　だが……

　ここは日本。ほぼ単一民族の、イギリスとは全く異なる国だ。

　日本人はお互いを思いやり、相手の気持ちを考えて行動することを良しとしている。

　だから、郷に入りては郷に従えWhen in Rome,do as the Romans doで──

　アリアは、なぜか泣きじゃくるこの可愛かわいい後こう輩はいを突き放したりはせずに、優しく、抱き返してあげるのだった。きっと、あかりはそうして欲しいだろうから。

　それに──だって。

　この子は、私の戦妹いもうとだから。

　そういうのはあまり上手くないけれど、これからもっと……この子の気持ちを考えて、行動するようにしよう。

　もう──他人では、ないのだから。
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　夜風で体が冷えていたあかりのために、アリアはお風ふ呂ろを入れてくれた。

　ＶＩＰルームだけあって、バスルームも広い。あかりのアパートの風呂場の５倍はある。

「お風呂、一緒に入るわよ」

　脱だつ衣い所でそう告げたアリアが、おもむろに制服を脱ぎ始めたので──

　ビックリしたあかりは、慌あわてて涙なみだを拭ふいて視界をクリアにさせた。

　ツインテールを巻き上げてお団子ヘアにしたアリアは、あかりが同性という事もあって……割と惜しげもなく全身つるっつるのカラダを晒さらしてくれちゃっている。

　アリアは、さっ、さっ、と、プリント柄がらの下着も脱いでしまった。

（……っ……！）

　イギリス人とのクォーターとあって、アリアの肌はキメ細やかだ。

　まるで肌自体が発光しているかのように、眩まばゆい白さを誇ほこっている。

　女子同士でも一応チェックしてしまう、胸は……制服を着ている時より平へい坦たんに見える。

　高２と考えると残念なサイズだ。

　しかし、それでもＡＡのあかりよりは少しある。Ａか。

　胸もだが、オシリも小ぶりだ。

　上向きにキュッと引き締まってはいるものの、まあるくてカワイイ。

　潜せん入にゆう捜そう査さをする可能性もある武ぶ偵ていは、ボディービルダーのように見え見えの筋肉を体に付けてはならないとされている。アリアもまたその例外ではなく、丸まる裸はだかになれば──この小こ柄がらな女の子の体が、昨日の格闘戦ＣＱＣや銃じゆう撃げき戦で見せたような瞬しゆん発ぱつ力りよくを備えているとは全く分からない。繊せん細さいで、ガラス細工のように美しい裸ら体たいだ。

　しかし──その背にうっすらと残る、古い弾痕が……

　アリアが『戦う少女』なのだという事を、静かに物語っていた。

「……あかり？　早く来なさい」

「は、はひっ」

　アリアの弾痕を失礼なほどに見てしまっていたあかりは、『はい』の２文字すら噛かんでしまいつつ……いそいそ。

　恥ずかしかったものの制服を脱ぎ、アリアより貧弱な体を露あらわにしていく。

　戦あ姉ねにだらしない戦妹いもうとと思われたくなくて、普段は脱ぎ捨てる制服や下着も丁てい寧ねいに折り畳んでから……あかりは恐縮しまくりで、アリアがいる浴室に入っていった。




　アリアは足を伸ばし、あかりは体育座りで、広い浴よく槽そうに対面して浸かり──

「……そう。そんな事で泣いてたのね」

　少し時間はかかったが、さっきの自分の心中を説明したあかりに、アリアが少なからず呆あきれた顔で言う。

　そして、しゅんとしているあかりに……

「泣く事なんて無いわよ。あんたがいきなりＡランクとかＳランク級だったら、戦姉妹アミカにする意味もないじゃない。これからも、急に強くなったりしないでよ？　そしたら、次はもっと面めん倒どうな子を背負いこむ事だって有りえるんだから」

　ツンツンした顔で、そう告げた。

　その言葉は不器用だが、励はげまそうとして言ってくれている事が感じ取れて……

　あかりの心にも、元気が沸わいてくる。

　言われてみれば、そうかもしれない。

　今の自分は不完全。だが不完全なままでも、アリアのそばにいてもいいのかもしれない。

　世の中では即戦力となる人材ばかり求められる風ふう潮ちようがあるが、それは、求める側に人を育てる余よ裕ゆうが無いことの裏返し。

　自分が憧あこがれていたアリアという人物は、そんなに狭きよう量りようではいないのだ。

　カラダは小さいが、人としての器はもっと大きく、あかりをそばに置くぐらいの余力は優にある。それを差し置いて最初から背伸びしようとしていたのは、あかりとしても……アリアに、失礼だったかもだ。

「アリア先せん輩ぱい……！」

　居ても立ってもいられなくなって、あかりは湯船の縁ふちに手をついて立ち上がる。

「あたし……あたし……がんばりますから！」

　ざばあ、と肩かた幅はばに広げた足を浴よく槽そうの底で踏みしめ、拳こぶしを握にぎりしめて宣言する。

　すると──その体勢を取った、結果として。

　湯船の中に座っていたアリアの目の前に、あかりの下半身が見せつけられるような形になってしまった。

「……！」

　さすがにこれは同性でも──

「──前くらい隠しなさい！」

　アリアは赤くなり、バッ！

　とっさに全ぜん裸らのあかりの両手を取って、大事な部分を隠させる。

「……っ！」

　想像力が割と豊かなあかりには、それが同性同士では行ってはならないタイプの行こう為いになぜか思えてしまい、

「しーましェーん！」

　すみませーん！　すらまた噛かみつつ、顔を真っ赤にして湯に潜もぐっていくのだった。




　アリアの寝室にはベッドが１つしか無かったが、それは仮にアリアが５人いたとしても寝られるような──超キングサイズのベッドだった。

　もう遅かった事もあり、あかりはアリアの部屋に泊めてもらう事になっている。

　ネグリジェ姿のアリアを独どく占せんして、まったりとパジャマパーティーのガールズトークを……などと年相そう応おうの事を企たくらんでいたあかりだが、

「じゃ、おやすみ。ライトはあんたが寝るときに消しなさい」

　アリアはそう言って横になると、明るい中でも３秒で寝入ってしまった。

　すぐ深い眠ねむりについてしまったアリアの、お人形さんみたいに愛らしい寝顔は……

　なんて、なんて、美少女なんだろう。

　同性が思うのもナンだが、これは美しいなんてレベルじゃない。神こう々ごうしい。

　全体的には上品でありながら愛らしく、目元も眠ねむる時には普段ややキツい印象が和やわらぎ、鼻び梁りようも形良く整っており、チェリーピンクの唇くちびるは瑞みず々みずしくもハリがある。

　廊ろう下かや道の角にコソコソ隠れて盗み見る事しかできなかったその美顔を、今は５㎝程の距きよ離りで凝ぎよう視しできている。これは革命的なことだ。戦妹いもうとになれてよかった。

　失しつ神しんしそうなほどにドキドキしたあかりは──

　興奮ですっかり目が冴えてしまい、寝るに寝られない状態になってしまう。

　アリアの寝顔は１時間でも２時間でも眺めていられそうだったが、もう時刻は深夜……

（……あ）

　そこでふと思い出して、携けい帯たいを取り出して妹・ののかにメールを送信しておく事にする。

　帰ってこないから、心配してるかもしれない。

『今夜はアリア先せん輩ぱいのお部屋に泊まってます。パジャマも借りてます。サイズ、ほとんど同じ』

　笑い＋汗の絵文字でメールを締めくくったあかりは、自分もくすくす笑ってしまった。

　今こうしてアリアと一緒にいられる自分が、幸せで、嬉うれしくて。

　なのでちょっと自じ慢まんしたくもなってきて、そのメールをライカや志し乃のにも送信する。

　携帯の時計を見て、もうさすがに寝ないと……と思ったあかりは、寝室の電気を消すと、

「おやすみなさい、アリア先輩」

　眠るアリアにそう声をかけ、自分も戦姉アミカと１つのベッドで眠るのだった。





　　§　　　§






　早朝５時過ぎ、アリアは目を覚ます。

（……）

　あかりは携帯を手に、まだ寝ている。

　８時間ぶっ続けでの縫ぬい物で疲れ切ったのか、アリアが起きた音や動きにも全く起きる気配はない。

　見れば見るほど、ただの女の子に見えるあかり……だが。

（あなたは──何かを、隠してるわね）

　セーラー服に着替えて寝室に戻ったアリアは、眠るあかりを見下ろしながら思う。

　この子は、隠している。

　きっと、恐ろしいものを。

　アリアの直感が、そう囁ささやくのだ。

（──死ぬわよ。隠したままじゃ）

　戦いの中でさえ本当の自分を隠そうとする意志は、銃じゆうの弾詰まりジヤミングのように武ぶ偵ていを不利にする。

　武偵にとって、戦うことは常に命いのち懸がけだ。そこで何かを隠そうとするあまり、なすべき事を躊躇ためらえば──それは即、死に繋がる。

　実際にそうなった武偵も、数多くいるのだ。

　だが、だからこそ。自分が戦姉アミカになってやれたのは良いことだったのかもしれない。

　それを防いでやる事、戦妹いもうとを守ってやる事もまた、戦あ姉ねの役目なのだから。
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「……アリア先せん輩ぱい……？」

　７時頃にあかりが目を覚ますと、ベッドルームからアリアの姿は無くなっていた。

　あの人がいないだけで、何もかもが無くなってしまったような気さえする。

　一瞬、昨日の事はすべて夢だったんじゃないかとさえ思えてしまう。

　でも、本当のことだ。あれもこれも。

　だって今、私は、戦姉のベッドの上にいるんだから。

「あ……」

　ベッドサイドのテーブルの上に残されていた、アリアの書き置き。

　それを見つけて、あかりは表情を輝かせる。

『パラグライダーありがとう。使わせてもらうわ』

　英語の方が楽だったろうに、親切に日本語で書いてくれたその書き置きを──

　あかりは、抱きしめた。

（使ってくれるんだ……！）

　窓の外には、爽さわやかな春の朝空が広がっている。

　今のあかりの、晴れやかな気持ちのように。

　寝室からベランダに出たあかりは、新しん鮮せんな空気を胸いっぱいに吸い込んだ。

　そして、思う。

　今ここにアリアはいない。

　あの美しい顔は、見られない。

　でも、それはまだ仕方のないことなのだ。

　だって、戦あ姉ねは、戦妹いもうとのずっと先に──その顔が見えないくらい先に、いるのだから。

　これから自分は、そこへ向かって走ろう。

　最初から横に並び立つ事はできない。今は遥はるか後ろにいる。

　だけどアリアのおかげで、走るべき方向はハッキリ分かるようになった。

　光のようなスピードで走るアリア先せん輩ぱいが、その背中を見せてくれているから。

　その背を目指して、走ろう。いつか、横に並び立てる時がくるまで、頑がん張ばろう。

　それがきっと、戦妹アミカとして成長するという事なのだ。

（これが……戦姉妹アミカの世界なんだ）

　なってみて初めてそれが分かった、あかりは──

　自分の前ぜん途とを照らすような朝の光に、笑顔を返すのだった。
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　志し乃の──佐さ々さ木き志乃は、あかりからのメールには専用の着信音を設定していた。

　こんな特別扱いはあかりだけ。

　だから、たとえ夜中にメールが届いてもすぐに飛び起きてメールをチェックできる。

　深夜のメールとは、相手と深夜に時間を共有できる貴き重ちような行こう為い。

　あかりと共に夜を過ごした事のない志乃にとって、深夜にメールをやりとりするのは、その代だいし償よう行為にあたるバラ色の出来事。

　……に、なるハズだったのに。

　志乃は──担任の矢や常どこ呂ろイリン先生に『佐々木さんはクールビューティーねえ』などと言われた通り、普段は落ち着いた女の子として通っている。

　だが、あかりからメールが届いた時には……はしたないほどウキウキした表情で携けい帯たいを取ってしまっている。嬉うれしくて、嬉しくて。それなのに、その文面は──

『今夜はアリア先輩のお部屋に泊まってます。パジャマも借りてます。サイズ、ほとんど同じ（笑）（汗）』

　志乃にとって、この上なくショッキングなものであった。

　あかりちゃんが。

　カワイイ、カワイイ、私のあかりちゃんが。

　お泊まりした。

　あの、降って湧いた女の部屋に。

「……ッ……」

　改めてそのメールを読み、志乃は朝から顔をこわばらせる。

「あかりちゃん……」

　もう読みたくない。こんなメール。これは悪い夢。

　そう思って、志乃は瞳ひとみから光を失いつつメールを消去する。

　だが、メールは消えても。

　──事実は、消えない。





５弾　佐々木志乃①




　──今からおよそ、半年前。

（はしたない……）

　その日、台場を１人で歩いていた佐さ々さ木き志し乃のは、軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けていた。同じ東京武ぶ偵てい高こう附ふ属ぞく中学に通う、３人のクラスメートの姿に。

　彼女たちは武偵高付属中にはありがちな、ちょっとオテンバな感じの女子グループ。

　ある者は狙撃銃じゆうを背負い、ある者は拳銃を提さげて、わいわいと道に広がりながら歩いている。

　３人は……台場で女性に人気のリーフパイを歩きながら食べていた。

　それは元々エステーラという大人向けのクラブが作った自家製リーフパイだったのだが、店内で非常に評判が良かったという事で──今は、台場の街角に屋台を構えて売っているものだ。武偵だろうと女子中学生が食べたがる事に、何ら問題はない。

　……しかし。

　それを学校帰りに買い食い、しかも歩き食べとは。

　志乃は、武ぶ装そう検けん事じ──日本の内閣総理大臣によって任命され、天皇陛へい下かから認にん証しようされたエリート検事の父と、元は彼の忠実な部下だった母によって厳げん格かくに育てられた。

　勉強、武芸、お習字やピアノといった習い事は勿もち論ろんのこと──

　最も厳しく叩き込まれたのは、品格。

　正義の守り手・武装検事の娘たるもの、品行方正である事は当然のこと。

　はしたない振る舞いをする事は、絶対に許されなかった。

　そんな志乃からは、そこを歩く３人の女子はまるで野や蛮ばん人じんのように見える。

　誇ほこり高き学生武偵の制服を着たまま放課後に堂々と買い食いするなど、志乃にとっては考えられない行こう為いである。

　だが……

　注意することは、しない。

　そもそも校則違い反はんではないし、ただ見下すだけにしておく。

　というのも志乃は、かつてクラスメートにそういった注意を積極的に促うながしていたところ……いつの間にか、学校で孤こ立りつしてしまったからだ。

　何も、悪いことはしていないハズなのに。志乃からすれば、理り不ふ尽じんにも。

　今や、志乃には友達がいない。

　いや、最初からいなかった。

　というのも、自分は……

「あ！　『勝ち組』だ」

　──囓かじりかけのリーフパイを手にしたクラスメートの１人が、自分たちの内輪に向けて、しかし明らかに志し乃のにも聞き取れることを前提としたボリュームの声で言った。

「また１人ぼつちでやんの」

「美人がお高くとまってるよ」

　他の２人も同調するように、リーフパイの屋台を後にしながら志乃の悪口を言っている。これも、志乃に聞こえるような感じで。

　幼い頃から、女性家庭教師による詰め込み式の教育を受けた志乃は──

　成績が良い。とても。

　しかも自分ではピンと来ない話だが、美人でもあるらしい。自分でそうなろうと思ったわけではないが、母譲ゆずりで胸も大きい。とても。

　さらに最近ようやく理解できてきた事だが、佐さ々さ木き家は金持ちなのだ。これも、とても。

　……それで付いたアダ名が、さっきの『勝ち組』。

　要するに、志乃は妬ねたまれているのだ。

　だがそれにどう対処すればいいのかは、分からない。どうしようもないのかも。

　そう思うと……

　自分は一生、こうして人から妬まれ、嫌われて、のけ者にされ続けるのだろうと感じてしまう。それはクラスメートへの怒りには向かず、悲しみと、諦あきらめの感情が勝まさっていく。

　ぎゅっ……

　と、志乃の手が通学カバンの持ち手を握にぎる。

（いいもん……私はずっと１人でも……いい……もん……）

　強がって、そう自分に言い聞かせる。

（あんなパイなんか、私は食べたくも……）

　それも、自分に言い聞かせる。

　言い聞かせるが……

　……ふわっ……

　と、屋台から漂ただよう甘い匂においが鼻び腔こうをくすぐった。

　ああ、なんて、なんて──

（……いい香り……！）

　美お味いしそうだ。

　絶妙なバランスで混ぜられた小麦粉とバターとお砂糖が織り成す、香りのハーモニー。

　評判通りあれはきっと、いや絶対に、とっても美味しいパイなのだろう。葉っぱの形をしているのも可愛かわいくて、抗あらがいがたい魅み力りよくが詰まっている。

　ふと気がつくと──

　志し乃のは、クラスの女子が去った後の屋台前に立っていた。

　エステーラ。スペイン語で『星』を意味する店の名に恥じず、ガラスケースの中に１枚だけあるリーフパイは星のように輝いて見える。

（でも、買い食いなんか……）

　自制心は屋台から立ち去れと志乃に促うながすが、本能からくる欲求がそうさせてくれない。

　そこで志乃が悶もん々もんとしていると、

「あ、いらっしゃいませー。リーフパイですか？」

　星マークの帽ぼう子しをかぶった屋台のお姉さんに、声をかけられてしまった。

「……えっ？」

「お客様、ラッキーですよ。最後の１葉ようです。焼きたてなんですが、すぐ売れちゃって」

　１枚しかなかったのは、売り切れ間近だったという事らしい。

　それをトングで取る店員さんに志乃が、

「えっ、いえ、私はただ見ていただけで……」

　そう答えるも、声が小さかったのと店のＢＧＭが大きかったので聞こえなかったらしい。

「ポイントカードはお持ちですか？」

　お姉さんはリーフパイを紙袋に詰めつつ、尋たずねてくる。

　ポイントカードとは何だろうか？　と、庶しよ民みんの習わしに疎うとい志乃は小首を傾かしげる。

　だが、何らかのカードを提示して欲しいという事のようだ。

「……？　ゴールドカードなら……」

　と、世間知らずの志乃はアメリカン・エキスプレスのカードをそっと出してしまう。

「あー、クレジットカードはダメなんです」

　お姉さんは苦笑しながら、当然、志乃が現金でリーフパイの代金を支払はらうと思っているらしく──リボンで袋の口を留めてしまった。

　どうも、いま志乃がカードを見せた事で買う意志があると判断されてしまったようだ。

　しかし、どうしよう。

　志乃は普段、外で買い物をほとんどしない。それは佐さ々さ木き家で雇やとっているメイドの宮みや本もと姉妹の仕事だからだ。なので、現金を持ち歩くことがあまりない。

　今日も志乃はカードしか持っておらず、紙し幣へいや硬こう貨かは持ち合わせていなかった。

　しかし、屋台のお姉さんは志乃がリーフパイを買うと思い込んでいる。

　困り果てた志乃のそばに──

「──間に合った!!」

　志乃と同じ武ぶ偵てい高こう附ふ属ぞく中のセーラー服を着た、短いツインテールの女子が息を切らせて走ってきた。

「リーフパイ、ください！」

　５００円玉を差し出しつつ、ウキウキした表情で注文する小こ柄がらな彼女に……

「間に合ってないですー。このお客様で最後なんです」

　その子を小学生と間違えたらしい屋台のお姉さんは、ちょっと剽ひよう軽きんに応じている。

「えーっ!?　また売り切れー!?」

　ガーン！

　という字が背後に見えそうなほど、その子が表情豊かにショックを受けた顔になる。

　そして、タッチの差で最後の１枚を買ったとおぼしき志し乃のを見上げてきた。

　志乃は──

「い、いえ！　私は美お味いしそうだから見てただけで……どうぞ」

　ぱたぱた、と手を振って、最後のリーフパイを彼女に譲ゆずってあげる。

　買うに買えず困っていたところなので、これはピンチを救ってもらった感もある。

　そのショートツインテールの、印象的な女の子は……

「……いいの？」

　これもとっても愛らしい、コミカルな表情で小さく驚おどろく。

　そして……

「ありがと──!!」

　眩まぶしいほどの笑顔を浮かべながら、志乃の手を取ってきた。

　その手をぶんぶん振って、喜びを表現してくる。

　誰だれかと手を繋いだことなど何年かぶりだった志乃は、少し面食らいながらも──

　屈くつ託たくの無い、小さなお日さまのような彼女の笑顔に目を奪われていた。

　それが、佐さ々さ木き志乃と……間宮あかりの、出会いだったのだ。




　今でも、リーフパイの甘い香りは──

　あの日の事を、思い出させてくれる。

　──『今夜はアリア先せん輩ぱいのお部屋に泊まってます』──

　昨夜のメールのショックを過去の幸せな思い出で上うわ塗ぬりし、なんとか自らテンションを持ち直させた志乃は……放課後、武ぶ偵てい高こうの廊ろう下かを歩いていた。

　その胸には、葉っぱのマークのついた小さな紙袋を抱くようにして持っている。

　授業が終わってすぐエステーラの屋台まで行き、メイドに予約させておいた出来立てのリーフパイを受け取ってきたのだ。

（いたいた）

　志乃は１年Ａ組の教室に入ると、ライカとおしゃべりしているあかりの姿を見つける。

　あかりの行動パターンは、曜日や天候別に細かく統計を取ってある。今どこにいるのか、志乃には大体の見当がつくのだ。

　そっと教室に入り、好感度が高いはずのお淑しとやかな笑顔で──

「あかりさん、エステーラの限定シュガーリーフパイが手に入り……」

　と、話しかける。

　しかし志し乃のの声は、ライカの話に夢中なあかりの耳には届いていなかった。

「──そっか!!　アリア先せん輩ぱい、使ってくれたんだ！」

　笑顔でそう言うあかりは、こっちを見てくれすらしない。

「アリア……先輩？」

　あかりが呼んだ憎にっくきその名を、つい志乃はリピートしてしまう。

「あっ、志乃ちゃん」

　──少し遅れて、あかりは志乃の存在に気がついた。

　ライカは、志乃も話に加わるようにと手招きすると、

「今朝、第２グラウンドで爆弾事件ボム・ケースあってさ。たまたま現場の近くにいてさ」

　少々物ぶつ騒そうな話をする。

　だが武ぶ偵てい高こうでは、発はつ砲ぽうや爆弾の炸さく裂れつは日にち常じよう茶さ飯はん事じ。

　志乃はそんな事より、あかりの様子が気になるのだった。

　あかりは……

「アリア先輩がね、被害者をパラグライダーで救出したんだって！　それね、あたしが縫ぬったやつなの！　アリア先輩のために！」

　……テンションも高く、目をキラキラさせて言ってくる。

　なんでそんな目をするの。

「アリア先輩の、ために……？」

　そんな嬉うれしそうな目は。

　幸せそうな目は。

　私にだけ、見せてくれるべきものなのに。

「──そう！　空からバーッと救出！　アリア先輩かっこいい！」

　あかりは自分がアリアの役に立てたとあって、イスの上に立ち、子どものように身振り手振りを交えながら喜んでいる。

　そのはしゃぎっぷりは、男おとこ勝まさりなライカですら苦笑いでちょっと制するほどだ。

　この空気の中では、志乃も笑顔になるべきなのだろうが──表情が、引きつってしまう。

「よ、よかったですね。じゃあ、もう帰りましょう。一緒にこれを食べながら」

　荒れる心中を隠し、志乃は顔の筋肉だけで笑顔を作ってあかりを誘う。

「おおっ、リーフパイ！」

　だが、それにいち早く反応したのはライカだった。

　──あなたじゃない。

　ライカもあかりを通じて得た貴き重ちような友人だが、今はお呼びじゃない。

　そんな志し乃のの意思に気づくハズもなく、ライカはふんふんと鼻を動かしてリーフパイの袋に顔を寄せてくる。

　そう。このリーフパイは、とっても良い香りのする、とっても美お味いしいもの。

　だからあかりも、これを食べればアリアの事なんか忘れてくれるはず。

　これを食べさせてあげた私のことを、考えてくれるはず。

　そんな志乃の勝利の方程式は──

「あっ、今日は一緒に帰れないの。志乃ちゃんゴメンね」

　というあかりの返答に、打ち砕くだかれた。

「アリア先せん輩ぱいの外がい泊はく用に、荷造りしなきゃいけないの。ネグリジェとか下着もパッキングするんだよ」

　キャーっと興奮しながら、ハートマークを振りまくあかり。

「……！」

　志乃は愕がく然ぜんとなる。

　戦姉妹アミカになったのだから、外泊の荷造りをする。百歩譲ゆずって、それはいいとしよう。

　そのために、ネグリジェやブラジャーやショーツに触れる。

　それも、一億歩譲って、いいとする。

　でも。

　どうして？

　どうして？

　どうしてそんなに、嬉うれしそうにそれを言うの？

　私の誘いを断ったばかりなのに、私はそれに深いショックを受けているというのに。

　あかりちゃん。

　あなたは、どうしちゃったの？

　誰だれがあなたを、変えてしまったというの──

「それに今あたし、お菓か子しＮＧなんだー」

　１人で帰りにかかるあかりが、全く悪気ない素そ振ぶりで追い打ちをかけてきた。

　リーフパイを食べてくれすらしない、という宣言だ。

「アリア先輩と一緒におフロ入った後で、体重ウエイトコントロールを命じられたから」

　ちょっと恥ずかしそうに言い放たれた、あかりのセリフ。

　その一部──

（──お、お、おフロ!?）

　その単語が、志乃の全身に電流を走らせる。

　おフロ。お風ふ呂ろ。おふろ……！　一緒に、おフロ……！

　それはつまり、ハダカの付き合い。

　あかりはアリアと、裸と裸を見せ合うような仲になっているのだ。既に。いつの間にか。

（あかりちゃんと、一緒に、お風ふ呂ろ！）

　志し乃のが入浴中や寝しなに何十回、いや、何百回と空想してきたその行こう為いを……

　アリアは、もう実現したというのか。

　私がまだ見ていない、あかりちゃんの裸を。見たというのか。あの眼で！

　人知れず日本海かい溝こうのごとく深い絶望に沈んだ志乃を残し、あかりは手を振って教室から出ていく。

　あかりが見えなくなった瞬間、ふっ、と志乃の意識が遠のく。

　全身から力が抜けて、ふらつき……リーフパイの入った紙袋を手から落としてしまう。

「──おっと」

　ぱしっ、と、それをライカが空中でキャッチした。

　そして志乃があかりのために買ってきたリーフパイの袋を勝手に開けながら、

「アイツ、今朝からアリア先せん輩ぱいの話ばっか。よっぽど好きなんだなー」

　これも悪意はないのだろうが、また志乃の心を抉えぐるような事を言ってくる。

　志乃は……小刻みに震ふるえる右の拳こぶしを左手で包みつつ、教室を出て行こうとする。

「んぁ、帰はへんのか？」

　リーフパイを頬ほお張ばっているライカに、志乃はムリヤリの笑顔を浮かべ……

「……は、はい……気分が……ちょっと……」

　そう言うのもやっとの気分で、フラフラと教室を後にするのだった。




　高級住宅街の広がる港区・白金台。

　その地区でもひときわ大きな豪ごう邸てい──自宅に帰った志乃が、広い玄げん関かんホールに入ると。

「お帰りなさいませ、志乃様」

　玄関ホールで、宮みや本もと詩し織おり・伊い織おり──志乃より少し年上の、双子の美人が恭うやうやしく出迎える。

　この２人は志乃の祖先と仇きゆう敵てきの関係にあった人物の子孫らしいが、現代では佐さ々さ木き家で志乃の世話をする忠実なメイドたちである。

　白と黒を基調とした、ステレオタイプなメイド服の２人……その片方に鞄を突きつけるように渡すと、志乃は無言でズカズカと宮本姉妹の前を通過しようとする。

「志乃様、ご機き嫌げんが優すぐれないようですが……」

　様子がおかしい志乃に、心配した詩織が声を掛けてきた。

「──うるさいッ！」

　実は内うち弁べん慶けいな志乃が金切り声を上げ、イライラした様子を隠しもせずに自室へ入る。

　そして、バタン！　と、ドアを乱暴に閉めた。

　１年Ａ組の教室より広い、自分の部屋で──

「──何よッ！　アリア先せん輩ぱい、アリア先輩って！」

　その教室からずっと引きずってきた怒りを、志し乃のは爆ばく発はつさせた。

　怒りの形ぎよう相そうで叫びながら、黒ストッキングの足でピアノの椅い子すを激しく蹴けり倒す。

「あかりちゃん！　は！　わたしの！　お友達！　なのに！」

　がす！　がす！　がす！　がす！　がす！

　ウサギの縫ぬいぐるみまでにも八つ当たりし、５発ソファーにぶつけてやったところで、その体がちぎれて中からワタが出た。

「……ふーっ、ふーっ……」

　まだ呼吸は荒いが……

　暴れて怒りを１％ほど発散した事により、志乃は僅わずかながら冷静さを取り戻す。

　この怒りの原因は誰だれなのか？　誰が、悪いのか？

　そんなの、言うまでもないこと。

　──神かん崎ざき・Ｈ・アリア。

　あかりちゃんがハマっている、あの悪女だ。

（このままじゃ……アリアにあかりちゃんを取られちゃう……！）

　あの女から、あかりちゃんを引き離さなければ。

　だって──

　あかりちゃんは、私を除く誰のものであってもいけないのだから。

　その、いけない事が、起きようとしている。

　これは止めなければならない。いけない事は、悪い事。悪い事を止めるのは、良い事に他ならない。つまり、正義はこちらにある。

　──アリアという巨悪の出現に、志乃は深刻な表情のままで深呼吸する。

（お、落ち着くのよ、志乃）

　今、自分は怒りに囚われている。

　正義を行うためには、冷静な判断力が求められるものだ。

　だから、まずは落ち着かなければならない。

　落ち着くことが、いま第一にしなければならない事なのだ。

　そのためにオロオロと志乃が向かう部屋の片かた隅すみには……『あかりちゃんボックス』。

　そう名付けた、宝箱が鎮ちん座ざしていた。

（まずはあかりちゃんボックスで、あかりちゃん成分を摂せつ取しゆ……！）

　志乃は色白な手で、その宝箱のフタを開ける。

　その瞬間、志乃の目には箱の中からキラキラと輝く光の粒が迸ほとばしるように見えてくる。

　そこには──

　額がく縁ぶちに入れた、特にお気に入りのあかりの盗とう撮さつ写真。

　その他の盗撮写真が詰まった、『あかりちゃんアルバム』。

　我ながらよく出来たと思っている、手作りのぬいぐるみ──あかりちゃん人形。

　あかりとの日常的な交流や反応によってこまめに記録している、『あかりちゃん好感度グラフ』を書いたノート。

　あかりが中身を飲んで捨てたペットボトル。

　適当な理由で体育の授業を欠課して教室に戻り、あかりの着衣から採取した、髪の毛。

　……などなど、志し乃のがここ半年で収集しまくったあかり関係の品が大量に詰まっている。

　その箱に頭を突っ込むようにして顔を埋めると……

　志乃の心は、とても、とても、安らぐのだった。

「ああ、あかりちゃん……」

　そして志乃は宝箱の中からあかりちゃん人形を取り出すと、力いっぱい抱きしめる。

　あかり本人のつもりで扱っているその聖なる人形を、胸囲90㎝オーバーの巨乳の合間に挟み込んで抱きしめた今、志乃の心は……言いようのない幸福感に、満ちあふれていた。

「──あかりちゃん、ずっとお友達よね！」

　志乃はあかり人形を抱いたまま、天てん蓋がい付きのお姫ひめ様さまベッドにダイブする。

　そして毛布を頭からすっぽりかぶり、あかりちゃん人形と２人きりになった。

　望ましくない現実から逃れるため、あかりちゃん人形を抱きしめていると……

　半年前の記憶が、鮮せん明めいに浮かんでくる。

　記憶の中でのあかりは、あの頃のまま志乃だけを見てくれている。

　……落ち葉舞う秋のあの日。

　エステーラの出店でリーフパイを買ったあかりと、志乃は……

　お台場海かい浜ひん公園のベンチに座り、２人でリーフパイを半分こして食べたのだ。

　それは、志乃にとって初めての寄り道であり、買い食い。

　とってもイケナイ事だった。

　でも、あかりに手を引かれて入った公園で、志乃はそれをしてしまった。品格だとか、親の言いつけだとか、そういう事を……ある種のカラを割って、その外に出るような……イケナイ事を、してしまったのだ。

　だって──

　その時、あかりが言ってくれたから。

　一生忘れられないような言葉を、一生忘れられないような笑顔で。

「あかりちゃん……あかりちゃん、うんうん、そうよね。リーフパイ、おいしいよね……私のパイもどうぞっ、なんちゃって……」

　志乃は幸せな過去の記憶に浸ひたり、同年代の女子たちにはない大人びた色気がある肉体を、

「あっ……あかりちゃん……」

　じゃれるネコのように、あかりちゃん人形に擦りつける。

　誰だれにも見られない毛布の中で、そんな事を15分ほどモゾモゾやっていた志し乃のは……

「……」

　自らをそうして慰なぐさめる事でストレスが解消された事もあり、素すに戻った。

　そして数秒間の沈黙の後、がば！　と、毛布をはね除ける。

「──などと現実逃避してる場合じゃありません！」

　その表情は勇ましい、武ぶ装そう検けん事じの娘らしいものに切り替わっている。

　自分を甘やかすベッドから下り、キリッとした顔でデスクのＰＣに向かう。

　そしてブルーライトをカットするメガネを掛けると、ぱかぱかぱかッ！　と、攻撃的な表情でキーボードを叩き、サッサッ、カチカチカチッ！　とマウスをクリックしまくる。

　──神かん崎ざき・Ｈ・アリア。

　志乃の大事な友人を誑たぶらかした、盗人ぬすつとにも等しい女について調べるためである。

　あかりが絡むと情報収集力が10倍になる志乃は、『武ぶ偵てい高こうイントラネット』『武偵高裏サイト』『"Kanzaki H Aria"の検索結果画面』などを素早く、そして着実に読み込んでいく。

　しかし、その内容は──

　十代前半から欧おうし州ゆう各地で活かつ躍やくしたＳランク武偵。

　拳銃じゆう・刀とう剣けん・格かく闘とう術のエキスパート。

　犯罪者の強襲逮たい捕ほに99回連続で成功。

　──なかなかどうして、手て強ごわいものだった。

　ギリッ……と、志乃は歯ぎしりする。

（強いッ……！　これを直接抹まつ殺さつするのはムリそうだわ……）

　額ひたいに青筋を立てたまま、志乃はさらに校内ネットを検索していく。

　アリアに武力で正義の鉄てつ槌ついを下そうにも、返り討ちに遭う事は確実だろう。あかりとの将来設計を（勝手に）している、つまり未来ある身の志乃は、玉ぎよ砕くさいの美学を良しとしない。

　すなわち、権けん謀ぼう術じゆつ数すうで斃たおすべき相手だ。

　脅きよう迫はくできそうな過去のスキャンダルは無いか。人ひと質じちに取れそうな弱い関係者はいないか。

　アリア自身にアキレス腱が無いのなら、法律や校則といった制度を使っても良いだろう。

　正義を貫くため、志乃はどんな手でも使う気でいる。

　そうして、陽ひが暮れた頃──

「……志乃様、お食事をお持ちしました」

　双子のメイドが、真しん鍮ちゆうのトレーに載のせた銀色ドームつきの食事を運んでくるが、

「そこに置いておきなさい！」

　志乃は顔すら見せず、ドア越しに一いつ喝かつする。

　今、自分は食事どころではないのだ。強敵との戦いは一瞬の油断が命取り。それはこの作戦立案作業もまた同じ。

　急げ。戦いに於おいては、時間が味方につくことも、敵に回ることもあるのだから。

　一刻も早く──見つけ出すのだ。あかりをアリアから引き離す、必勝の手を。




　……気が付くと、カーテンの隙すき間まから朝の光が漏れ入っていた。

　時刻は、翌日の午前５時。

　志し乃のはあれから食事も睡眠も一切とっていない。

　目の下にはクマができ、頭もクラクラするが……

「……こっ……これだわ……！」

　その甲か斐いあって、道を見つけ出す事ができた。

　全速力で探して、本当に良かった。この道は、制限時間付きの道なのだから。

　──今夜８時。

　それが、この作戦のタイムリミットだ。

　だがそれまでには、まだ半日以上ある。準備を整えるには、十分な時間だろう。

　……うふふ、ふふふふ……

　ディスプレイの光に顔を照らされつつ、志乃は笑みを浮かべる。

（──これなら、あかりちゃんを取り戻せる！）





　　§　　　§






　それから２時間後、志乃が自宅で壮絶に寝落ちしていた頃──

「あのー、アリア先せん輩ぱい……外がい泊はくって、いつまでなんですか？」

　あかりは、アリアの外泊準備を手伝っていた。

　アリアはこれから、極ごく秘ひの仕事でしばらく家を留守にするとの事だ。

　せっかく同じ部屋での共同生活が始まったのに……と不満げなあかりに、

「そうね。目め処どはつかないけど……あかりは１人でもちゃんとしなさい。あたしの戦妹アミカなんだから、できるわよね？」

　アリアは告げる。

　敬愛するアリアに問われれば、あかりの答えは１つ。

「──はいっ！　１人でもちゃんとします！」

　キラキラした無む垢くな笑顔で、素直にそうお返事するのであった。
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　アリアから何か手伝いを言いつけられてるワケでもなく、遊びに行こうにも予算が無いので……その日の放課後、あかりは特に何の予定もないまま教室を出た。

　すると、

「──あかりさん、お疲れさまです。一緒に帰りましょう」

　鈴の音のように穏やかな口調で、優しい笑顔の志し乃のが声を掛けてきた。

　志乃はちょうどトイレ辺りから廊ろう下かを通りかかったような演出で現れていたが、実際はあかりが教室を出るのを待ち伏せていた。

　が、生しよう来らいあまり警けい戒かい心のないあかりはそれに気づかず──

「うん！」

　幼女のように天てん真しん爛らん漫まんな笑顔でうなずく。

　そして校門を出るまで、志乃とお喋しやべりしながら歩くのだが……

　あかりが話す事の中心は自じ慢まんの戦姉アミカ、アリアの話題だった。

　それが志乃の心にどれだけ黒くろ雲くもを湧かせてるか気づく由よしもなく、また志乃も志乃で顔の筋肉だけで笑顔をしっかりと保っていたため、あかりは志乃からすればノロケにも等しいアリアとの話を無む邪じや気きにしてしまう。

「アリア先せん輩ぱい、忙しいから外がい泊はくするんだって」

　溜ため息いきまじりにあかりが、その最新情報を言ってしまうと──

　志乃は『これぞ天てん佑ゆう！』と言わんばかりの表情になって、

「じゃあ、私の家に来ませんか？　お夕飯をごちそうしますよ」

　そんな提案をしてきた。

　それに対し、

「──えっいいの？　行く行く！　志乃ちゃん家に行くの初めてだね。楽しみ！」

　あかりは何の疑いもなく、そう答えてしまう。

　嬉うれしくてぴょんぴょんはしゃいでしまったあかりは……

　ツタヤから出てきたネクラそうな武ぶ偵てい高こうの男子と、危うくぶつかりそうになってしまう。

　その男子が持つ紙袋から──『しろくろっ！』『白しろ詰つめ草くさ物語』『妹マイゴス』といった美少女ゲームが、ちょっと滑り出る。

　先輩と思われる彼はそれをとてもハズカシイもののように袋に詰め直すと、そそくさとその場を後にしていくのだった。
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　港区白金台で、佐さ々さ木き家を目まの当あたりにしたあかりは──

「す、スゴイ……！　お城みたい！」

　ほぇー、と大きく口を開けて驚おどろいている。

　この貧しい少女は少女マンガに出てくるような白はく亜あの豪ごう邸ていにお呼ばれしてしまった事にテンションが上がったのか、すごい！　すごい！　と、カンガルーのように跳はねている。

　その仕草に、

（か、かわいい……！　デジカメ持ってきておけば良かった！）

　志し乃のは萌えてしまい、ジャンプするあかりをケータイでこっそり撮影しておく。

　あかりの手を取って玄げん関かんホールに入ると、

「お帰りなさいませ」

　いつものように双子のメイドが出迎える。

「わぁ、メイドさんがいる」

　本物のメイドを見たのも初めてだったようで、あかりは驚いていたが──

「！」

「！」

　そんなあかりを見たメイド達も、同じように驚いていた。

　そして志乃の顔を見て、あかりの顔を見て、改めて志乃の顔を見てから、

「──お嬢じよう様さまがお友達を！」

「──初めて連れて来られた！」

　たまにやるクセでセリフを割って囁ささやき合いつつ、２人は向かい合って喜んでいる。

　それをあかりに聞かれたくなかった志乃は、１つ咳せき払ばらいしてメイドを黙だまらせつつ、

「あかりさん、家の中ではジャマでしょうから……銃じゆうをお預かりします」

　まずは穏やかな表情のまま、あかりにそう告げた。

　絢けん爛らんなホールを見渡していたあかりは、それが志乃の作戦の第１段階とは知らず、

「うん！」

　言われるがまま、マイクロＵＺＩを渡してくれる。

　レッグホルスターから銃を外した、あかりの無防備な太ももを──

「……」

　志乃はうっすらと笑みを浮かべて、横目でねっとりと盗み見るのだった。




　食堂でも、あかりは金銀の装そう飾しよく品ひんに目をキラキラさせている。こんなモノは幼少期から見慣れている志乃にとってはただの家具なのだが、あかりにとっては財宝に見えるらしい。あかりのそういう所も、志乃からすれば全て愛らしく思えてしまう。

　テーブルにつくと、間もなくメイドたちが夕食を真しん鍮ちゆうのワゴンに載のせて運んできた。

　メインディッシュは、ヒレステーキの香こう草そうのせ。あかりの口に合うか心配だったが……

「おいしー……！」

　大喜びで食べてくれたので、志し乃のはホッと胸を撫なで下ろす。

「志乃ちゃん、この葉っぱも食べていいんだよね？」

　どうも食事にハーブを使う習慣が無いらしく、あかりはその黄緑色の細い葉をつまんで尋たずねてきた。

「ええ。キャラウェイの若葉は、お肉の臭くさみを取ってくれるんですよ。パセリの仲間ですから、食べても大丈夫です」

　当たり前の事を説明してあげた志乃に、

「へぇー」

　あかりは、素直に感心してくれる。

　同い年なのにずっと年下みたいに思える、とってもカワイイあかり……その反応に気を良くした志乃は、デザートに饗きようされたアイスクリームに乗せられた小さな葉っぱも指す。

「このレモンバームには沈ちん静せい・強心作用があります。戦闘の前に一枚噛かんでおくと全力が出せるんですよ」

「──志乃ちゃん物知りだねー！　女子のグループって必ず１人はいるよね、ハーブとか超詳しい子！」

　普段見た事もないようなごちそうを食べて、あかりは上機き嫌げんで褒ほめてくれる。

　嬉うれしい。

　今はアリアの話じゃなくて、私の話をしてくれている。

　私を褒めてくれている。あかりちゃんが。

「そんな……それほどでも……」

　嬉しくて、嬉しくて、志乃は顔を赤くしていく。

　それに気づかれないようにちょっと顔を伏せつつ、でも抑えきれないあかりへの想いをナイフに込めて──

　その筋に沿って、丁てい寧ねいに肉を切っていく。

（……ああもう、好き、好き好き、大好き……！）

　向こう側が透けて見えるほどに、バラバラの薄切りになるまで。




　夕食を終えたあかりと志乃は、邸てい宅たくの庭──イングリッシュ・ガーデンを歩いていた。

　佐さ々さ木き邸ていの周囲には高い建物もほぼ無いので、広々とした開放感がある。

　すっかり暗くなったその庭を、古風なガス灯を模した電でん灯とうが幻想的に照らしている。

　志乃はその光の下をあかりと歩き、

「夜に歩かせちゃってすみません。でも、食後に少し散歩をしたかったから……」

　ここに誘い出した理由について、それとなく作り話をしておく。

「散歩できるぐらいの庭があるのがスゴイよね！」

　だがあかりは不審に思うところもない様子で、むしろ喜んでいる。

　ライトアップされた、手入れの行き届いたバラ園を眺めて……本当に来て良かった、と心から思ってる顔をしている。

（……）

　志し乃のが時計を確認すると、時刻は──７時45分少し前。

　そろそろ、頃合いだろう。

　そう思った志乃に呼応してか、サアァァ──冷たい風が、庭に吹き込んできた。

「あー……ちょっと寒くなってきたね。戻ろっか」

　二の腕をさすりながら、あかりは苦笑いして邸てい宅たく側に戻る庭の門のノブを握にぎる。

　しかし……ガチャ。

「あれ？」

　ドアは、開かない。

「志乃ちゃん。ここ、カギ掛かっちゃってる……」

　その通り。

「………」

　さっき、掛けたから。鍵かぎを。

「──志乃ちゃん？」

　志乃が返事をしないので、あかりが振り返るのが分かる。

　だが志乃はあかりに背を向け、庭園で栽さい培ばいされているハーブに手を伸ばした。

　戦闘の前に１枚噛かんでおくと全力を出せる、レモンバームに。

「あかりさん、『三日内解消規則スリーデイズ・キヤンセル』──って、ご存ぞん知じですか？」

　その葉を１枚引きちぎりながら、志乃が尋たずねる。

　だが、知らないだろう。

　これは戦姉妹アミカ制度の附ふ則そく。

　細かい制度約やつ款かんの隅すみに志乃が見つけた、通常は顧かえりみられることのない条じよう項こうなのだから。

　やはり聞いた事のない言葉だったらしく、あかりは「？」と首を傾かしげている。

「戦姉妹契けい約やくには、契約から72時間以内に戦妹いもうとが私し闘とうで負けたら、契約解消になる規則があるんです。戦あ姉ねが戦妹いもうとを守れなかったわけですからね。再契約も許されません」

　志乃はレモンバームの葉を咥くわえつつ、それをあかりに教えてやる。

　──ある種の、一方的な宣戦布告の前置きとして。

「へえ……そんなのあったんだ。えっと、契約が教務科マスターズに承認されたのが３日前の夜８時で、今が７時45分だから……あと15分かぁ」

　あかりが、庭園の時計を見ている。

　時間はまだ、ギリギリ『三日以内解消規則スリーデイズ・キヤンセル』の期間内だ。

「うーん……契けい約やく解消させたがるとしたら、アリア先せん輩ぱいと戦姉妹アミカになりたい子だよね？　そういう子はもう20人も断られたし、再申しん請せいはできない校則だから……アリア先輩狙ねらいの人に襲おそわれる心配はないよね」

　心配してくれた志し乃のを安心させようとしてか、あかりは笑顔を向けてきた。

　その愛くるしい顔に、背を向ける志乃は──

「みんながみんなアリア狙いじゃないのよ」

　ボソッ、と、呟つぶやく。

　それから、

「──あかりちゃん。防ぼう刃じん制服、ゆるんでないよね？」

　今度ははっきりと聞こえる声で尋たずねつつ、バラ園の垣かき根ねから──

　ガサッ、と、隠していたものを取り出す。

　──サーベル。

　だがそれは外装だけが洋刀で、刀身は関の刀かたな鍛か冶じに打たせた日本刀。日本固有の軍刀だ。

　その刃やいばは世界のほとんどの刀のような鋳ちゆう造ぞう刀とうではなく、鍛たん造ぞう刀とう。

　折れず、曲がらず、強度すなわち殺傷力に於おいて、比ひ肩けんする刃は物ものは無い。

　だからまずは、あかりの全身を──防刃性もある武ぶ偵てい高こうのセーラー服を、目視確認する。

　それが緩ゆるんでいると、事故が起きるから。

「志乃……ちゃん？」

　戸と惑まどうあかりの眼前で、志乃は──すらり。

　彫ちよう金きんで飾られた金属鞘さやを抜き、足下に捨てた。

　庭の電でん灯とうに、白はく刃じんが煌きらめく。

　そして──

「──あかりちゃん。アリアと別れて」

　あかりの目を正面から見据えつつ、そう、宣戦布告した。

　薔ば薇らと月を背に、春の夜風に吹かれた志乃の黒髪が揺れる。

　そして──

「……!?」

　驚おどろくあかりに、言葉もなく、サーベルの先が向けられた。
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　アパート『ハイツ勝かちどき』２０２号室で……

　ののかは、姉からのメールを待っていた。

（晩ご飯メールにも、お返事してこないなんて……）

　今日は友人──志し乃のの家で食事をする、というメールは夕方にあったのだが……小こ柄がらな割にあかりは１日何食でも食べられる体質なので、帰ってきてからののかの作った夕食も食べるハズ。

　そう思って、今日の献こん立だてをメールしたのだが……それに、返事が無いのだ。

　食べ物の話にはレスの早いあかりからのメールが無い事に、ののかの不安が募つのる。

（まさか……）

　──ののかの脳のう裏りに、２年前の辛い記憶が浮かぶ。

　火に包まれる町。

　あの、死と隣となり合わせの地獄。

　あの時のように、あかりの身に災難が降り注いでいたとしたら……

　いや、あんな事はもう起きないはず。それは分かっている。

　そのために自分たちは皆、こうして離ればなれになって密ひそかに暮らしているのだから。

　でも、それでも。と、ののかの胸をあの恐きよう怖ふがよぎる。

（お姉ちゃん……）
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　豹ひよう変へんした志し乃ののムードに──

「志乃ちゃん……どういう事……？」

　あかりは、ただ戸と惑まどうばかりだ。

　いや、もう理由は分かっている。志乃が宣言してくれたから。『アリアと別れて』と。

　志乃は──

　イヤなんだ。きっと。

　あかりとアリアが、戦姉妹アミカになった事が。

　どうしてなのかは判然としないが、それを解消させるべく攻撃してこようとしている。

　そこは、確かだ。

　戦いたくはない。志乃は、友達なんだから。

　だが、

「戦姉妹契けい約やくを強制的に解消させるには、72時間以内に私し闘とうでハッキリと敗北させなきゃいけないの。そういう──校則なの！」

　そう言い終わると共に、ダッ！　と、志乃が一気に距きよ離りを詰めてくる。

「──ッ！」

　転げるように志乃の前方から身を躱かわしたあかり──その上半身があった空間を、志乃のサーベルが音を上げて薙いでいく。

　空振った刃やいばが薔ば薇らの生け垣を紙細工のように斬きり、花びらが宙を舞う。

　深紅の花びらが風に乗り、２人の間に流れる中。

「──やッ！」

　返す刀が、あかりを襲おそう。

　方向転換するツバメのようにＶ字を描いた、２撃目の軌き跡せきを──

　あかりは、本気の動きで回避した。

　刃の殺傷圏けんからバックステップで退くと、バック転を切って距離を取る。

（……ッ……！）

　幼い頃に母親から教わった、人前で見せたくない動きが咄とつ嗟さに出てしまった。

　だが、ここはとにかく逃げに徹てつしないと。

　なぜなら、あかりには覚悟がない。

　志乃と戦う──志乃を斃たおす、覚悟が。

　志乃がなぜ自分とアリアとの契約を解消させたいのか、その真意が分からないからだ。

　そんな状況下では、こっちの攻め手が緩ゆるむ。ただでさえ封じている力を、もっと弱めて戦う事になる。そのあかりの戦闘力はおそらく、志し乃のの想定しているものを大幅に下回るだろう。その場合、志乃に殺意が無くとも……殺されてしまうリスクすら生じるのだ。

　スタッ、と──しゃがみこむように着地した、あかりの防ぼう刃じん制服──

「……！」

　そのタイ留めが、パラッ、と外れた。

　躱かわしたつもりだったのに、志乃の刃やいばはあかりの制服を掠かすめていたのだ。

　武ぶ偵てい高こうのセーラー服には襟えりとタイが一体化している旧型と、それらが別々になっている、あかりが着ているような新型がある。

　新型制服に使われている布自体は防弾・防刃性だが、それを縫ぬい合わせる糸や、着ちやく脱だつの際に用いるホックはそうではない。

　志乃は今、的確にそのホックを外したのだ。切っ先で。

　このセーラー服の襟やタイといった布が二重になっている部分は、特に防御力が高い。

　志乃はそこをまず乱れさせ、あかりを斬きった際のダメージを増やすつもりなのだろう。

　あかりの懸け念ねんを裏打ちするように、

「ごめんね。防刃制服を着てても、骨は折れちゃうかも……でも、つきっきりで看護してあげるからね？」

　そう呟つぶやいて、志乃がサーベルを手に向き直ってくる。

　その顔は……

　笑っている。『つきっきりで』と言う声に、異様な熱情を籠こめながら。

（し、志乃ちゃんが……なんか変だよ……！）

　さっきから分からない志乃の心が、ここへ来てさらに理解不能なものとなり──

　あかりの手が、恐きよう怖ふに弾はじかれるようにしてブラウスからタクティカル・ナイフUZI HEAVY DUTY DEFENDERを抜いた。

　攻撃するためではなく身を護るためにそれを手にしたあかりは、庭の中央、噴ふん水すいのある辺りまで逃げる。

　しかしこの庭の道を当然あかりより詳しく知る志乃は、

「あかりちゃん、さっきの動き、素早かったね。まるでツバメみたいに」

　悠ゆう々ゆうと回り込んできて、サーベルを手にしたまま前方から現れた。

「──でも私は、ツバメでも斬れるよ」

　そう言った志乃が、あかりと５ｍの距きよ離りで……

　体を捻ひねり、それと連動させて刀をスライドさせた。

　──構えた、のだ。

　その構えは素人しろうとにもハッキリと分かる、居い合あいの構え。

　だが……あかりが強襲科アサルトの教本で見た居い合あい構えとは違う。

　志乃は体を右前にし、サーベルは下方左腰こし──よりもっと背後に構えている。

　それ以前に、志し乃のは既に鞘さやを捨てている。

　居い合あいとは元々、抜ばつ刀とう術。その一撃目は納刀状態から行われるのが常だ。

　そして──何より通常の居合と違うのは、距きよ離り。

　誰だれが見ても、志乃とあかりの距離は刀によって攻撃できる範はん囲いではない。

　しかし。

　この実戦の場で『構えた』という事は、『その距離から攻撃できる』という意味なのだ。

（……危ない！）

　あかりの背筋に、警報のような危機感が走る──！
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　──佐さ々さ木き家には、『厳がん流りゆう』と呼ばれる剣けん術じゆつが伝わっている。

　それは志乃の遠い祖先・佐々木小こ次じ郎ろうが創そう始しした剣術であり、門外不出とされた秘術の大系。現代剣道より先進的な数々の技を、志乃を含む佐々木家の者は隠し持っているのだ。

　その技の組み合わせの１つが──

　今や伝説となっている秘ひ剣けん・『燕つばめ返し』。

　元々は敵の襲しゆう撃げきに即そく応おうするため、或あるいは間合いに入った敵を急きゆう襲しゆうするため編み出された居合斬ぎり……その剣けん速そくに注目して創られた、文字通り目にも留まらぬ斬撃技である。

　これにはまず居合の型を覚え、それを鞘無しで使う事が欠かせない。

　つまり、鞘無しの抜刀術。

　概がい念ねん上で矛む盾じゆんしているため他流が気づく事のなかったその理合いは、鞘さやの摩擦を省いた最速の剣を生み出す。

　天才・佐々木小次郎が気づいたその逆転の発想が、燕返しの術じゆつ理り『其その壱いち』なのだ。

　だから巌流では、まず鞘を捨てる。

　歴史に名高い宮みや本もと武蔵と対決した佐々木小次郎が、そうしたように。

　今さっき佐さ々さ木き志し乃のが、そうしたように。

（……未だ窮きわめずの秘技だけど、あかりちゃん相手なら……）

　親に習った燕つばめ返しに用いる術じゆつ理り、『其その弐に』、『其の参さん』──

　自らの心臓の鼓こ動どうを起点とした血の流速を、瞬しゆん発ぱつ力りよくに転移する技。

　静と動のモーションのタイミングを意図的に組み立てて、相手の視覚に距きよ離り的な錯さつ覚かくを起こさせる技。さらに、『其の肆し』、『其の伍ご』、『其の陸ろく』──

　と、１秒ごとに──

　志乃の中に、手順とその準備が整っていく。

　──そして──

（燕返し──！）

　時速２００㎞で飛ぶツバメすら斬きれると謳うたわれた、超速度の剣を──

　若さゆえに未完成ながらも、志乃が放つ！

　全ての術理が連動した胴払ばらいの一いつ閃せんが、三さん間けん──５ｍ以上の距離から、あかりに届く。

　瞬間移動したように詰めた間合いの先で、あかりは──

「──っ！」

　志乃の軍刀を、ナイフで受け止めた。

　いや、これは志乃が受け止めさせたのだ。

　日本刀に比べればオモチャに等しい、そのナイフを破は壊かいするために。

「──っ！」

　秘ひ剣けんの一撃を受け、あかりのナイフはガラス細工のように砕くだけ散る。

　それだけでなく、あかりの体は衝しよう撃げきで吹っ飛ばされ──バシャァッッッ！

　噴ふん水すいの周囲を囲む、丸いプールに転がり込んでいった。

　びしょ濡ぬれで大きく息を乱しているあかりに、志乃は刀を払った姿勢のまま近づく。

「……あかりちゃん」

　──志乃の頬ほおも、濡れていた。

　その目からこぼれる、涙なみだによって。

「あかりちゃんが、悪いんだからね……？」

　その時、志乃の脳のう裏りにはあかりとの大切な思い出が甦よみがえってきていたのだ……




　半年前、あかりと出会ったあの日──

　最後のリーフパイを買ったあかりは、志乃を近くの海かい浜ひん公園まで連れていった。

　そしてそこのベンチに、志乃とあかりは２人で並んで座った。

　なぜここに連れて来られたのか、なぜ友達のように並んで座らされたのか、そして……なぜあかりに対して、自分がなされるままになっているのか。

　それら全てに混乱していた志し乃のに、

「半分あげるよ。あたし、割り込みっぽかったし」

　あかりは苦笑いしつつ、半分に割ったリーフパイを片方差し出してくれたのだ。

「え、あっ……」

　あかりに渡されたそれを、つい志乃は受け取ってしまっていた。

　なんでか、この子にされる事には何ひとつ逆らえないような気がして。

「……で、でも……外で食べるなんて、はしたな……」

　最後の理性でゴニョゴニョと抗こう議ぎした志乃だが、

「焼きたてを食べれるなんて、超スゴイよ！」

　もう食べ始めたあかりには、その辺はお構いなしの事だったらしい。

　ぱくぱくと幸せいっぱいの顔で、リーフパイを食べていくあかり。

　それが、たまらなく、かわいい。かわいい。かわいい。そのせいで……

　志乃はもう、その行こう為いが間違いだと断罪する意志を失ってしまうのだった。

　だって、こんな天使のように可愛かわいらしい子が、こんなに幸せそうに行っている事が──悪事であるはずはないのだから。

　そう。あかりは志乃から見て──ある種の、聖なる存在に思えたのだ。

　この世にこんなに愛くるしくて、無む邪じや気きで、純じゆん粋すい無む垢くな子がいたなんて。

　むしろ、その笑顔を妨さまたげる事こそが悪事だろう。

　善悪のスイッチをそこで切り替えた志乃は、ドキドキしながらも……

　小さく割ったリーフパイのかけらを、口に運んでみた。

「……おいしい」

　口をついて、正直な感想がすぐ出てしまう。

　それをいけない事だとは、もう感じなかった。

　不ふ思し議ぎだ。

　この子の隣となりにいると、自分に素直になれる。

「でしょ？」

　そう言って向けてくれた、あかりの笑顔には──さっき公園に入る前に自己紹介された『間ま宮みやあかり』という名前通り、周囲がパッと明るくなったような気さえする。

　自分も久しぶりに笑顔になれている事に気づいた志乃は、しばらくして……

「あ、あの……間宮さん」

　どうしても気になる事があったので、緊きん張ちようしながらも自分から声をかけた。

「『あかり』でいいよ。あたしも志乃ちゃんって呼ぶね」

　嬉うれしすぎるそんな言葉に、わぁー、と志乃は顔を赤くさせてしまいつつも……

「あ、あのっ……お代、半額払はらわせてくださいっ」

　と、律儀にブランド物の財さい布ふを取り出した。

　しかし──

「あ、わ、私、カードしか持ってない……！」

　そういえば、そもそもそのせいでリーフパイが買えなかったのだ。

　１人でテンパる志し乃のに……あかりは「カード？」と首を傾かしげている。

　しかし志乃の気持ちはちゃんと理解してくれたらしく、

「じゃあ、明日でいいよ」

　そう言ってくれている。

「でも、明日またお会いできるか……クラスも違うし……」

　当時はまだ別クラスだったあかりに志乃がそう言うと、

「ずっと後でもいいよ。だって──」

　裏表のない笑顔で、あかりは。

「──いっぺん友達になったんだから、ずっと友達だよ！」

　そう、言ってくれた。

　言ってくれたのだ。

（……ずっと……お友達……）

　志乃の心臓から、きゅん、という──

　今まで一度も鳴ったことのない、音がした。ような、気がした。

　そしてその音を起点に、全身に温かなものが広がっていく。

　言いようもなく心地よい、快感とも感動ともつかない、未体験の何かが。

　それは志乃の体のあちこちから、あふれ出してしまいそうなほどに充みちて、充ちて……

（私の初めての、お友達……）

　──嬉うれしくて、嬉しすぎて──

　志乃の目から、涙なみだとなってあふれ出してしまっていた。

　ぽろぽろ、ぽろぽろと。止めようもなく。

「……ふえぇぇ……」

　恥も外聞もなく泣き出してしまった志乃にさえ、

「え？　え？　なんで泣くの!?」

　あかりは慌あわてて、優しい気き遣づかいを見せてくれている。

　なんて、なんて、いい子なんだろう。

　あかりちゃんは──きっと、本物の天使なんだ。

　学校で孤こ立りつしているかわいそうな私に、神様が遣つかわして下さった天使なんだ……




　──その、天使を。

　あかりちゃんを。

　私から奪おうとするものがいる。

（……私のお友達……失いたくない……！）

　いま志し乃のの目から流れる涙なみだは、あの時とは異なるものだ。

　怒りや憎しみ、そして、悲しみの涙。

　この涙は、あかりのせいで流れているのではない。

　あかりを自分の隣となりから奪い去ろうとする、アリアのせいだ！

　そう。諸悪の根源は、神かん崎ざき・Ｈ・アリア。あの女が何もかも悪いのだ。

　あの女とあかりちゃんを引き離す。そのために──

（──だから、斬きる！）

　志乃は、刀の柄つかを握にぎり直す。
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　水を吸収し、制服は重くなった。

　今までは逃げ回れていたが、この重さで動きが鈍にぶれば──もう、逃げられない。

　特に、さっきの居い合あい斬りからは。

　死し刑けい台だいに上がるような心地で、銃じゆうもナイフも無い丸まる腰ごしのあかりが……

　噴ふん水すいのプールから、出る。

「──あかりちゃんは、アリアになんか、あげない！」

　興奮状態の志乃の叫びを聞いて、あかりはようやく──なんとなくだが、察した。

　志乃は、アリア先せん輩ぱいにヤキモチを妬やいているのだ。

　どうしてそこまで、こんな事をするほどに嫉しつ妬とするのか？　どうしてもそこに疑ぎ問もん符ふは残るが……友達が他の子と楽しそうにしていたら面白くない、という感情はあかりも理解できなくはない。

　けれど、だからと言って引き下がれない。

　志乃は『三日内解消規則スリーデイズ・キヤンセル』を使って、あかりとアリアを引き離そうとしているのだから。

「──あたしだって、アリア先輩との戦姉妹アミカ、解消したくない！」

　拳こぶしをギュッと握りつつ、あかりは答えた。

　事ここに至って、あかりの中にも──ようやく、固まった。

　志乃と戦う、覚悟が。

　戦う。そう決めたあかりの目が、志乃の右手にある武器を捉とらえる。

（……あの刀さえ、取ってしまえば……！）

　付き合いが短くないから知っているが、志乃は銃を使わない。所有はしているがいつも通学カバンに入れたままにしているし──今、持っているようにも見えない。

　そして志し乃のは格かく闘とう技についても、それが必修ではない探偵科インケスタの生徒。

　一方のあかりは、劣れつ等とう生せいとはいえ強襲科アサルトで徒手格闘を習っている。

　つまりあの刀を奪い取って自分と同じ丸まる腰ごしにし、格闘戦に持ち込めば……勝機がある、かもしれない。

　素す手でで、刀を奪う。

　通常は不可能なそれを可能にする技は──

（……『鳶とび穿うがち』……！）

　あかりは、その技を使う腹をくくる。

　鳶穿。

　それは元々、鳶が小動物の肉体を掠かすめざまに抉えぐり取るように、人体からその一部を指で奪だつ取しゆする技。

　あかりが習った鳶穿では、狙ねらいは……眼球、舌、脳のう幹かん、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷ、血管や神経。

　肉体の『内側』と定められていた。

　つまりそもそもの鳶穿は、武ぶ偵てい法９条に抵てい触しよくする技なのだ。

　だが、あかりはこの技を自ら改めている。

　ある種のダウングレードを掛けるように、肉体の『外側』にある物を奪取する技へと。

　何百回という反復によって体に覚えさせた技の記憶を、改める。それは至難の業だった。

　だが、あかりはそれを何千回という反復練習で上書きできている。非殺傷技へと。

　だから──

　絶対、大丈夫。

　そう心に言い聞かせて、あかりは……

　握にぎっていた拳こぶしから力を抜いて、開かい手しゆにする。

　上空から獲え物ものに飛びかかる鳶が、急降下の際にその爪から力を抜くように。

　──しかし。

　その動作を見た志乃の目が、すっ、と細められた。

「──知ってるよ、それ。私はあかりちゃんの事、誰だれよりも知ってるから。それでこの間、ライカから紙を取ったよね？」

　この間とは、教室で戦姉妹アミカ申しん請せい用紙をライカから取り返した時の事だろう。

　あの時あかりが咄とつ嗟さに使ってしまったのも、この鳶穿。

　──その場には、確かに志乃もいた。

　志乃は、探偵科に所属している。

　探偵科の生徒は、人の特とく徴ちようや動作に常に目を光らせているのだ。

　そうする習慣を付けるよう、先生から厳しく教え込まれるから。

（……バレてる……！）

　マズい、と表情を引ひき攣つらせたあかりに、

「あかりちゃんは、エンブレムもアリアから取ったわけだし──今あの技で取るとしたら、刀これだよね」

　志し乃のが、追い打ちをかけるように自らの考えを語る。

　そして、あかりがターゲットに設定していたサーベルを──ざくっ。地面に突き立てた。

（……？）

　自ら武器を手放す行こう為いに、あかりが戸と惑まどう。

「私、推理したの。それ、手の届く範囲じゃないと使えないんじゃないかって。つまり、相手の懐ふところに入らないと使えない技」

　言いながら……がさっ……がさがさっ……

　再び薔ば薇らの茂しげみの奥に手を入れ、中に隠していた別の刀を取り出してくる。

「……武士は必ず、大だい刀とうと小しよう刀とうを携たずさえます。今まで使っていたのは、巌流では小刀」

　志乃が小刀と称したサーベルも、刃渡り70㎝はあった。それは武士が持つ大刀として、十分な長さがあったものだ。

　しかし、いま志乃が出してきた刀は──

（──長い……ッ！）

　刃渡りが優に１ｍ50㎝を超えるような、異様な刀だった。

　いや、こういった日本刀が存在しないわけではない。強襲科アサルトの副読本に、大おお太た刀ち、斬ざん馬ばなどとして写真があった。

　しかしそれは通常、騎き馬ば武者が扱う刀。

　今の志乃のように、徒かち──白はく兵へい戦せんで用いる事は希まれなものだ。

「これが私の大刀、通称『物干し竿』」

　しかし、志乃は慣れた手つきでその鞘さやを抜き……

　さっきのサーベル同様、まず、鞘を捨てた。

　どうやらその刀は大陸を渡ってきたものらしく、志乃が握にぎる柄つかの後こう端たん、柄つか頭がしらと呼ばれる部分には──中国刀などに見られる、飾り布を提さげるための金属環があった。

　しかしその刀身は、日本で打たれたものだと素人しろうと目にも分かる鋭えい利りな輝きを放っている。

　美しく湾わん曲きよくした、その長い長い輝きが……夜空に浮かぶ月まで届きそうなほどに長大な殺傷圏けんを示してくる。

　当然、あかりがその懐に入って柄を掴つかむことなどできないものだ。

「あかりちゃん」

　気づけば、普段は『あかりさん』と呼んでくる志乃が──

　いつしか、興奮している時にだけそうする、ちゃん付けであかりの名を呼んでいる。

　内側に熱を籠こめた、しかし表層は冷静な顔で。

「──刀身は掴つかまない方がいいよ。指、ボトボトって全部落ちちゃうから」

　暗に『鳶とび穿うがちを使うな』という意味を込めた、空恐ろしい前口上に続けて……すすす……

　志し乃のはさっきと同じ、居い合あい構えに姿勢を移行させていく。

　右前に足を広げ、膝を曲げて重心を下げ、刀は横よこ薙なぎの回転力を溜めるため、背後へ。

（……ダメだ！　鳶穿は……使えない……！）

　あのアリアからエンブレムを取る事さえできた鳶穿だが、秘技とはその正体を知られていないからこそ決まるもの。

　その技を見知った上で対策を立ててきた──鳶穿を丸まる裸はだかにしたも同然の志乃に使うのは、自殺行こう為いとなる。

　志乃の超長刀『物干し竿』を無力化するためには、別の手を使うしかない。

　だが、丸まる腰ごしでどうすればいいというのか。

　切羽詰まった状況下で、

「志乃ちゃん、どうして……!?　友達同士なのに！」

「……友達だから、退ひけないの！」

　あかりと志乃が、お互い悲鳴のような声を投げかけ合う。

　その、次の瞬間──

　──『燕つばめ返し』──！

　距きよ離りを無視するように伸びる、志乃の超長刀が刃やいばを趨はしらせてきた。

「──！」

　横一文字の斬撃を、あかりはもう躊躇ためらわずに燕のような素早い横っ飛びで回避する。

　あかりの背後にあった、噴ふん水すい──

　その流水に、切れ目ができあがる。

「躱かわしたつもり!?」

　志乃が叫び、庭の木を蹴けってあかりの上に跳び上がった。

　さっきは見せなかったが、真の燕返しとは抜ばつ刀とうと二の太刀の二連撃。

　サーベルより大振りになる『物干し竿』は、まだ１撃目の居合い斬ぎりを終えたばかりだ。

　──あかりを捉とらえるべく、２撃目が──

「甘い！」

　楕だ円えんの軌き跡せきを描いて、上から降ってくる。

　こっちが志乃の本命、必殺の一撃──！

「──ッ！」

　その間かん隙げきに、あかりはさっき留め金を外されていた制服のタイを引き抜いていた。

　全ての力を両手に集め、パンッ！　と張った防ぼう刃じんネクタイを天に掲かかげる。

　そして必死の形ぎよう相そうで、志し乃のの刃やいばを──

　──受け止める──！

　だが、それだけでは不十分だ。刀を引かれれば、次の攻撃が来る。

　今、この流れの中で勝負をつけなければ！

　あかりは──目を見開いて驚おどろく志乃が着地し、体勢を崩す瞬間を見逃さず、

「──！」

　勢いを殺した刀を、防ぼう刃じんネクタイ越しに両手で挟み込む。

　不ぶ格かつ好こうではあるものの、これは鎖くさりやワイヤーを使って刃は物ものから身を護る際の最終手段。

　強襲科アサルトで習った、真しん剣けん白しら刃は取どりの簡易版である。

　刀身が幅はば広ひろの場合、あかりが挟み取った刃と志乃が握にぎる柄つかには第二種梃て子この原理が働く。

　だから、ここで刃を回すように捻ひねりを加えれば──

「!?」

　──コキンッ！　と、志乃は手首を捻られたような形になり、刀を放してしまう。

　志乃は志乃で、この大だい刀とうで燕つばめ返しを放つモーションを完全にマスターしてはいなかった様子だ。刀の重さでバランスを失い、つんのめってしまい──

　そのまま水しぶきを上げ、背後の噴ふん水すいの中へ倒れ込んでいった。

「……ハァ、ハァ、ハァ……」

　あかりはへたり込みつつ、荒い息をつく。

　冷や汗は止まらず、長い刃を挟み込む両手はブルブルと震ふるえている。

　だが──無む茶ちやが過ぎたものの、志乃の『物干し竿』を取り上げる事ができた。

　半分以上はマグレだったが、志乃が正気を失っていた事や未熟だった事もあって──

　志乃の技を、あかりは受け切る事ができたのだ。




　噴水の中で、志乃はしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

　時計を見れば、時刻は８時過ぎ──三日以内解消規則スリーデイズ・キヤンセルの期限を回っている。

　これで、アリアとの戦姉妹アミカ契けい約やくを誰だれかに解消される恐れもなくなった……

　と、あかりが考えていると。

「……ふぇ……ふえぇえええーん！」

　噴水の方から、泣き声が聞こえてきた。

　それは……ズブ濡ぬれになった志乃が、

「あかりちゃんに嫌われちゃったよー！　また私、ひとりぼっちに戻っちゃったよー！」

　わんわんと、幼児退行したみたいに泣きじゃくっているのだった。

　その姿を見て……ようやくあかりは、志乃の本心をちょっとだけ窺うかがい知ることができたような気がした。

　志し乃のは、普段はクールだけど、本当は寂しがり屋で……

　だから、不安だったのだ。

　あかりに戦姉妹アミカができたことで、２人の友情が途切れてしまうのではないかと。

（そういえば……この前、せっかく志乃ちゃんが放課後にリーフパイを買ってきてくれたのに……あたし、食べるのを断っちゃった……）

　志乃の本心に気づいてから振り返ってみれば、自分は志乃に対してちょっと──

　いや、とても傷つくような事をしてしまっていたのかも。

　そう思ったあかりは、

「……志乃ちゃん。あたしこそ、なんか無神経だったみたいで……ゴメンね。でも、志乃ちゃんのこと嫌ったりしないから」

　と、噴ふん水すいの縁ふちにしゃがみこみ、志乃に顔を近づけて謝った。

「……ほ、ほんとに？　嫌いにならない？」

　涙なみだを目に溜めながら、志乃が捨てられそうな子犬みたいに尋たずねてくる。

　なので、自分より背の高い志乃にあかりはお姉ちゃんのように微笑ほほえんで、

「うん」

　優しく言ってあげた。

　すると志乃は、ぐいっ、と顔を５㎝ぐらいの距きよ離りまで近づけてきて。

「じゃあ、好きですか？　私のこと、好きですか？」

　４㎝、３㎝と距離を詰めつつ、否とは言えないような期待感を込めた表情で問とい質ただしてくる。

　それにちょっと圧倒されつつ、

「う、うん」

　苦笑いで、あかりは頷うなずく。

　すると、ぱああぁあ……！

「あかりちゃん！」

　薔ば薇らみたいに満開の笑顔になった志乃が、飛びついてくる。

「──私も大好き！　好きなのよぉー！」

　志乃はあかりに飛びついて距離をゼロにすると、ぎゅうーっ！　と、あかりを抱きしめてきた。ちょっと痛いぐらいに。

「し、志乃ちゃん……？」

「好き、好き、好きなのよー！」

　目を白黒させるあかりに、志乃はそう繰り返してくる。

　失われかけた友情を、改めて固く結ぶように。

　何はともあれ──

　あかりと志し乃のの初めての大ゲンカは、こうして幕を下ろしたのであった。




　──翌日。

　日直だったあかりは、早めに登校していた。

「ふわぁ……」

　後ろでは、同じく日直のライカがホウキを手にアクビをしながら掃そう除じを続けている。

　今は日直２人しかいない教室で、

（とりあえず、三日内解消規則スリーデイズ・キヤンセルはクリアしたけど……志乃ちゃん、大丈夫かなぁ……）

　あかりは黒板を拭ふきながら、悩ましげな顔をしていた。

　昨日はあの後、とにかく泣きじゃくっていた志乃を落ち着かせて……

　メイドさんたちには『庭で遊んでたら、噴ふん水すいのプールに落っこちちゃって』という言い訳をして事なきを得ている。

　しかしその後、志乃はカゼをひいちゃったりしてないだろうか。などと心配していると、

「おはようございます」

　教室のスライド扉とびらを開けた、志乃の声が──聞こえた。

　昨日のケンカの件もあったあかりは、ちょっと慌あわてて振り向く。

「し、志乃ちゃん。昨日は……」
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　恐る恐る、志し乃のの表情を見ると──志乃は、キラキラとした笑顔。そして急に、

「あかりさん。私、調べたんですけど……『アミカ・グループ』をご存ぞん知じですか？」

　そんな話を振ってきたので、あかりは首を傾かしげてしまう。

　何やらまた、執しゆう念ねん深く戦姉妹アミカに関する情報を見つけてきたようなのだが……

「アミカ・グループっていうのは、戦妹いもうと同士がグループを作る制度なんです。それぞれの戦あ姉ねから指示を受けて、協力して訓練するんです！」

　やる気満々の表情で、志乃がそんな説明をしてくれる。

「──だから私も、ある先せん輩ぱいに戦姉妹申しん請せいをしたんです。あかりさん、２人でグループになりましょうね！」

　志乃は……

　あかりとアリアの戦姉妹を解消させるのではなく、今度はあかりと制度上のグループを作るという新たな目標に燃えているらしい。

「う、うん」

　ぐいぐいと顔を近づけてくるアグレッシブな志乃に、あかりはタジタジになる。

　それでも……

　志乃が元気になってくれたのは、嬉うれしくて。

　あかりは、笑顔を取り戻せた。するとそれに弾はじかれるようにして、

「だって私たち、相思相愛ですもんね！」

　志乃が、キャー！　という表情で抱きついてきた。ここにはライカもいるというのに。

「ちょっ、し、志乃ちゃん！」

　志乃に熱ねつ烈れつな頬ほおずりをされて、慌あわてるあかり……

　そんな２人のスキンシップを見ていたライカは、

「お、お前ら……間違いだけは起こすなよ？」

　ちょっと何やら引くような顔で、ホウキを杖つえのようにしてもたれかかるのだった。





　　§　　　§






　黒い体育館。

　それは都との教育関係者の間で悪名高い武ぶ偵てい高こう、その中で最も問題視されている強襲科アサルトの専用施設である。銃じゆう声せいや剣けん戟げきの音が止むことのない、若者の命を危険に晒さらす──実際に、少なくない死亡事故を起こしている戦闘訓練場へと……

（……戻ってきちまったな）

　少しネクラそうな、黒髪の男子高校生が入っていく。

　その足取りは重たく、溜ため息いきも出た。

　手つきすら憂ゆう鬱うつに、彼は外壁を黒く塗られた体育館……強襲科アサルト棟とうの入口ドアを開く。

　そして、暗い視線を放課後の館内に巡らせる。

　その視線に気づいたのか──

　１階ホールで自主訓練をしていた強襲科の生徒たちが手を止め、入口に目を向けた。

「あれ？」

「あれは……」

「あいつだ！」

　その好こう奇きの視線を鬱陶しそうに受け流しつつ、黒髪の少年──

　遠とお山やまキンジは、また溜ため息いきをつくのだった。





８弾　遠山キンジ①




　──強襲科でのトレーニングは、最低限のノルマをこなした後は何をやっても自由だ。

　自分が何の訓練をすれば将来生き延びられるか、自ら考え、自ら実じつ践せんする習慣をつけるためである。

　そのため、多くの生徒たちが放課後も自主的に射撃や近接戦ＣＱＣの技を磨く。

　その日も、黒い体育館のような強襲科棟では徒手格かく闘とうやナイフ戦の自主トレーニングが行われていた。半ば命いのち懸がけの対戦形式で、服装も実戦を想定して防弾制服のままで。




　強襲科棟の２階には、トレーニングジムがある。

　そこで……小こ柄がらなので立ちこぎになってしまいつつも、あかりはエクササイズバイクで基き礎そ体力をつける訓練をしていた。

　バイクの正面にはガラス窓があって、そこからはパッと見は普通の体育館と変わらない１階の様子が見渡せる。

（アリア先せん輩ぱい、来ないかなぁ）

　その正面の内窓ばかりを見る、あかりの短いスカートは……

　立ちこぎという姿勢の都合上、少々無防備になっている。

　だが、武ぶ偵てい高こうでは基本的に防弾制服での活動が求められるため、あかりはエクササイズバイクも普通にセーラー服で立ちこぎするしかないのだった。

　そんなあかりの後ろに陣取り、プッシュアップ・トレーナーで腕立て伏せをしているのは──そういう女子の隙すきには目ざとい、ライカだ。

　トレーニングもしつつ、あかりをイジるタイミングを見計らいつつのライカが……

「志し乃の、行っちゃったなー」

　と、あかりに声をかける。

「うん」

　背後──ライカ側にスカートをヒラヒラさせながらのあかりは、先日、志乃を見送った時の事を思い出す。

　その日、一般教科の授業が終わった後……とある先せん輩ぱいとの戦姉妹アミカ契けい約やくを目指す志乃は、しばらく武偵高を離れてその先輩のいる合宿先へ行く事になっていた。

　一般学区の車道には、ベントレー・ミュルザンヌ──佐さ々さ木き家専属の女性運転手つきの、ウン千万円する高級車が志乃を出迎えに来て……滅めつ多たにお目にかかれないミュルザンヌに、ライカは「すっげー！」と少年のように目を輝かせていた。

「あかりちゃん。しばらく会えないなんて……なんて悲しい運命……！」

　運転手にトランクを渡した志乃は、ぎゅうぎゅう……！

　何やらこのチャンスを逃すまいという感じであかりに思いっきり抱きついた後、

「──元気でいてくださいねー！　待っててくださいねー！」

　ベントレーの窓から身を乗り出して、名な残ごり惜しそうに手を振り続けていた……

　……その様子を思い出しながら、

「でも、戦姉妹試験勝負アミカチヤンスマツチの形式も色々あるんだね」

　あかりは前を向いたまま、エクササイズバイクから背後のライカに語る。

「ああ。恐おそれ山ざんで山籠ごもりさせるなんて、ヘンな戦姉アミカだぜ──よしっ、１００！」

　腕立てのノルマを果たしたライカが、その場でごろんと仰あお向むけになる。そして、

「まあ、志乃がいない間、あかりはアタシが独どく占せんできるけどな……ウヘヘヘェー」

　などとイヤラシイ笑い方をしたので、あかりが振り返ると……

　床に仰向けになったライカが、好アングルを見つけた写真家のように両手の人差し指と親指で長方形を作っていた。

　ライカの指カメラは……

　エクササイズバイクを立ちこぎするあかりのスカート内に、ナナメ下からの超アオリでアングルを定めている！

「うわー白木も綿めん。ガキっぽ。パンツというより『ぱんちゅ』だぜ」

「……!?」

　そこでようやくライカの視線に気づいたあかりは、自分のスカートを押さえる。

「ぱんちゅー、丸見えー♪　キィーン」

　などとあかりを囃はやしつつ、両手を翼つばさのように広げて逃げ出すライカを──

「こっ、こらー！　バカライカ！　ローアングラー！　お金払はらえ！」

　頭から怒りの煙を噴ふん出しゆつさせ、あかりが追いかける。

　ライカの各種セクハラ→あかり激げき怒ど→追いかけっこ……という、この２人の間ではよく行われるその恒こう例れいイベントは──今回、普段より長くは続かなかった。

　１階の様子を見下ろす男子生徒たちの会話を聞いて、ライカが急に足を止めたからだ。

　むぎゅ！　と、あかりはライカの背に追突してしまう。

「──おい、聞いたか。キンジが強襲科アサルトに帰ってくるって!?」

「マジかよ！　キンジって遠とお山やまキンジだよな？」

「強襲科の主席候補って言われてた奴か！」

　２年の先せん輩ぱいたちがそう語るのを盗み聞きしたライカは──

　勝ち気なその顔に、緊きん張ちよう感をよぎらせている。

「……ライカ？」

　シリアスな表情のライカが気になったあかりは、怒りを一時中断させて呼びかけた。

「遠山キンジ……あの人が帰ってくるのか」

「キンジ……？　誰だれそれ？」

「２年の先輩。任務クエストでいつもいなかったし、去年、探偵科インケスタに転科しちゃったけど……前は強襲科で、Ｓランク武ぶ偵ていだった」

「い、１年の時にＳランク!?　そんな人、いるんだ……！」

　武偵ランクの頂点──Ｓランク武偵は厳しい人数制限があり、各分野で突とつ出しゆつした能力を持つ者だけが選ばれる。大人の武偵も含めて、世界で数百人しかいない存在だ。

　あかりの戦姉アミカ・アリアもその１人なわけだが、高校生がＳに格付けされる事は希まれである。

　１年次でとなれば、なおさらだ。

「遠山キンジは入試で教官を倒したらしい。伝説の男だよ。プロ武偵に勝てる中ちゆう坊ぼうなんてバケモノだろ」

　武ぶ偵てい高こうの教官は、前職が強きよう靱じんな軍人・傭よう兵へい・警官……他にも、噂うわさではマフィアなど……日本をはじめ世界から来ている、選よりすぐりの屈くつ強きようなプロたちだ。その強さは、生徒なら日々身を以もつて思い知らされている。

　そんな彼らを、受験した当時は中３だった遠山キンジが──倒した、というのだ。

「……バケモノ……」

　ライカの話から……あかりは自分なりに、遠山キンジなる人物の姿を想像してみる。

　武ぶ偵てい高こうの教官をやっつけるからには、プロレスラーみたいな大男。

　武器もただの銃じゆうじゃないだろう。アクション映画の豪ごう傑けつみたいに、バズーカ砲とか。

（そんな人が同じ学校にいるなんて……あたしなんか入試、補欠合格だったのに……）

　想像しただけで恐ろしくて震ふるえてしまうあかりの横で、

「話した事はないけど、顔は知ってる。あっ、あれだ」

　おもむろにライカが１階ホールを指さした。

「……」

　こわごわと、あかりは２階の内窓からそっちを覗いてみる。

　そこでは……２年の先せん輩ぱいたちが「キンジだ！」「ホントに帰ってきた！」と騒いでいる。

　その人だかりの中心では──

　少し目つきの悪い、暗そうな１人の男子が……黒髪をくしゃくしゃにされたり、制服やネクタイを引っ張られたりと、揉みくちゃにされていた。

（……？）

　彼が、噂うわさの遠とお山やまキンジ……なのだろうか？

　今のあかりの想像とは程遠い、どこにでもいる普通の男子高校生といった感じなのだが。

　最近どこかで見たような気もするが、だったとしても５分後には忘れてしまってそうな風ふう体ていをしている。印象が薄く、存在感がない。

　だが、強襲科アサルトの生徒たちはキンジが強襲科に来た事を喜んでいるムードだ。というか、ちょっかいをかけて、おちょくっている。

「……なんか……想像したのと違う……」

「そう見えるんだよな。上うえ勝がちすると大おお手て柄がらだから、狙ねらってる１年もいるけど……なんか、勝てなさそうな気がするんだよなあ」

　ライカの言う『上勝ち』とは、下級生が上級生に私し闘とうで勝つ事を意味する武偵高の隠いん語ごだ。

　実戦的な訓練を１年受けた者と２年受けた者の差は大きく、通常は起きえない。なので、武偵高では上勝ちが周囲や教師に高く評価される。

　口ぶりから察するに、ライカもキンジを倒す事を少し狙っているのかもしれない。

「でも、あの人の戦妹アミカは諜報科レザドの風ふう魔まだし。あれも闘やりにくそうなんだよなぁー。まあ、あたしは勝てないケンカはしない主義」

　と、後頭部を掻かきながら……立てづらい手柄を前にしてどこか歯がゆそうに、ライカがトレーニングジムを出ていった。

　残されたあかりは、もうしばらく体育館１階にいるキンジの観察を続けてみたが……

　アリア先輩と同じＳランク──とされた強さについては、最後までピンと来なかった。




　しばらくの後……

　スポーツドリンク片手に、あかりは放課後の校内を１人で歩いていた。

　そして家に帰ろうと、ちょうど校門を出た時。

（──あっ、アリア先せん輩ぱい！）

　門の近くにいた神かん崎ざき・Ｈ・アリアの姿を見つけて、あかりは嬉うれしそうな顔になる。

　ところが、その直後──

　その笑顔が、ぴきっ！　と固まった。

「……あんた、人気者なんだね。ちょっとビックリしたよ」

　と、アリアが。

　歩いていたさっきの遠とお山やまキンジに近づき、声をかけたのだ。

　その光景に目を真ん丸にするあかりの視線の先で、

「こんな奴らに好かれたくない」

　強襲科アサルトの方を横目に見つつ、少し不ふ機き嫌げんそうにキンジは答えている。

　アリアにも笑顔はなく、２人にはまだ心理的な距きよ離りがあるカンジだ。

　でも、決して悪い雰ふん囲い気きではない。

　だってほら、ほぼ隣となり合って歩き始めた。

　キンジの隣を、アリアが追いかけるような雰囲気で。

「あんたって人付き合い悪いし、ちょっとネクラ？　って感じもするんだけどさ。ここのみんなは、あんたには……なんていうのかな、一目置いてる感じがするんだよね。強襲科の中を歩いているキンジ、みんなに囲まれててカッコよかったよ」

　キンジの方をじっと見ながら、アリアはそんな──

　褒ほめ言葉に類するような事まで、言っている。

（なに!?　なに!?　なに!?　なに!?　なに!?）

　あかりはパニックになりかける。

（遠山キンジ……何者!?）

　絶対、絶対に、突き止めねば。あのウサンくさい男が、何者なのか！




　数分後──

「ついてくんな！　今、お前の顔なんか見たくもない！」

「あたしもあんたのバカ面づらなんか見たくない！」

「じゃあなおさらついてくんな！」

「やだ！」

　などと、なぜかキンジとアリアは路上で追いかけっこをしながら帰宅していた。

　仲は悪そうに見えるが、ケンカ友達という関係かもしれない。

　それは、あかり的に大変よろしくない。

　というのも、ケンカ仲というのは後々スルッと恋人関係になったりしてしまいかねない関係。と、少女マンガなんかではよく描かれてるからだ。

　憧あこがれのアリア先せん輩ぱいが、あんな冴えない男子なんかと万一そうなってしまったら……！

　……かまってもらえなくなる！

　見れば、キンジを追ってアリアは──なんと、ゲームセンターに向かっていた。挙げ句、ＵＦＯキャッチャーでぬいぐるみを２つ取って分配したりしてる。

　キンジの事はともかく、ぬいぐるみは気に入ったのか……

　笑顔になっている。アリア先輩が。

（た、楽しそうにしてる……！）

　そんな２人の様子を、道みち端ばたのポストの陰かげから盗み見ていたあかりは──

（遠とお山やまキンジ……！　あの人、もしや……アリア先輩につく悪い虫ってやつ!?）

　アリアの中での自分の存亡の危機に、焦あせりまくるのであった。




　アリア先輩は女め神がみにも等しい完かん璧ぺきな人物なので、問題があるハズはない。

　つまり、悪いのは全て遠山キンジなのだ。あの男がアリア先輩を嗾そそのかしたに違いない。

　と、あかりはキンジにターゲットを絞しぼり、アリアと別れたその姿を追跡開始した。

　遠山キンジは……

　ため息交じりに、武ぶ偵てい高こうのある人じん工こう浮ふ島とう──学園島の路地を歩いていた。

　ありがたい事に今日はかなり風が強い。足音が紛まぎれるので、尾行には適している。

（……どんな人なのか、調べてやる……！）

　怒り顔のあかりが、十字路をキンジの消えた方向へ曲がろうとした時──不意に、

「──間ま宮みや殿。そこまでにされよ」

　頭上から、妙に時代がかった喋しやべり方で呼び止められた。

　今まで、その方向に気配を感じる事はなかったのに。

「……!?」

　見上げると──高さ４ｍ程のそこには、街灯の支柱に足先を掛け、逆さ吊りで腕組みをした武偵高の女子がいた。

　ポニーテールの黒髪。手には時代がかった手しゆ甲こう。

　口元を隠すマスクのような布と長いマフラーをして、鋭い眼をこちらに向けている。

「──お初にお目に掛かる。某それがしは遠山師匠の戦妹アミカ、１年Ｃ組・風ふう魔ま陽ひ菜な」

　その名を聞いたあかりの体が、こわばる。

　そして、無意識のうちに身構えながら一歩下がった。

（風魔──!?）





９弾　遠山キンジ②




　──家の事情もあって、聞かされた事がある。

「風ふう魔ま一党は……相模さがみの忍しのびだよね。何の用？」

　遠い昔の事だが、風魔はあかりの実家・間ま宮みや家と敵対関係にあった忍者の姓だ。

　今は凋ちよう落らくして僅わずかな末まつ裔えいがいる程度と聞かされているが、かつては今でいう神奈川県の山林部を根城としていた強大な一族だったらしい。

　あかりのご先祖様たちも、風魔忍者には随ずい分ぶんと手を焼かされたとか。

　その話もあり、警けい戒かいするあかりに──

「……」

　──風魔は、何も答えない。

「……」

「……」

　と、しばらく風魔と睨み合っていると……

　あかりは、妙なポイントが気になってきてしまう。

（……あのスカート、なんで落ちてこないんだろ……）

[image: ]

　逆さ吊りの姿で現れた風ふう魔ま陽ひ菜なのポニーテールやマフラーは下へ垂れ下がってるのに、スカートだけは重力に逆らって形を保っている。

　スパッツもはいてるし、なんというか、女子的な意味で防御力が高い子だ。

　あかりがそんな事を考えている中、風魔は──

「遠とお山やま師匠は女子がお嫌いでござる。それ以上追わぬよう」

　そう言って沈黙を破ると共に、

「今より、某それがしが師匠を護衛いたす。御ご免めん！」

　胸元から取り出した、和紙で巻かれた小さなボールのようなものを地面に投とう擲てきした。

　──ぼふん！　と、そこから白煙が巻き上がり……

「……ッ！」

　白煙で一瞬何も見えなくなったが、それは今日の強い風にすぐ払はらわれていく。

　見上げると、風魔はいなくなっていた──が……

　路地の向こうに、撤てつ退たい中の風魔の後ろ姿はすぐ見つけられた。

（せ、背中丸見せ……）

　そもそもこの風の強い日に、あんな煙弾を使ったのが失ミ策スだ。

　さっきライカは警けい戒かいしていたが、きっと風魔は忍者としては三流なのだ。

　それを裏付けるように、風魔はＴ字路の影かげにいた犬に吠ほえられてビビったりもしている。

（……あんな子、こわくない！）

　風魔は遠山キンジを護衛すると宣言していた。

　いま足止めされたせいでキンジの姿はすっかり見失ってしまっているが、風魔を追えばキンジの所にも行けるだろう。

　そう考えたあかりは、キッ、と追う者の目になって尾行を再開する。

　──Ｔ字路に入って、今度は風魔を追跡するあかりであったが……

（誰だれもいない……！）

　キンジだけでなく、風魔の姿も見失ってしまった。

　その時になって、ハッと気づく。

　風魔はミスをしたのではない。

　──わざとだ。

（あの子……あたしに追いかけさせて時間稼かせぎをしていたんだ。遠山キンジの所に行くと見せかけて──あたしを引きつけるために、違う方へ逃げたんだ……！）

　という事は、遠山キンジは別の方向に……！

　それに気づいたあかりは、急いで引き返す。

（絶対見つけてやる、遠山キンジ……きっと、この辺だ！）

　執しゆう念ねんの力で、東西南北をシラミ潰しに駆かけ回っていると──

　あかりは、公園に辿り着いた。

　この中も探そうと、そこへ踏み込むと……それは正解だったようで、

「撒まけてねーじゃねーか、風ふう魔まのヤツ……で、誰だれだお前？」

　──公園の木の陰かげから、ターゲットの遠とお山やまキンジがあかりの背後に出現した。

　声をかけられたあかりは振り返り、

「と、遠山キンジ！　……先せん輩ぱいっ……」

　──先輩のキンジと対峙する。

　アリアの事があってムカついてたから呼び捨てにしかけてしまったが、一応『先輩』を付けてその名を呼んだあかりを……キンジは黙だまって、頭の上からつま先まで観察している。

　そして、

「……大丈夫なタイプだな」

　などと、何やら少し安心したような顔になった。

　何がどう大丈夫だというのか。

　そこは分からないが、なんだか何を言われてもカチンとくる男だ。

「なんで俺おれなんかを尾つける？」

　と、実に面めん倒どうくさそうな顔でキンジが質問してくる。

　問われて──あかりの脳のう裏りに、さっきの楽しそうなアリアの顔がフラッシュバックする。

　それで一気に激高してしまったあかりは、

「だって……だって、ズルイです！」

　感情のままに、キンジへと叫んだ。

「あたしは戦って、ようやくお近づきになれたのに！　アリア先輩が自分から追っかけるなんて！　２人は、どういう関係なんですか！」

　説明不足な感じで、それでもあかりが怒りを込めたセリフをぶちまけると……

「話が見えんが……アリアのファンか？」

　キンジにも、なんとなくその辺の空気は伝わったらしい。

　しかしこの男は謝るでもなく宥なだめてくるでもなく、口をへの字に曲げて、

「──俺はな、アリアに追われて迷めい惑わくしてるんだ」

　そんな、許しがたい発言をした。

（アリア先輩のことが、め、めっ……迷惑!?　この──無礼者─！）

　あかりは、今にも頭から火山が大だい噴ふん火かしそうな気分になる。

　一方のキンジは火に油を注ぐ感じで、

「どうだ。聞いて満足したか？　そしたら、もう俺を尾つけるな。今の俺はＥランクだが、探偵科インケスタだ。１年の尾行くらいさすがに分かる。次はシメるぞ」

　吐き捨てるように、そんな事を言ってくる。

（え？　元Ｓランクなのに……今、Ｅランク!?）

　ライカの話じゃ、キンジは強襲科アサルトではＳランクに格付けされた猛も者さだったハズなのに。

　武ぶ偵ていのランクが落ちる事はよくあることだが、１年間で最高ランクから最低ランクまで落ちたとなるとただ事ではない。それは武偵としての活動を丸っきりサボったり、ランク考査を受けなかったりと、完全にモチベーションを失った者にしか起きえない事だ。

（おかしい……！　そんな人をアリア先せん輩ぱいが追いかけるなんて、もっとおかしい！）

　納なつ得とくのいかないあかりは、「じゃあな」と背を向けて立ち去ろうとするキンジを足止めするように、

「何か隠してますね？　遠とお山やま先輩は……！」

　そう指し摘てきした。

　あかり的にはとにかく気づいた事を言っただけなのだが、それは……この得体の知れない男の逆げき鱗りんに触れる、とまでは行かずとも逆鱗を掠かすめるようなセリフだったらしい。

　それを聞いた遠山キンジは、立ち止まると──

「──度胸があるのと無む鉄てつ砲ぽうなのは違うぞ。１年」

　強風に木がざわめく中、振り返ってきた。

　その眼には、ようやく……かつて彼が格付けされていたというＳランクらしい、鋭さが表れている。『お前は俺おれの何を知っている？』と、問いかけてくるような……

　その回答次し第だいでは、本当に殺してきかねない──

（……殺気……!?）

　その時あかりが察知したのは、キンジの殺気だけではなかった。

　見上げると──ざわめく木の枝に、さっきの風ふう魔ま陽ひ菜なが短い刃は物ものを手にして屈かがんでいる。

　その短剣のような刃物は、クナイと呼ばれるもの。

　手裏剣のように投とう擲てきされる事もある、忍者の武器だ。

（風魔……！）

　あかりは急いで風魔から距きよ離りを取りつつ、自らもマイクロＵＺＩを抜く。

「……」

　その動作の起こりを見逃さず、キンジも腰こしの拳銃じゆうを抜いた。

　──ベレッタ92Ｆ。

　米軍でも制式採用されているその傑けつ作さく銃が、キンジの右手と一体化して見える。

　腕前のほどは分からないが、鈍にび色いろに光るそれを彼が使い慣れている事は確かだ。

　カンベンしてくれよ……という表情をしたキンジ。

　そのキンジの戦妹アミカとして、クナイを構えたままあかりから視線を外さない風魔。

　２対１となってしまったあかりは──強襲科で習った通り、２人に交互に１～２秒ずつ銃じゆう口こうを向けつつ下がる。

　銃じゆう撃げき戦が仕事の一部となる武ぶ偵ていを育成する武ぶ偵てい高こうの校則では……射撃場以外での発はつ砲ぽうは『必要以上にしないこと』となっている。つまり、してもいい。

　生徒同士の銃撃戦も、武偵高ではよく起きる事なのだ。もちろんいい顔はしないものの、教務科マスターズもそれを止めたりはしない。

　ここで、キンジ・風ふう魔ま陽ひ菜なと──戦いになったら。

　あかりには、無傷で帰れる自信はない。

　だが、キンジもあかりを撃ちたくはなかったのか……

「お前。出身、どこ中だ」

　話しかけてきた。

「……い、一般出身です。中３の２学期に、武偵高付属中に転入してきました」

　それでこの不利な条件下での銃撃戦を先送りできるならと、あかりは対話に応じる。

　すると、

「一般中パンチユーか……風魔、いい。コイツは大丈夫だ」

　自分の秘密を知るものは、一般中学には居ない……

　という事か、キンジは銃じゆう口こうを下ろしてくれた。

　戦兄アミコのキンジの言葉を受けて、風魔も跪ひざまずくような姿勢のままクナイを収めている。

　だが……

　あかりの感情は、まだ治まっていなかった。

　何だか分からない理由で戦う事すら拒きよ絶ぜつされ、蚊か帳やの外に置かれた心地がして──

　アリアの事だけじゃなく、イラつきが止まらなくなる。

　場から殺気が抜けた事で、あかりは逆に勢いづき……

　左右の腕を真下に突き出しながら、

「一般中パンチユーが何だっていうんですか！」

　と、溜まっていた感情を爆ばく発はつさせてしまう。

　勢いに任せてあかりが叫んだ、その直後。

　──ぴゅう──！

　と、その場を折からの強風が吹き抜ける。

　そのせいで。

　ふぁさぁー！　と、あかりのスカートが思いっきりめくれ上がってしまった。前面が、ほぼフルオープンされるような感じで。

　だ、男子に。

　しかも憎にっくき、遠とお山やまキンジに──

「ぱ、ぱんちゅーが！」

　本当は「パンツ」と言いたかったのに噛かんでしまいつつ、あかりは銃を落としてまでもスカートを押さえる。

　すると……なぜか。

　あかりが真っ赤になって慌あわてているように、キンジも真っ赤になって慌てていた。

「──なっ、なんなんだお前は！」

　キンジは強い閃光を受けたかのように、右手の甲で目元をガードしている。

　普通なら逆なのだろうが、どうやらキンジは──

　何らかの理由で、女子の下着を見たくなかったらしい。

　それも、非常に。

　心を落ち着かせるためか何やら自分を励はげますような事をブツブツ呟つぶやきつつ、あかりからヨロヨロ逃げ出すキンジを……

「し、師匠！　お気を確かに！」

　コアラみたいに木を滑り降りた風ふう魔まも、慌てた様子で追いかけている。

「……？」

　公園に取り残されたあかりは、スカートを押さえた格好のまま……

　そんな、隅すみ々ずみまで正体不明なキンジの後ろ姿を見送る事しかできないのであった。




　陽ひが暮れた頃──

（何？　なんなの？　女性恐きよう怖ふ症しようか何か知らないけど！　変人だ！　ていうか失礼だ！）

　第１女子寮りように戻ったあかりの中では、キンジに対する怒りや不満がまだ燃え続けていた。

　なぜこっちのスカートがめくれたら、見たくない物を見てしまった的なリアクションで逃げていったのか。そこも女の子として傷ついたあかりだが、それより問題は──

（アリア先せん輩ぱいともあろう人が、あんな変人を追っかけるなんて……おかしい！）

　悪いのはキンジなのだが、あんなのにホイホイついていってるアリアにも諫かん言げんするべきだろう。文句を言うべきメインターゲットのキンジは、もう逃げてしまったワケだし。

　と、興奮状態のままのあかりは７０７号室に入り……一言もの申す！　という態度で、

「アリア先輩！」

　──ばばん！　リビングの扉とびらを、乱暴に開ける。

　すると、そこにいたアリアは……キラキラ……

　相変わらずの神こう々ごうしい美少女っぷりでソファーに掛けたまま、ももまんを手にしていた。

　ももまんとは、桃の形をしたおまんじゅう。

　コンビニで売ってるあんまんと同じくらいの大きさの、具もあんまんと同じものだ。

　なぜかそれが気に入ってるらしいアリアは、ふにゅぅー、と悦えつに入いった顔で食べている。

　そんなアリアの幸せそうな顔に出迎えられた、あかりの心からは──

（……か、カワイイ……！）

　──すーっ……と、怒りが消えてしまって、逆に笑顔になってしまう。

　そんなあかりに、テーブルにピラミッド型に積み上がった大量のももまんに手を伸ばすアリアは、

「あかり、おかえり。あんたも食べる？」

　１つ分けてくれるような仕草で、笑顔を向けてきてる。

　その愛あい嬌きようのある顔立ちに、あかりは腰こし砕くだけになってしまう。

「アリア先せん輩ぱい……その笑顔、反則です。何もかもを許してしまう……」

「？」

　ももまんを頬ほお張ばり、指をペロッと舐なめるアリアに……あかりもももまんを１ついただきつつ、事情を話す事にするのだった。今はもう、落ち着いたムードで。




「それで不ふ機き嫌げんに入ってきたのね」

　ももまんを頬張りながら、アリアがしょぼくれ中のあかりに言う。

　信じられないような数のももまんを平らげたアリアは、ハンカチで自分の口元を拭ふくと真面目まじめな顔になって──

「──あたしはあたしの捜そう査さのために、あいつが使えるかどうか確認しようとしてるの。あんたが心配してるようなセンじゃないわ」

「アリア先輩……」

　つまりは、少女マンガ的な展開は心配しなくていいという事らしい。

「それにあかり、おせっかいはダメよ？　武ぶ偵ていと武偵は、必要以上に深い関係になっちゃダメなの。たとえば、仲間と依い頼らい人、どちらかしか助けられない時は──依頼人を助けなきゃいけない。そういう時あんた、ちゃんとあたしを見捨てられる？」

　アリアはあかりがアリア個人の事に深入りしようとしたのを叱しかるように、そんな厳しいケース・スタディーを突きつけてくる。

「……アリア先輩を……見捨てる……」

　問われた通りに、傷ついたアリアを見捨てて依頼人を救助しに行かねばならないような最悪の状況を想像したあかりは──想像だけでテンパって、涙なみだ目めになってしまう。

　割と想像力豊かなあかりの様子に、アリアは苦笑いして……

「あんた、そういうのニガテそうね。それなら──どっちも助けられるように、しっかり強くなりなさい」

　つん、とあかりの鼻に指で小さく触れてきた。

　そんな、愛らしい仕草をされたら。

　そんな、優しい声で教えられたら。

　今度は──感動で、胸がいっぱいになってしまう。

（……厳しそうなこと言いながらも……ホントは優しい……）

　やっぱりアリアは、あかりの憧あこがれの人。カリスマ的存在なのだ。

　彼女の声で何か言われたら、それだけであらゆる悪感情が消えてしまう。

　その素晴らしさに改めて感かん極きわまってしまったあかりは──

「アリア先せん輩ぱいー！」

　ガバッ、と、アリアに横から抱きついた。

「!?」

　それがいきなりだったので、アリアはドサッとソファーに押し倒され──

　その拍ひよう子しに手を突いたテーブルを大きく揺らし、まだ残っていたももまんを四方に飛び散らせてしまった。

　ぽふぽふ！　と、アリアやあかりの上にも、柔らかなももまんが乗っかってくる。

「あ、あ、ももまんが！」

　あかりは慌あわてて、ももまんを手を伸ばした。

　そして、アリアの好物であるももまんを拾い集める。

「ももまんが！　ももまんが！」

　わしっ、わしっ、わしっ、とももまんを取ってはテーブルに戻していくと──

　わぴっ。

　あかりの手が……なんか、ちっこいももまんを掴つかんだ。

「あ、あれ、これは異常に小さい……!?」

　夢中になって集めてたので気づかなかったが、あかりが鷲わしづかみにしていたそれは──

　──アリア先輩の、む、胸だ。

　ち、ち、小さっ！　あかりよりは大きいが、大差無いレベルだ。

「──どこ触さわってんの！　それはももまんじゃないわよ！」

　バスッ──！

　怒ったアリアがいきなり発はつ砲ぽうし、ガシャン！　と窓が割れる。あかり的には、ラッキーだったのかアンラッキーだったのか分からない身体接せつ触しよくとなってしまった。今の。

　しかし、さっきは優しいと思ったアリア先輩だが、

「やっぱりホントは優しくない！　う、撃たないでぇー！」

　とっても武ぶ偵てい高こうの女の子らしい恥じらいの表現方法──銃じゆう撃げきしまくってくる──で追い立てられ、あかりはアリアと２人、女子寮りようのＶＩＰルームを喧けん噪そうに包んでいくのだった。





10弾　身体測定




　その日、更こう衣い室しつで──あかり、志し乃の、ライカは体操着に着替えていた。

　武ぶ偵てい高こうの体操着は、上は白い丸首シャツで名札のついたものが推すい奨しようされている。が、下には決まりがないため、あかりはハーフパンツ、志乃は臙えん脂じ色いろのブルマー、ライカは黒いスパッツとバラバラだ。

「──そーなんだ！　志乃ちゃんも戦姉妹アミカ契けい約やくできたんだね！」

　子供っぽい木も綿めんの白下着──縁ふちに簡単なレースがついたブラジャーと、ヘソ下に小さなリボンのついたパンツ姿のあかりが、志乃に無む邪じや気きな笑みを向ける。

「はい！」

　久しぶりに再会できた事もあって、そんなあかりを穴があくほど見まくる志乃もすごく嬉うれしそうだ。

　自分の着替えを中断している志乃は、職人が手作りした精せい緻ちな刺し繍しゆうとレースに彩いろどられた真っ赤なランジェリーを身に付けている。

　志乃の隣となりでは、ライカが制服のスカートを下ろし……

「……今日は先せん輩ぱいの引率で身体検査とか、イヤな予感しかしないぜ」

　そんな事をボヤきつつ、布量の少ない大胆な黒下着姿になっている。下半身なんかは、ほぼＴバック同然だ。

　そんなライカがチラ見した、更衣室の入口付近には──

　制服姿でクリップボードを持ち、３人の着替えを待っているアリアがいた。

「ほら早く着替える！　武偵憲章５条、行動に疾とくあれ！」

　私語ばかりしてる３人にイラッと来たらしいアリアに怒鳴られて、あかりたちは慌あわてて着替えを済ませる。

　そうして体操着姿になったあかりたちは……アリアの先導で、専門校区の歩道を歩く。

　目指すは、救護科アンビユラスのある建物だ。

「身体測定は、適切な武装や戦闘法にもつながる大事な行事よ。レポートも教務科マスターズに提出するんだから、マジメにやりなさい？」

「はい！」

　アリアの言葉に、真しん剣けんな表情で返事をする志乃やライカとは対照的に──

（やったー。アリア先輩と一緒だ！）

　あかりは１人だけ、ホクホクと笑顔になっている。

　１年の身体測定は、教務から指示を受けた２年が引率する。

　引率する生徒は概おおむねランダムに割り振られるが、戦姉妹契約をしている者がいる場合はそこが考こう慮りよされる場合もある。あかりたちをアリアが引率しているのは、そのためだろう。これはあかり的には嬉うれしい事だ。

「まずは身長測定からするわ」

　アリアに連れてこられた救護科アンビユラスの保健室には、医い療りよう器具の他にライフル棚が仮設されており、いろんな長銃じゆうがズラリと並んでいた。

　その中からアリアは、

「佐さ々さ木き志し乃の。身長１５５㎝。ギリギリＭ４エムフオーってとこかしら」

　志乃の身長から考えて、適切だと思う小型アサルトカービン銃──

　ストックを伸しん長ちようして８４０㎜にさせた、米コルト社のＭ４を渡す。

　Ｍ４は騎兵銃カービンの名の通り、長すぎず短すぎず、扱いやすい自動ライフル銃。市街戦では重宝するもので、米軍が採用している事もあり、日本でも安価に出回っている銃だ。

「火ひ野のライカ。１６５㎝。ＦＡＬでも引きずらずに持てそうね」

　モデルのようにスラッとした体たい形けいのライカは、１０９０㎜もあるアサルトライフルＡＲ──ＦＮ・ＦＡＬを渡されて、得意げにしている。

　ベルギーのＦＮハースタル社が開発した軽量自動小銃ＦＡＬは、ライカの身体のようにスマートなアサルトライフル。フォークランド紛ふん争そうや湾わん岸がん戦争の実戦を経て、欠けつ陥かんの洗い出しも十分行われた信頼性の高い銃である。

　一方……

　１番手で身長を測ったあかりが仏ぶつ頂ちよう面づらで抱えているのは……

　旧西ドイツで開発された、ヘッケラー＆コッホ社のＧゲー11。

　武ぶ偵てい高こうでも滅めつ多たにお目にかかれない、珍銃だった。

　この自動小銃は軽量なケースレス弾薬を用い、薬やつ莢きようを排はい出しゆつしないのでエコだ。バースト射撃時の連射速度は他の銃とはケタ違い。銃身長も５４０㎜と極めてコンパクトであり、身長１３９㎝──小学５年生の平均身長ぐらいしかないあかりでも、唯一運用できそうなアサルトライフルと言えた。

　だがこの銃、スペックだけは素晴らしいのだが……あまりに次世代的すぎて、実用性に乏とぼしく……故障や暴発も多く、今では存在自体がミイラ化してしまった物なのだ。一言で言うと、スベった銃である。

「こんなヘンな銃やだ！　あたしもそっちがいい！」

　見ようによっては近未来のレーザー銃みたいでカッコイイＧ11も、あかりのセンスには合わなかったらしい。

　ライカのＦＡＬを取ろうとして避けられたあかりは、「志乃ちゃん！　あたしの身長、もっかい測って！」と身長計にへばり付くが、

「何度計っても、１３９㎝は１３９㎝よ」

　アリアは溜ため息いきを付きつつ、クリップボードに挟んだシートにデータを書き込んだ。




　次に一同は狙撃科スナイプに移り、狙撃レーンでの視力検査を行う事となった。

　射撃レーンの一番奥に立つアリアの隣となりには、視力検査に使われるランドルト環がある。

「さっ、構えなさい」

　アリアの指示に従い、あかり・志し乃の・ライカは立射姿勢スタンデイングでＬ96狙撃銃じゆうを構えた。

　銃は何でもよく、３人がのぞき込むのは──スコープ。

　武ぶ偵てい高こうではそれを使って、視力検査を行うのだ。

（……右？　うん、右だ）

　一番早く分かった者が発声して回答するのだが、あかりが言おうとする前に、

「右」

　ライカに言われてしまった。

　なお、あかりには集中してスコープを覗くとなぜか口が開くクセがあり……

　ポカーンと口を開けたあかりが可愛かわいかったのか、志乃は検査そっちのけで隣のあかりの顔ばかりを見ていた。

「下」

　そんな中、ライカだけがキッチリと視力検査をこなしており──

「じゃあこれは？」

　少し離れた所にいるアリアに問われて、

「左ナナメ上」

　と、即答している。




　通信会社のような趣おもむきのある通信科コネクト棟とうでは、聴力テストが実施される。

　スイッチだらけの通信機器が幾つもある部屋の中、あかりたちはヘッドホンを装着していた。そのヘッドホンからは、ザザッザザッ、という耳みみ障ざわりな雑音が聞こえてくる。

　雑音の中で小さく聞こえる足音を判別するのが、今回のテスト内容だ。

　だがあかりは正直、何の音も聞き取れないので……雑音のうるさいヘッドホンを微妙に外し、ショートツインテールで耳を隠しつつ聞いてるフリをしてるのであった。

　志乃はガマンして雑音から足音を拾おうとしているようだったが、眉まゆを寄せてるだけで答えられずにいる。

　──そんな中、

「足音。５人？」

　片眉を寄せつつ、ライカが答えた。

　それにアリアが「聴ちよう音おん弁べん別べつＯＫ」と頷うなずいている。正解らしい。




　さらに訪れた諜報科レザドでは、三さん半はん規き管かんのテストが行われた。

　その測定のため、宇宙飛行士を訓練するような回転椅い子すにあかりたちは乗せられる。

　これが、なかなかにシンドイ。縦横ナナメにグルグルと何度も回されたあかりは──

「うぷ……」

　数分後、顔を真っ青にして地面の上をよろめいていた。そばでは志し乃のもノビている。

　しかし、

「あかり。もう、『まいった』か？」

　１人だけ回転椅子に乗り続けているライカは笑みを浮かべながら、アリアに涙なみだ目めで抱きつくあかりの様子をニヤニヤと見ていた。

「あと５分よ」

　あかりの事はスルーしながらのアリアの言葉に──

「ラジャー♪」

　ライカは余よ裕ゆうの表情で答えている。

　どうやら、仲良し３人組の中でも……ライカは武ぶ偵ていとして一歩抜きんでている様子だ。




　そんなこんなで、武ぶ偵てい高こう流の身体測定の終了後──

「次で最後よ」

　そう言うアリアに３人が連れてこられた場所は……強襲科アサルト。

　その、マンションのような形の別館モツクだった。

　通常は突入訓練などに使われる実物大の建物を見上げるあかりの隣となりでは、ライカが、

「最後のは何ッスかー？」

　何でも来いという感じで、アリアに尋たずねている。

「ふふ。武偵高名物、運動神経測定マツスル・リベンジヤー。行事みたいなものよ」

　ニヤリ、と意味ありげに笑うアリアと共に……

　４人は、普通の女の子の部屋にしか見えない別館の一室に足を踏み入れていく。

「女の子の部屋みたいな……訓練室モツクアツプですね」

　部屋の中を見渡す志乃に、アリアは頷うなずく。

「そ。ここでの検査は──引率をさせられた２年のストレス解消も兼かねてるの」

　言いながら、がちゃん、とアリアは後ろ手にドアの鍵かぎを閉めた。

「──室内を想定した近接戦ＣＱＣ。レポートもちゃんと付けるからね」

　アリアは楽しそうに、２丁拳銃じゆうを太もものホルスターから抜く。

　いきなり、近接戦──それも、アリアと!?

　と、想像外の内容を聞かされたあかりたちは驚おどろきを隠せない。

「普通は１人ずつなんだけど。３対１でいいわよ」

　アリアは、白銀と漆しつ黒こくのガバメントを左右の手に持って不敵に笑っている。

　しかし……３対１でいいとは。

　闘とう争そう心しんの強い武ぶ偵てい高こう生としては、２年と１年という差はあれど──少し、カチンと来る。

　もちろんそれはアリアが１年たちが心置きなくかかってこれるよう、敢あえて挑発したのだろうが──

「……甘く見てくれるぜ」

　まずはライカが、体操服の中からナイフを抜く。

「……」

　アリアの命令ならと、あかりもマイクロＵＺＩを取り出す。

　志し乃のも、持って歩いていたサーベルを……抜いた。

　３対１の場合、１人の側は取り囲まれないようにヒット＆アウェイを繰り返したり壁を背にしたりすべきだ。

　しかし、アリアにその様子は見られない。

　それならばと、あかりたちは散開してアリアを囲む。

　こんな……周りを包囲された状況でも、アリアは機き嫌げんよさそうにしている。

　あかりの目にも、アリアは既に絶体絶命だ。

　自分はともかくライカや志乃は、ナイフ格かく闘とうや剣けん術じゆつを使えるのだから。

「──いくぜ！」

　先せん陣じんを切って突進していったのは、ライカだった。

　しかしアリアは左手に握にぎる銃じゆうの側面を使い、ナイフを握るライカの右手を捌さばく。そして同時に、ライカの足を蹴けり払はらっている。

「……っ！」

　ライカは前方に倒れながらも、すぐさま地面に手をついて低空ローキックを放つが──アリアはそれも読んでおり、バックステップで回避する。

「きゃあ！」

　その動作はなんと、背後にいる志乃へ向けた蹴りのモーションにもなっていた。

　アリアの後ろ蹴りを食らった志乃が、サーベルの側面を盾たてにせざるを得なくなる。

　遅れて、アリアに銃じゆう口こうを向けたあかりだが──

（……っ！）

　その銃を、アリアの長いツインテールの片方が弾はじき上げてくる。

　一方、起き上がったライカはナイフを逆手に持ち替えてアリアの背中にしがみつく。

　そして首を左腕で絞め、刃やいばをアリアの首筋に突きつけようとしながら──同時に、

「あかり、志乃、今だッ！　上下！」

　アリアに怯ひるまず、指示を出している。

　ここが勝機とばかりに、あかりはアリアの肩先にマイクロＵＺＩの銃じゆう口こうを向け、志し乃のは足首にサーベルの刃やいばを──と、それぞれ攻撃のモーションを取る。

「あら、やるわね」

　少しだけ本気になった様子で笑ったアリアが、右手のガバメントのセーフティーを掛け、ぽん、と銃を上に放り投げた。

「──？」

　この行動に意表を突かれたライカの……口の端に。

　アリアは右手小指を引っかけて、強ごう引いんに振り回した。格かく闘とう技で相手の服や手首を掴つかんで振り回すのは常道だが、まさか口を引っぱるとは……！

　と、ライカが面食らう中、アリアは小さくジャンプしながらあかりの銃をガバメントのグリップで叩いた。

　その勢いで、あかりのマイクロＵＺＩは１８０度前後に回転して──

「！」

　あかりは自分の方に向けられた自分の銃口に、びびりまくる。

　さらにアリアは着地の時、足首を払はらおうとしていた志乃のサーベルを踏みつける。

「ああっ……！」

　刀身を踏まれて何もできなくなった志乃が、やむなく刀を捨てて退き……

　見れば、あれほど果か敢かんに攻めていたライカも何な故ぜか顔を引ひき攣つらせて硬こう直ちよくしている。

　よく見ると……アリアはライカの口に小指を引っかけるだけではなくて、右眼の下した瞼まぶたを突くように親指も押し当てているのだった。

　これで下手に動くと、ライカの目玉はポンと飛び出してしまうだろう。

　それはもちろん、アリアの意志一つでもできてしまう事だ。

「……！」

　10秒弱で無力化された３人の目の前で、アリアの右太もものホルスターにさっき投げたガバメントが降ってきて──スポッ、と、きれいに収まった。

　……キーン……コーン……カーン……コーン……

　という、強襲科アサルトのチャイムの音が聞こえてきて──

「あーあ。もう終了時間かぁ」

　汗一つかいてないアリアが、ちょっと残念そうに苦笑する。

　そしてライカから手を外し、志乃の刀から足をどけ、あかりに向けていた左手の拳銃も収めてくれた。

　やはり、Ｓランク武ぶ偵ていの上級生には敵かなわない……それを痛感して、あかりと志乃は呆ぼう然ぜんとする。

　だがアリアは、悔しそうに目を押さえているライカに、

「あんたは、ちょっと素質あるわね」

　そんな、羨うらやましい言葉を掛けてやっているのだった。




　強襲科アサルトには、プール併へい設せつの女子浴場がある。

　体力測定を終えた他の女子達と共に、スーパー銭湯みたいな湯船に浸ひたりながら──

　あかりたち３人は、凹へこんでいた。

　３対１だというのに10秒も戦えなかった、さっきの運動神経測定マツスル・リベンジヤーの結果のせいで。

「手も足を出ませんでしたね」

　湯船の中で膝を抱えた志し乃のが、元気無くそう言う。

「ありゃチートだぜ」

　男っぽく広げた両腕を湯船のフチに掛けたライカも、ヤレヤレと天井を見上げていた。

　湯船の底にペタンとオシリをつけたあかりも、

「悪いレポート書かれちゃったんだろうなぁ」

　ガッカリとうなだれて、湯船に口を付けて無意味に泡を立てていると──

「──そうでもないわよ。Ｂ＋ビープラスってとこね」

　ツインテールをお団子に結い、タオルで前を隠したアリアが現れた。

　わ、と３人が顔を上げると……

「あなたたち３人、とても息の合った良いチームだったから。最後はちょっと、本気出しちゃった」

　湯船に入ってきながらのアリアの言葉に、あかりたちは少し意外そうな顔になる。

　やがて……褒ほめられたのだと気づいた３人は、嬉うれしそうな顔を見合わせた。

　その素直な様子を見て、アリアも微笑ほほえんでくれる。

「これからも、仲良くするのよ？」

「──はい！」

　感動したあかりは、満面の笑みを浮かべてアリアに元気いっぱいの返事をする。

「特に、あんたは見所あるわ」

　と、アリアは、またあかりから見ると羨ましいお言葉をライカにかけている。

　１人だけ褒められて喜ぶライカだったが、

「……まあ、作戦は稚ち拙せつだったけど。まっすぐすぎ」

　直後には少し辛口の評価もされてしまっていた。

　３人がまたションボリするという素直な反応を見せているのに対し、アリアはうーんと考えるような顔をして……

「そう、誰だれかもう１人、小ずるい参さん謀ぼう役やくがいれば更にいいチームになるんだろうけど」

　独り言するように、そんな事を呟つぶやくのだった。





　　§　　　§






　ハリウッド・ミラー──

　それは四角いフチを囲むように電球がズラリと並んだ、テレビ局の楽屋などに置かれる鏡。

　仕事柄がらあまり化け粧しようにこだわらない女子武ぶ偵ていたちが、普通は目にした事もない……女優やアイドルがメイクをする際に用いる、女子力の高い鏡だ。

　しかしそんなランプ付きミラーが、武ぶ偵てい高こうの特殊捜査研究科ＣＶＲのメイクルームには何枚も並んでいるのだ。

　その１枚の前で、

「くちんっ！」

　武偵高中等部インターン３年・島しま麒き麟りんが、かわいくクシャミをする。

　フリルに縁ふち取られた改造セーラー服を来て、どでかいリボンを頭に載のせ、ディフォルメされたキリンのヌイグルミを膝上に置きつつの、あかりよりミニサイズの女子である。

　その身長、なんと小４レベルの１３５㎝。

　パウダーパフを指にはめて化粧中だった麒麟は、

「も～、誰だれかウワサしてますの～？」

　遠いアリアの言葉に応こたえるように、あさっての方向を向いてそう独り言するのだった。





11弾　島麒麟①




　その日も、強襲科アサルト棟とうでは制服姿の生徒たちが徒手格かく闘とう訓練を行っていた。

　犯罪者との戦闘任務クエストを受ける強襲系武ぶ偵ていにとって、格闘技とはスポーツではない。

　警察や自衛隊同様、自己防衛や目標制圧のために欠かせない履り修しゆう項目なのだ。

　イザとなれば命が懸かるものとあって、生徒たちは投とう極きよく打だを問わずあらゆる技を磨く。

　実戦では──動きやすい被ひ服ふくに着替えさせてもらう事もできなければ、性差や体重ウエイト差があるからハンデを下さいなどと敵に頼たのむ事もできない。従って、生徒たちは拳こぶしの骨を保護する指抜きグローブＯＦＧ以外は普段の制服のまま、男女や体格を問わず戦うのが常だ。

「──いきます！」

　強襲科の劣れつ等とう生せい・あかりも──

　いつも以上に気合いを入れて、構えを取る。

　今日は、アリアが稽けい古こを付けてくれるからだ。

「はっ！」

　と、あかりは縦たて拳けんをアリアへ繰り出す。

　……だが、コキッ！　と、その手首を簡単に極められてしまい、ドタン！

「きゃう！」

　片手持ち四し方ほう投なげで、勢いよく倒されてしまう。

　十分な体力を持ちながらも、アリアは自分の力より相手の力を使って敵を倒す合気系の技を巧みに使ってくる。多対一の戦闘を念頭に置いた、長時間戦い続けられるスタイルだ。

　その一方で、少し離れた所の人だかりからは「おおー」と歓声が聞こえてきた。

「男おとこ女おんな、やるなぁ」

　そんな声にあかりが顔を上げると、男女とアダ名された──ライカが、自分より大きな男子にアキレス腱固めを極めていた。男子は床を叩きタツプし、ギブアップの意志を示している。

「また男女の勝ちか」

「強つえェ──！」

　などと言うギャラリーの声を聞いたあかりは、

「ライカ、すごい！」

　ガバッと起き上がると、笑顔になる。

　いま自分に派手に倒されたあかりがケロッと起き上がったのを見たアリアは、

「……あかりったら、タフさだけはＡランクね」

　呆あきれたような、感心したような声で……そんな呟つぶやきを漏らし、苦笑いしている。

　あかりの視線の先では、

「チッ、男おとこ女おんなめ！」

　衆しゆう人じん環かん視しの中で、ライカ──女子にやられてしまった男子が、捨て台詞を口にしていた。

　封建主義的な武ぶ偵てい高こうで男子が女子に負けるのはとても不ふ名めい誉よな事とあり、憎にく々にくしげに。

　だがライカはそんな憎まれ口は慣れっこなのか、カラッとした笑顔で受け流している。
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　格かく闘とう訓練が終わり、シャワーを浴びて制服を着替えたライカは──

　スポーツドリンクを飲みつつ、１人、強襲科アサルトを出た。

　その表情はクールなものであったが、

（……まあ、アタシが男女なのは変えられないからいいけどさ）

　心は、あまり穏やかではなかった。

　……男女。男おとこ勝まさりな女子が多いこの武偵高ですら、自分はそう呼ばれている。

　つまり、極めて女の子らしくない女子高生、という事なのだろう。

　別にそんな事は、物心ついた頃から自覚していた。

　自分は背が高く、アメリカで武装探偵をやっている父譲ゆずりで力も強く、喋しやべり方だって男喋りの方がしっくりくる。生まれつきそうなんだから、今さら自分を変えるつもりはない。

　──あたしは、これでいいんだ。誰だれに何と言われようと。

　そう自らに言い聞かせつつ、ライカが歩いていると……

「……っ……」

　道ですれ違った、先せん輩ぱいの女子に目を奪われてしまう。

　自分と同じ金髪の女の子だが、類似点はそこだけ。細部の改造を自己責任で行ってよい武偵高のセーラー服にヒラヒラのフリルを可愛かわいくあしらった、チャーミングな先輩だ。

　ピンクのリボンで髪をツーサイドアップに結い、顔つきにも愛あい嬌きよう……というか、女子としての豊かな魅み力りよくがある。

　完成された砂糖菓が子しみたいな、誰からも愛されそうな、女の子らしい女の子──

（……憧あこがれるよな……ああいう女子には……）

　ふわり、とその先輩から漂ただよったバニラのような香りにウットリしてしまって、その後ろ姿を目だけで追いかけてしまう。

　そんなライカの口元は……自分でもよく分からない感情で、への字に歪ゆがんでいく。

　自分も、あんな風になりたい。フワフワした、誰もが本能的に抱きしめたくなっちゃうような女の子に。

　でも、それはムリな願いだ。

　自分は身長がありすぎる。顔つきが鋭すぎる。戦闘力が高すぎる。

　だから、求めても求めても、なれないのだ。絶対に。

　だから、あきらめるべきなんだ。

（でも、せめて……あんな女子と、仲良くできたら……）

　とも思うが、それもムリだろう。

　自分みたいなガサツなタイプは、ああいう女子には嫌われるに決まってるんだから。

　と、気落ちしながらライカが再び歩いていると……

「──あっ、ライカ。ちょっと」

　あかりの声が聞こえてくる。

　見れば、校舎脇のベンチにあかりと志し乃のがポッキーを手に並んで座っていた。

「なんだ？」

　と、呼ばれたライカが近づくと……

「あたしたち、日曜に『ラクーン台場』に行くんだけど、ライカも来る？」

　ラクーン台場とは、台場に楽天資本で造られたホテルつきのアミューズメント施設だ。

「あれ遊園地だろ？　ガキじゃないんだからさァ……」

　ライカはあまり気乗りしなかったが、一応、あかりが差し出してくれたパンフレットを受け取ってみる。

　あかりの隣となりでは、あかりと２人きりで行きたい志乃が『ライカは来なくてよし！』的な表情になっているが……その辺の空気は読めないライカなので、一応パンフに目を通す。

　そこには──カラフルな衣装を身にまとい、パニエでスカートを膨ふくらませた、愛らしいアイドルグループの写真があった。

　美少女アイドルもまた、女の子らしさのカタマリ。ライカにとっては憧あこがれの存在だ。

　日曜には、そのライブを見られるイベントがあるらしい。

　これは、ぜひ見たい。しかしそれを言うとからかわれるかもと思ったライカは、

「……まあ、行ってやってもいいか」

　詳しよう細さいは語らず、あくまであまり興味がないような顔のままそう言った。

　そのライカの返答に、志乃は手にしていたポッキーをボキリと折りつつ項うな垂だれている。

「良かった！　このタダ券、３人まで入場できるんだよ」

　チケットを手にしたあかりが心から楽しそうに言うので、ライカと志乃も何だか楽しい気分になってきて──そこからは３人で、はしゃぎながら日曜の予定を立てにかかる。

　しばらく賑にぎやかに喋しやべっていると、

「あかり」

　校舎の２階から、アリアの声が降ってきた。

「町に出ても、武ぶ偵ていとしての自覚を持つのよ？」

　話が聞こえたのか、アリアはキリッとした表情で注意を促うながしてきている。

　その横には、狙撃科スナイプの２年生──ドラグノフ狙撃銃じゆうを肩掛けした、レキの姿もあった。

　アリアからの注意に「はい！」と元気よくお返事したあかりだが……気分は、１００％浮かれきっている。

　アリアの姿を見て一層ゴキゲンになったあかりに、

「あかりさん。待ち合わせ場所ですけど……」

　アリアに敵てき愾がい心しんを持つ志し乃のが、あかりを自分の方へ引き戻そうと会話を再開させている。

　お出かけの計画に夢中な下級生たちに眉まゆをひそめたアリアは──ライカにも、

「あんたも、しっかり行動するのよ？　アサルトライフルＡＲは銃じゆう検けん厳しいの分かってるけど、いつまでも整備中じゃ通らないわよ」

　と、お小言してくる。

　銃検とは、銃じゆう器き検査登録制度の事。

　近年日本でも民間人の所持が許可されたとはいえ、銃は公安委員会が発行する登録証が無ければ携けい帯たいできない。

　その登録はポケットサイズのデリンジャーから巨大な汎用機関銃ＧＰＭＧまで、口径・装弾数やフルオート機能の有無等によって細かく区分けされ──殺傷力が高いほど、検査が厳しくなるのが一般的だ。

　だがこれは割とザル法であり、抜け穴が幾つもある。たとえばアリアが指し摘てきしたように『整備中』と公安に申しん請せいすれば、金のかかる法定整備をすっ飛ばしても使用が許可されてしまうのだ。その場合、銃は使用非推すい奨しようとされつつも使用禁止とならないからである。

　ライカの銃──Magpulマグプル MASADAマサダは、アリアが言う通りアサルトライフル。

　各国の軍・警察に採用されなかったため人気がイマイチとはいえ、カタログ上の性能は強力なものだ。実戦では有用なのだが、その銃検は面めん倒どうなものなので……ライカも一部の学生武ぶ偵ていがそうするように、『整備中』で何四半期か通してしまっているのだった。

　そこがアリアにバレているものの、

「はぁーい」

　法定整備に出す金がないライカは、生返事で答えるしかない。

　アリアは心配げな顔で後こう輩はい３人を見下ろしていたが、

「アリア先せん輩ぱい、また明日～！」

　そんな気持ちに少しも気づかないあかりは、緩ゆるみきった表情で大きく手を振るのだった。




　日当たりの悪さから家賃が割引されている、第３女子寮りよう・１０３号室──

　１Ｋの自室に戻ったライカはライフル銃を壁のフックに掛けて、室内にある他の銃器やナイフを見回す。床にはトレーニング器具。ベッドも無骨な、黒塗りの鉄パイプのものだ。

　この部屋を誰だれかが見ても、女子の部屋だとは思わないだろう。

　しかし──ライカのベッドの下には、女の子の証拠ともとれる物が隠されてあった。

　それは他の雑誌などと合わせてコソコソ買い集めた、少女マンガの数々。

「人間は、自分にないものに憧あこがれるんだよなぁ」

　自じ虐ぎやく的てきに呟つぶやきつつ、ライカはその中から１冊のマンガを手に取る。

　そして──どさっ。

　ベッドに寝っころがったライカは、ピンクで縁ふち取られた表紙の……お気に入りの１冊を、読み始める。

　それは今の少女マンガのトレンドからすると少し古めかしい、王道学園ラブロマンスを描いた作品。

　……ライカが開いた、大好きなシーンは……

　カッコイイ男性キャラが、美少女ヒロインに言い寄られているシーン。

　ヒロインは背がちっちゃくて、お目々が大きくて、あどけない顔つき。

　いわゆるロリ系の、守ってあげたくなっちゃう子だ。

　そのヒロインは恋した男性キャラに甘えまくっているのだが、男からすると可愛かわいい子に甘えられるのはむしろ嬉うれしいもの。すり寄ってくるヒロインの全てを受け止め、甘い時を過ごす姿が描かれている。

　ライカはその美少女を抱きとめてやる想像をし、やがて２人がキスをするシーンで──

「……っ……！」

　ある事に気づいた。そして、ばふ。

　誰だれが見てるわけでもないのに、開いたままのマンガで顔の下半分を隠して赤くなる。

　自分は、今……いや、今までも、いつも……

　少女マンガを読む時、男の方に感情移入して読んでいるみたいだ。

　通常これは、女の子側に感情移入して読むべき物なのだろう。しかし──

（やっぱり、男おとこ女おんなだぜ）

　──自分は女子の心を持ってこれを読むことすら、できていなかったのだ。ずっと。
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　日曜日。

　ラクーン台場の遊園地、その片かた隅すみのベンチに島しま麒き麟りんは１人で座っていた。

　動物のキリンをディフォルメしたぬいぐるみ……ジョナサンと名付けたそれを横に置き、手には食べかけのクレープを持って、

「キリンは淋しいと死んじゃいますの」

　小さく呟きつつ、パステルピンクのパスケースに目を落とす。

　中には、先月まで戦姉アミカだった峰みね理り子こ先せん輩ぱいと一緒に撮ったプリクラが入っていた。

（戦姉妹アミカ契けい約やくが終わったらお別れなんて……校則は残ざん酷こくですの）

　ぺったり頬ほおをくっつけ合った理子と麒き麟りん、２人で書いた『なかよし』『アミカ』などの手書き文字を見ていたら、戦姉妹だった頃の楽しかった記憶が次々と甦よみがえってくる。

　しかし、戦姉妹契約は１年間。

　後こう輩はいは多様な先輩からの教えを受けるべきという武ぶ偵てい高こうの方針によって、進級した後も契約を更新する事は非推すい奨しようとなっている。

　それで、理子先輩と麒麟は一いつ旦たん別れる道を選んだのだ。

　しかし、その悲しい運命を嘆なげく麒麟への応おう援えん歌のように……

　──恋心は　振り子みたいに　揺れて　揺れて──

　向こうにあるステージから、美少女アイドルグループの生歌が聞こえてくる。

（……恋心は揺れるもの）

　理子への思いを胸に収め、麒麟は気を取り直す。

　別れさせられてしまったものは、仕方がない。

　過去を嘆くより、未来に希望を見いだそう。つまり──新しい戦姉を、探すのだ。

　理子と麒麟は、性格やファッションセンスが似通っていた。だからこそ似たもの同士、お友達感覚の戦姉妹でいられたのだが……
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　次は、自分とは違うタイプの女子にお姉様になってもらおう。

　たとえば、王子様タイプの先せん輩ぱいとか！

　それはきっと、自分にとって新しん鮮せんで刺激的な体験になるだろうから。

　そう。それはまるで、世間一般で良いものとされている『男女の恋愛』のように──

　タイプの違う者同士が惹ひかれ合い、理解し合う過程を経験できるものになるに違いない。

　スラリと背が高くて、カッコ良くて、守ってくれるようなステキな先輩……

　そんな理想のお姉様をイメージしていた麒き麟りんに、

「ねえ君ィ。デートしない？」

　無ぶ粋すいで野太い、男の声が掛けられた。

　振り返ると……白いウサギの着ぐるみが１体、麒麟の方を向いている。

　不出来な遊園地のスタッフが、いわゆるナンパを仕掛けてきたのだろう。

　それに対し、麒麟はプイッとソッポを向く。

「あっちいけシッシッですの。男性には興味ございませんの」

　麒麟の発言は、ナンパ避けの方便ではなく──正直ベース。

　というのも麒麟は生しよう来らい、男に異性としての興味が全く湧かない性格をしているからだ。

　なので、男子が見たらちょっと引くようなフリフリのヒラヒラでロリロリな服装をしているのが──麒麟の、ありのまま。むしろ同性から可愛かわいがられるような麒麟でありたいと、常日頃から思っている。

　そのため、武ぶ偵てい高こうの特殊捜査研究科ＣＶＲ……色じかけハニートラツプで犯罪者を籠ろう絡らくする学科に於おいても、Ⅱに種しゆβベータ要員という女性犯罪者向けの特とく殊しゆなメンバーとして育成を受けているのだ。

　しかし、そもそも……

　この着ぐるみを着た男の目的は、ナンパとは別の所にあるようだった。

　しつこく言い寄ってくるのではなく、

「来いッ」

　と、強ごう引いんに麒麟の右腕を掴つかんできたのである。

　その拍ひよう子しに食べかけのクレープを手から落としてしまった麒麟は──キッ！

　鋭い表情になり、着ぐるみの腕を払はらいつつ胴を叩く。

　峰みね理り子こから習った中国拳法の理論通り、小こ柄がらながら体重ウエイトをキッチリ載のせた掌しよう底ていが決まる。

「相手を間違えましたわね。私、武偵ですのよ！」

　しかし、その麒麟の攻撃は……

「──だからだよ、来い」

　……効いていない。

　そこでさらに背後からもう１人、別の黒いネコの着ぐるみを来た男が──

　麒麟の頬ほおに、ナイフを添えてきた。

「──うひい！　お顔はやめてですの！」

　色じかけを仕事とするＣＶＲの生徒にとって、顔は何よりの商売道具。

　それを傷つけられてはたまらないと、麒き麟りんは諸もろ手てを挙げて弱々しい表情を作る。

　するとすぐ、

「乗れ」

　黒い着ぐるみの男が、一台のカートを示しながら命令してきた。

　座席に、ではない。後ろのトランクの方に入れと手で示している。

（これは……誘ゆう拐かいっ……？　ガチでマズそうですわ！）

　危機感を高めた麒麟は、思い切って──

　スカートの左側面をパッと上げて、ガーターベルトに隠していたデリンジャーを抜く。

　レミントン・モデル95・ダブルデリンジャー──銃じゆう身しん長７㎝半しかない隠し銃を握にぎると、麒麟は振り向きざま銃じゆう口こうを向ける。

　だが、黒い着ぐるみ男は平然としていた。

（……銃に怯ひるまない!?）

　そこに気づいた直後、麒麟はウサギの着ぐるみの方に後頭部を殴なぐられて──倒れ込む。

「バカが。防弾装備もせずに武ぶ偵ていを攫さらうかよ」

　寄りかかるように倒れた麒麟を受け止めながら、黒い着ぐるみ男が笑う。

　その後、２人は周囲を気にしつつ、カートのトランクに脱力した麒麟を押し込んでいく。

　──バスンッ、と、トランクが閉じられた直後、麒麟は……

　気絶したフリをやめて、目を開いた。

　そしてラインストーンでデコレーションされたピンクの携けい帯たいを取り出し、大急ぎで救きゆう援えん要よう請せいのメールを打ち始めるのだった。
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　時を同じくして、ラクーン台場にはあかりたちの姿もあった。

「うひゃあああー！　なにこれー！」

　ターザン・ブランコと名付けられた……長いロープの下に付けられた小さな足場に立ち、大きく揺らされる遊具に乗ったあかりが絶叫する。

　安全ベルトは付いているものの、これはコワイ。

　スカートを気にかける余よ裕ゆうもないあかりの姿を「神様ありがとう！」などと言いつつの志し乃のがひたすらデジカメで激写する中──

　ライカはヘラヘラと笑って、チュロスを食べていた。

「強襲科アサルトのロープ訓練みたいだなぁ」

　その視線は、さっきから美少女アイドルのステージをチラチラ見ている。

　満足そうな志し乃のとライカとは対照的に、

「うわあああああ！」

　巨大ブランコに乗るあかりは涙なみだ目めで悲鳴を上げ続けていた。




　この日は休日だったが、アリアに注意された事もあり……

　あかりたちは防弾制服を着ており、銃や刀も持ってきていた。

　だがそんな物ぶつ騒そうな装備品の事など忘れてしまうほど、仲良し３人で来たラクーン台場は楽しい所だった。

　次は観覧車に乗った３人は、羽田空港に離り発はつ着ちやくする飛行機を見つけたり、上から見える武ぶ偵てい高こうの様子にはしゃいだりする。

　そんな３人が乗ったカプセルが、ちょうど観覧車の頂点を回った頃。

「……ん？」

　ライカのスカートのポケットから洋楽のメロディーが、あかりの胸ポケットからはピピピピッという電子音が鳴る。志乃のポケットからも、マナーモードにした携けい帯たいの振動音が聞こえてきた。

　３人同時にメールが送られてくるとなると、武偵高からの緊きん急きゆう周知エリアメールだろう。

　不審に思ったあかりたちがメールを見ると……その笑顔が、一斉に凍り付く。

『Area:江こう東とう区く２丁目６　Case Code:F3B-O2-EAW　特殊捜査研究科ＣＶＲ　インターン（中３）の島しま麒き麟りんより発信有り（13:55）』

　一部暗号化されているが、これは事件発生を意味するメールだ。

「現げん場じよう──ここだぞ。ラクーン台場だ」

「ケースＦ３Ｂは、誘ゆう拐かい・監かん禁きんされたって事で……Ｏ２って何だっけ」

「『原則、２年以上が動け』です」

　焦あせるあかりに、志乃が答える。

「『犯人は防弾装備ＥＡＷ』か。プロかもな」

　ライカが呟つぶやく。

　武ぶ偵ていの言う『プロ』とは、昨日今日銃じゆうを手にした者ではない犯罪者を意味する。

　ヤクザや海外から日本に出で稼かせぎに来たマフィアといった、危険な相手だ。

　志乃は、アクセスした校内イントラネットの緊急連絡ＢＢＳをみんなに見せる。

「近隣生徒の書き込みが……早い生徒でも、現場到着は20分かかるそうです」

「特殊捜査研究科ＣＶＲは色じかけハニトラの専門科──拉ら致ちされたのは、騙し打ちぐらいしかできない生徒だ」

　ライカが眉まゆを寄せて言った後、観覧車が一周を終え……３人は、地上に降りる。

「──どうする。動くか？」

「……でも私たち、まだ入学式から半月しか経ってませんし……」

　ライカと志し乃のが、不安そうな表情で話し合っている。

　この事件は、あかりたちの手に余るような相手が絡んでいるかもしれない。

　だが、自分たち以外の生徒はこの遊園地にはいない様子だ。

　自分たちが動くか。それとも、メールにあるように２年以上の先せん輩ぱいが来るのを待つか。

　その判断に迷った、あかりは──

（アリア先輩……！　先輩なら……なんて言うだろう……！）

　携けい帯たいの『インターン（中３）の島しま麒き麟りん』の文字を見ながら、考える。

（……中３……）

　あかりは今、思考の上で先せん輩ぱいを頼った。アリア先輩なら、どう動くだろうかと。

　だが、この島麒麟という中３の生徒から見れば──高１の自分たちは、先輩なのだ。

　頼られるべき、先輩なのだ。

「……行こう……！」

　この瞬間、傷つけられているかもしれない後こう輩はいのために──！

「今、この子を助けられるのは──あたしたちしかいない！」

　あかりは決意し、志乃とライカにそう宣言する。





12弾　島麒麟②




　手て錠じようをかけられた麒麟は、着ぐるみ２人組の仮のアジトに連れてこられていた。

　７階建てのラクーン・グランドホテルの最上階、スイートルームである。

　着ぐるみを駐車場で脱いだ２人組は、若い男たちだった。白ウサギの方は髪を脱色ブリーチした銀髪で、黒猫の方は黒髪。カラーは、自分たちの髪の色に合わせていたらしい。

「まだあるんだろ、銃じゆう。出せ」

　黒髪の方がそう言って、スイートルームの床に座らされた麒麟の髪を掴つかんできた。

　反対の手では麒麟から取ったデリンジャーを、頭に突きつけてきている。

　こっちの男は銀髪より年下で、短気な感じがする。あと、あまり頭は良くなさそうだ。

「──銃なんか、もうありませんわ！　ほら！」

　麒麟は怒った表情で、スカートの左半分をべろんとめくり上げて見せた。

　麒麟の色白な太もものほとんどが露あらわになると、黒髪の男はたじろいでいる。あまり、女性の肌を見慣れていない男らしい。

　麒麟はその動どう揺ようを見逃さず、

「なんなら、直接スカートの中をお探しになります？」

　挑発的に言う。

　すると、顔を赤くさせた黒髪の男は……舌打ちしながらデリンジャーを離した。

　一方、そのやりとりには興味なさそうに煙草たばこを吸っていた銀髪男は──

「ヌイグルミだ。重心がおかしい」

　色つきサングラスの下から鋭い視線を麒き麟りんの方へ向け、黒髪の男にそう告げている。

　その口調からして、どうやら銀髪の方が上司的な立場らしい。

　部下の黒髪男は、言われた通り麒麟のヌイグルミを取り上げた。

「──ジョナサンに触さわらないで！」

　いつも連れ歩いているヌイグルミ──ジョナサンを取り返そうと走り回る麒麟だが、

「みぎゃっ！」

　バランスを崩し、室内のテーブルに思いっきりぶつかって倒れてしまった。

　その勢いで、テーブルの上にあったメモ帳やフルーツが床に散乱する。

「ジョナサンを、ジョナサンを返してー！」

　子どもっぽく泣きながら訴える、麒麟だが……

　黒髪の男は無情にも、ヌイグルミのお腹なかのジッパーを開いた。

　すると、中からはコルト・アナコンダ──

　ステンレス・シルバーの銃じゆう身しんと木目のグリップという、リボルバー式拳銃が出てくる。

　反動の大きい44マグナム弾を使うその大型銃は麒麟には到とう底てい扱いきれないシロモノだが、対物破は壊かいや脅おどしのために持っていたものだ。

「ヒャッハー！　２丁も手に入ったぜ！」

　コルト・アナコンダを掲かかげ、奇声を上げて喜ぶ黒髪の男──

　それを見た麒麟はケロっと泣き止むと、ほむうううううううとほっぺを膨ふくらませた。

「武ぶ偵ていのガキを攫さらえば人ひと質じちと武器が手に入る。これでラクーンを脅きよう迫はくだ」

「防弾着ぐるみといい、兄貴マジ天才ッスよ！」

　黒髪の男がヨイショしつつ、サングラスの銀髪男にコルト・アナコンダを渡す。

「うう……びえええええええええ！」

　床に座り込む麒麟が、大声で嘘うそ泣きを再開させると……

　黒髪の男は、うざったそうにそっぽを向いた。

　サングラスの男の方は、麒麟から取った携けい帯たいを使ってどこかに電話をかけている。

　そっちに聞き耳を立てると……

「……ラクーンさんも凄せい惨さんな事件が起きたら集客に響くだろ？　身みの代しろ金きんぐらい、安いモンだと思うぜ」

　どうやら、麒麟を人質に取ってラクーン台場を脅迫しているらしい。

　だが──今、誘ゆう拐かい犯は２人ともがこちらへの関心を失っている。

　麒き麟りんは目ざとくそれを確認してから……自分のオシリの後ろにあったメモ帳とペンを、スカートの中に隠した。
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　あかりたちは手分けして、麒麟を探す。

　だが、ラクーン台場には複数の建物がある。

（手がかりがない……どうしたらいいの……!?）

　焦あせるあかりは、ただ右往左往するだけだ。

　志し乃のとライカも聞き込みを行っているが、有力な情報は無い。
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　ジャーキーを肴さかなに酒を飲む誘ゆう拐かい犯たちに……

　麒麟は命令されて、手て錠じようをした腕でお酌しやくをしていた。

「金さえ受け取ったら無事に帰してやるから、そんな顔するなよ」

　サングラスをかけた銀髪男の言葉に、

「今にきっと、カッコイイ王子様が助けに来るですの！」

　ウイスキーのボトルを抱えたまま、麒麟はアカンベーしてやる。

　だが、いま自分で言った『王子様』という言葉に……麒麟は申し訳なさそうに、人魚姫ひめ座りでへたり込む。

「でも王子様……ごめんなさい。麒麟は特殊捜査研究科ＣＶＲの、女性──それもタチ向け要員ですの……！」

　突如始まった、空想の王子様との一人芝しば居い──

「……なんか、おかしい娘を攫さらっちまったな」

　それを見たサングラスの男が、誘拐されてもマイペースを貫く麒麟に呆あきれている。

　その油断を突くように、

「はう！　囚われの麒麟姫に更なる悲劇が……！」

　いかにも芝居がかった調子で、麒麟が独り言する。

　場の空気が麒麟ペースになりつつある中、

「今度は何だよ？」

　黒髪の部下が、少し戸と惑まどいつつ尋たずねてくる。

「……お、おトイレに行きたいですの……！」

　半ベソで答えた麒麟のセリフに、黒髪男が銀髪男へと一応の確認を取る中──

「行かせてやれ。携けい帯たいはここだしな」

　酒が入り、少しリラックスした感じの銀髪男が許可する。

　それで黒髪男は、麒き麟りんをトイレに行かせてくれた。

「さっさと済ませろ」

　とはいえ閉めたドアの向こうで番はするつもりらしく、黒髪男は煙草たばこを取り出していた。

　それでも、トイレの中で１人になれた麒麟は……

　まずは、周囲にある物を見回す。

　中にはウォシュレットと洗面台があり、壁にはホテルを縦に切った断面図に避難経路が書き加えられたプラスチックのボードが貼られている。

　それらの条件から、麒麟は──考える。

　どうすればここから逃げ出せるのか。

　トイレに、窓はある。しかし転落事故を防ぐため、大きくは開かないようになっている。

　しかも避難経路図によればここは７０３号室。７階だ。

　となるとやはり、想定した通り──引き続き、助けを求める必要がある。

　現状を武ぶ偵てい高こうに伝えるための携帯は、誘ゆう拐かい犯たちに取り上げられてしまった。

　しかし、自分がラクーン台場で囚われたという一報は武偵高に入れてある。

　それを見て、この近くへ武偵高の生徒が助けに来てくれている可能性は低くない。

　つまり、この近くに情報をバラ撒けばいいのだ。

（……ポールがここで、プールがここだから……）

　ホテルの断面図を見取り図代わりに、麒麟は自分の救出経路を自ら考え……スカートの中に隠していたメモ帳とボールペンを取り出した。

　──情報を、バラ撒まく──

　それは必ずしも、データ通信や広域スピーカーに頼らずとも出来ることだ。

　小ずるい手を使わなければ犯罪者に立ち向かえない、弱くて小さな自分に備わった……そんじょそこらの女子高生には無い『発想力』を使えば。

　麒麟はまず、メモ帳に──

『７０３　ＮＦ　ターザン　戻りでダイブ』

　──万一、敵方に見られても詳しよう細さいは分からないような文字列を書き付ける。

　それを次々と書く。10枚。20枚。

「……まだかよ？　何やってるんだ！」

　トイレの外から聞こえた黒髪男の声には、

「──女の子の日ですの！」

　そう返して、女慣れしてない向こうを黙だまらせておく。
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（……どこなの……島しま麒き麟りん……！）

　麒麟の痕こん跡せきが見つからず、焦あせるあかりの──頭に。

　こつんっ。

　と、何かが刺さるように飛び込んできた。

　何だろう？　と思ってそれを髪から抜いてみると……

　──それは、メモ帳を折って作られた紙飛行機だった。

　その翼つばさの部分には『７０３　ＮＦ　ターザン　戻りでダイブ』の文字が書き付けてある。

（……武ぶ偵ていの短暗号シヨートコード……！　ＮＦ──応援要請Need Friendly……！）

　その文字列の一部は、授業で全生徒が習う暗号サイフアーだ。

　それに気づいたあかりが空を見上げると、

「あっ……！」

　紙飛行機が、何機も空を舞っている。

　それが飛ばされている、出元の場所は……

　──ラクーン・グランドホテル。

　その最上階にある一室の、小さな窓だ。

　窓の数を下から数えてみると、７階。つまり──

（……島麒麟は……あのホテルの、７０３号室にいるんだ！）

　それにしても、紙飛行機とは。

　そんなの、授業でも習わなかったやり方だ。

　携けい帯たいを破は壊かいされたか取り上げられたかしたのだろうが、島麒麟はそれでも情報を仲間に伝達するその手段を自ら思いついたのだろう。

　まだ遊泳はできないらしいが、イベント事などに使われるのだろう──なみなみと水が張られたホテル併へい設せつの巨大プールが、キラキラと春の陽光を弾はじいていた。

　ようやくあかりの胸に湧いた、希望の光のように。




　あかりと、あかりに携帯で呼ばれた志し乃の・ライカは、ホテルのロビーで作戦会議をする。

　ライカはホテルの縦断面図に目を通し、あかりがマイクロＵＺＩを、志乃がサーベルをそれぞれ抜く。

　突入準備をする武偵３人を、従業員たちはこわごわと見守っていた。

「『ターザン』はワイヤー運動ワークの暗号サイフアーだけど……『戻りでダイブ』って……？」

　あかりが首を傾かしげつつ、拾った紙飛行機をライカに差し出す。

「……？」

　だが、ライカにもその真意は分からないようだ。

　しかしこの場合、全文の意味が分かるかどうかは問題ではないだろう。

　要救助者の所在が明らかなら、そこへ急ぐべきなのだ。今この瞬間にも、島しま麒き麟りんは命の危機に晒さらされているのかもしれないのだから。

「とにかく今は行動しましょう。窓からとドアからで挟み撃ちにするのがセオリーです」

　──志し乃のの言葉に、あかりとライカは頷うなずく。

「じゃ、アタシがロープで窓の上から行く。あかりたちはドアから」

　難しい役目を自ら買って出てくれた、ライカは……

「７０３号室で会おうぜ！」

　そう言い残し、あかり・志乃と別行動に移っていった。
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　ケースから出したアサルトライフルMagpul MASADAを組み立てたライカが、エレベーターに乗る。

　最上階から従業員用の非常階段を上って出た、ホテルの屋上は……ドーム形をしていた。

　それは避難用の見取り図から分かっていた事だが、ライカは屋上の縁ふちで眉まゆを寄せる。

　ワイヤーを使って降りるなら、７０３号室の真上にフックを掛けなければならない。

　しかしこの屋根は丸くツルツルしており、フックを掛けられるポイントが無いのだ。

　しっかり掛けられそうなのは、いま出てきた非常階段の脇にあったポールぐらい……

　だがそこから降りても、麒麟のいる窓ではない別の窓に降りてしまうだろう。

（……ターザン……）

　紙飛行機にあった、その言葉を思い出すライカの頭に──

「！」

　閃ひらめくものがあった。

　正確には、閃かされた。紙飛行機にあった、その後の『戻りでダイブ』という言葉に。

（……だから、『戻りでダイブ』か……！　……突飛なこと考えやがって！）

　こんな事を発想するとは、なんという中学生インターンだろうか。

　難しそうなアクションではあるが、そうでもしないと７０３号室の窓に自分が行けなさそうな事も確かだ。

（よし。その思いつきに賭かけてやる。待ってろよ、島麒麟……！）

　下級生から与えられた難題に、ライカはむしろやる気に満ちた笑みを浮かべる。
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　──７０３号室のドアの前に、あかりと志し乃のが到着する。

「行くよ、志乃ちゃん」

「はい。あかりさん、私がついています」

　小声で言葉を交わし……

　まずは志乃が、ドアにそっと近づいた。

　そしてサーベルを持つ右手を、大きく後ろに引き……

　佐さ々さ木き家に伝わる燕つばめ返しの応用技・燕つばめ貫ぬき──鎧よろい武者を甲かつ冑ちゆうの上から串刺しにできるとされた、瞬しゆん発ぱつ力りよくを込めた突き技を放つ。

　バキイインッ！　という音と共に、志乃の突きがドアの鍵かぎを破は壊かいし──

　そこに突進していったあかりが、ドンッ！　と体当たりで７０３号室のドアを開く。

「──武器を捨てて！」

　突入の瞬間には大声で威い嚇かくするべし、と強襲科アサルトで習ったあかりはセオリー通りに叫ぶが、その視線が足元を見ていなかったせいで──べちゃっ！

　入口付近にあったスリッパに足を突っかけて、前のめりに思いっきり転んでしまう。

「あ、あかりちゃん！　大丈夫ですか」

　その様子を見た志乃も志乃で、あかりを最優先するあまり室内から目をそらしてしまう。

「う……武器を……捨て……」

　床にぶつけた鼻を押さえつつ、マイクロＵＺＩを構え直そうとするあかりであったが、

「──捨てるのはそっちだッ！」

　逆に、室内にいた黒髪の男にデリンジャーの銃じゆう口こうを向けられてしまっていた。

　もう１人いた銀髪の男は、武ぶ偵てい高こうの改造制服姿のあかりより小こ柄がらな女子──あれが、島しま麒き麟りんだ！──の頭に、コルト・アナコンダの銃口を当てている。

　突入にモタついた数秒の遅れが、攻守をいきなり逆転させてしまったのだ……！

「……っ……！」

「……！」

　人ひと質じちの人命を優先させるため──

　あかりと志乃は、武器を足元に捨てざるを得ない。

　そんな２人に、

「なんで……そこで転ぶですの……!?」

　と、麒麟が絶望的な顔をするのが見えた。





13弾　島麒麟③




　ドーム状になったホテルの屋上、そこに設置されていたポールに掛けた空くう挺ていワイヤーを──ライカは、横へ横へと伸ばしていく。

　結果、７０３号室からはかなり手前に離れた場所に移動する事になる。

　しかし、これでいい。島しま麒き麟りんのアイデアに従うのなら。

　片目を閉じ、何度も角度を目測して──やがて、ライカは足を止めた。

　見下ろせば、向こう側の地上には大きなプールも見える。

　そのプールの上空と今のライカの立ち位置、そして７０３号室は、前後関係だけ見ればちょうど全て直線上にある。

（……よしッ！）

　ライカは左手でワイヤーを握にぎり、その先せん端たんについたホルダーに片足を掛ける。

　ちょうど、あかりがさっき遊んでいた遊具『ターザン・ブランコ』と同じような感じで。

（島麒麟も……ラクーン台場であの遊具を見て、これを思いついたのかもな）

　ライカは、一つ深呼吸してから──アサルトライフルMagpul MASADAを腰こしダメに構え、屋上から──

　空中へと、その身を投げ出す。
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　７０３号室では、武器を取り上げられたあかりと志し乃のが床に座らされていた。

「ハハッ、人ひと質じちと武器が増えたぜ！」

　黒髪の誘ゆう拐かい犯は、あかりのＵＺＩを持って銃じゆう口こうを２人に向けている。

　銃があるため、志乃の刀は部屋の片かた隅すみにうち捨てられていたが……

　こうなってしまっては、あかりたちも身動きが取れない。

　銀髪男の左腕に首を絞められるようにして捕まっている麒麟も、観念したような様子だ。

　だが──あかりには、最後の望みがあった。

　ライカだ。窓の方から、ライカがきっと──

　その時。

「！」

　──ババババババババッ！

　ライフルの連射音と、ベッドルームの側で窓ガラスの砕くだけ散る音が鳴り響いた。

　室内にいた全員の視線が、その大きな窓に向けられる。

　しかし、あかりがライカの姿を目で捉とらえられたのは一瞬だった。

　ワイヤーを掛ける場所が真上に無かったのだろう。ライカはブランコのように窓の前を左から右へとスイングしていき、窓のずっと先へと消えてしまっている。

「バカか。そっちにゃ誰だれもいねえよッ！」

　突然の銃じゆう撃げきに焦あせった黒髪の誘ゆう拐かい犯が、無人のベッドルームを撃ったライカをバカにするように笑う。

　一いち縷るの望みも絶たれたかと思ったあかりが、歯ぎしりした時。

　──島しま麒き麟りんが。

　ぱぁ、と、顔を明るくした。そして、

「──がうですの！」

　自分の首に掛けられていた腕に噛かみ付き、その拘こう束そくから逃れる。

「てめえ……！　止まれッ！」

　誘拐犯たちに凄まれる麒麟は──

　──この絶望的な状況下において、全く場違いな、可か憐れんな笑顔をしていた。

　まるで１人だけ、この事件が解決したことを理解したかのように。

「──恋心は　振り子みたいに　揺れて　揺れて──♪」

　歌いながら、ぽん、ぽん──と、ダンスするようなステップで、麒麟はベッドルームへ逃げていく。だがそこに出口はない。ただ、割れた窓があるだけの行き止まりだ。

　その不可解な行動には誘拐犯のみならず、あかりや志し乃のも眉まゆを寄せる。

「３、２、１」

　カウントダウンを指で数えた麒麟は──

　ぽん！　と、ベッドをジャンプ台にして。

「きゃはーん」

　ゆるく握にぎった両手を顔の下に寄せたブリッ子ポーズで、背中から。

　飛び出した。

　窓の外、その、地上７階の虚こ空くうへと。

「──！」

　笑顔で投身自殺するようなその光景に、７０３号室の全員が唖あ然ぜんとした瞬間。

　──パシッッ！──

　空中に躍り出た、麒麟の小さな身体を──今度は、右から、左へ──ブランコの要領で振り子状に戻ってきたライカの両腕が、見事にキャッチした。

　その救出劇を、あかりと志乃は室内から目撃する。

　麒麟が紙飛行機に書いた、『ターザン　戻りでダイブ』。それはつまり、救出者に窓の外でターザンのように振り子運動する事を求めていたのだ。

　そのタイミングでダイブするから、抱き留めて──という、意味だったのだ。

　空中で麒き麟りんを救出したライカが、プツッ！　と、ナイフでワイヤーを自ら切っている。

　その意味も、あかりにはすぐに分かった。

　あの軌き跡せきから放物線を描いて落ちれば──ホテルの下にあった、大きなプールに落ちる事ができるのだ。

　だが、そんな２人に今、

「──クソッ！」

　窓際に立った銀髪の男がコルト・アナコンダの銃じゆう口こうを向けている。

「ライカ！」

　あかりが警告の声を上げ、ライカも銃を向けられている事に気づいたが、空中では何ら回避行動を取れない。

　だが、人ひと質じちを守る事はできる──

　とばかりに、ライカは麒麟の頭を胸に抱きながら、自らの背を銃口に晒さらしている。

　──ダッ！

　ライカを助けるため、あかりは銀髪の誘ゆう拐かい犯の所へと走った。

「動くんじゃねえ！」

　その行く手を、黒髪の男が塞ふさぐ。

　デリンジャーと、あかりのマイクロＵＺＩを両手に握にぎって。

[image: ]

「あかりさん！　危ない！」

　志し乃のの声を聞いても、あかりは止まらない。

　その脳のう裏りには、数日前のアリアのお小言が浮かんでいた。

（アリア先せん輩ぱい……先輩の言う通り、あたし、武ぶ偵ていとして自覚が足りませんでした……！）

　あかりは男の脇を強ごう引いんにすり抜けようとするが、２人の身体はもつれ合って倒れる。

　もう、あかりの手はライカを狙ねらう銀髪男のコルト・アナコンダには届かない。

　……間に合わない！

　アナコンダを向ける銀髪男と、ライカたちの距きよ離りは、まだ遠くない。

　狙って撃てば、素人しろうとでも当てられる距離だ。

　そして、男の狙いは思った以上に正確で──

　──撃たれれば、マグナム弾が命中してしまう。ライカの頭部か、首に。

（あたし、心から反省しました……！　だから──）

　あかりは声の限り──

「──助けてぇ──！」

　叫んだ。

　その声を掻かき消すように、バスンッッッ！　という発はつ砲ぽう音が、無情にも鳴り響く。

　銀髪の誘ゆう拐かい犯が、コルト・アナコンダのトリガーを引いたのだ。

　空中のライカは、より強く麒き麟りんの頭を抱きかかえる。

（……！）

　だが、弾丸は──ライカに、当たらなかった。

　這はうように、あかりがベッドルームの窓から身を乗り出すと……

　ライカと麒麟は、抱き合いながら水しぶきを上げてプールに落ちていた。

　一方、

「──ガキどもがっ！」

　あかりともつれ合って倒れた黒髪の男は、顔を真っ赤にさせながら起き上がってきた。

　そして、デリンジャーとマイクロＵＺＩを使って脅おどそうとするが……

「……!?」

　その手に、もう銃じゆうは無い。２丁の銃は共に、今、あかりの手にあるのだ。

　──鳶とび穿うがち──

　交こう錯さくの瞬間に敵から物を掠かすめ取る、その技によって。

　今の混乱の中で、志乃はサーベルを拾ってきており……窓際にいた銀髪男に突きつけて、コルト・アナコンダを捨てさせている。

　丸まる腰ごしになってしまった誘拐犯たちが両手を挙げて投降の意思を示す中、あかりは──

（ライカ……！）

　銃じゆうを２人に向けつつも、波打つプールを見下ろしてライカと島しま麒き麟りんの無事を祈った。

　その祈りは──天に、通じたらしい。

　プール中央で水しぶきが上がり、麒麟と共にライカが水面に顔を出したのだ。

「ライカ……！」

　あかりにようやく安あん堵どの表情が浮かぶ。

　遠目ではあるが、水面に浮かぶ２人に大きな外傷はなさそうに見える。

　絶対に当たってしまうと思った弾だったが、それは奇跡的に当たらなかったのだ。

　いや、これはきっと──奇跡ではない。

　……きっと、アリア先せん輩ぱいが……
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　東京武ぶ偵てい高こう、狙撃科スナイプ棟とうの屋上で──

「………」

　狙撃科の天才狙撃手・レキが片膝立ち姿勢ニーリング・ポジシヨンからドラグノフを下げた。

　その銃じゆう口こうからは、今さっき発はつ砲ぽうした事を示す硝しよう煙えんが僅わずかに立ち込めている。

　ショートカットの美少女でありながら、その顔に何の感情も表さないレキの隣となりでは……

「んもう。手がかかるんだから」

　レキの観測手を務めたアリアが、やれやれ、といった顔で軍用双眼鏡から目を外した。

　２人は武偵高の周知メールを受け、この屋上から現状の様子を窺うかがっていた。

　そして、ラクーン・グランドホテルの上にいるライカを見つけて──

　その援護射撃を、完了したところだ。

　何事も無かったかのように狙撃銃を肩掛けし直したレキに、

「あんたもＳランクだけあって凄いわね。銃弾撃ちビリヤードなんて初めて見たわ」

　感心した様子で、アリアが語りかける。

　双眼鏡越しに見たその時の光景は、アリアの脳のう裏りにしっかりと焼きついていた。

　空中のライカに向けて発砲された、コルト・アナコンダのマグナム弾を──

　──発砲を先読みしたレキが撃った、ドラグノフの7.62mm弾が弾はじき飛ばしたのだ。

　弾はさすがに見えなかったが、弾同士が衝しよう突とつした火花は見えた。

　２㎞近く離れたラクーン台場を飛ぶ弾丸に、弾丸を当てる。

　もはや超能力者レベルの神業を難なくやってのけたレキは、しかし……

「……」

　相変わらず無言で、どこを見てるのかすらよく分からない虚うつろな目つきをしていた。
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　びしょ濡ぬれのライカが、プールサイドで荒い息をつく。

　そのポニーテールの先せん端たんからはポタポタ水すい滴てきが落ち、セーラー服の白いブラウスは中が透けて見えてしまっている。だが、なんとか……島しま麒き麟りんを、助ける事ができた。

「大丈夫だったか、お前……」

　ライカが、プールサイドに上がってきた島麒麟に声をかけた──

「！」

　──その時、ライカの心臓が大きく体内でジャンプした。

　助ける時はハッキリ気づかなかったが、麒麟の外見は……

　女の子らしい、ふわふわした栗色の髪。

　くりくりした二重ふたえまぶたの、爛らん々らんと輝く大きな目。

　女の子でなければ付ける事が許されない、大きな純白のリボン付き髪飾り。たっぷりのフリルで縁ふち取られた、コスプレっぽい改造セーラー服。

　そして……あかりよりも小こ柄がらな、何を差し置いても守ってあげたくなってしまうようなミニマムサイズの身長。そのくせ、いけない事に胸はちゃんとあって……

（……うおぉ……！）

　まるで、少女マンガに出てくる美少女キャラそのもの。

　ライカが弱いタイプ、直球ド真ん中の女の子。ライカが夢に描いていた──いや、その理想を上回る、女の子らしさを濃のう縮しゆくしたような少女。

　それが今、現実に──そこに、いるのだ。

「……見つけた……」

　ライカが心で呟つぶやいたそのセリフを、鏡で映したかのように麒麟が呟く。

　そして、幸せいっぱいの顔で……「麒麟の王子様……！」と、妙なセリフを続けていた。




　誘ゆう拐かい犯２人はあかりたちによる一次拘こう束そくの後、駆かけつけた湾わん岸がん警察のパトカーによって留置場へと連れ去られていった。

　それへの立ち会いはあかりと志し乃のに一いつ旦たん任せ、ズブ濡れのライカと麒麟は──

　まず、着替える事にする。

　スタッフルームを借り、武ぶ偵てい高こう・装備科アムドから来た平ひら賀が文あやという先せん輩ぱいが（有料で）運んできてくれたセーラー服に着替えるのだが……

　とびっきり可愛かわいい後こう輩はいの女子と２人っきりという事もあり、ライカは少々落ち着かない。

　無言でいたら何やら心がむずむずしてきたので、

「お前。武偵なら、ああなる前に解決しろよ？　普通、捕まったらおしまいなんだ」

　話しかけるついでに、後こう輩はいの島しま麒き麟りんをたしなめる。

　下着はラクーン・グランドホテルが間に合わせのものをくれるというので、黒いブラのホックを外すと──

「まだ濡ぬれてますわ！　お姉様！」

　バスタオルを手にした麒麟が、後ろから抱きついてきた。

　その両手は、肌を拭ふいてくれるつもりなのか何なのか……ライカの両胸を、思いっきり鷲わしづかみにしている。

「お……おいっ！　自分で拭くから……」

　ライカは逃れようとするが、それよりも早く麒麟が胸をまあるくマッサージするように拭いてくるので──

「──ンッ……！」

　つい、声が出てしまった。

　自分にもこんな声が出せたのかと思うほど、女っぽい声が。

「やーん、喘あえぎ声もセクシーですわ！」

　麒麟は楽しそうにしているが、な、何だコイツは。何で女が女にこんな事をする。

　第一印象の可か憐れんさとはまた異なる、小悪魔のような麒麟のムードに──

　──かぁあ、とライカの顔が真っ赤に染まっていく。

「この……ッ！　変態か、お前は！」

　とにかくテンパってしまって、麒麟を肘ひじで払はらう──が、なんでか力が入らず、ひょいと躱かわされてしまった。

　子リスのような身軽さでライカから距きよ離りを取った、麒麟は……

　くるりん。

　何段ものフリルに縁ふち取られた、甘あまロリ下着姿でターンした。

「麒麟、決めちゃいましたの。今年は──」

　その麒麟の指が、ぴし！

　と、ライカの顔に向けられてくる。

「……？」

「ライカお姉様に戦姉妹アミカ申しん請せい！　いたしますわ！」

　……はあ!?

　と、絶句してしまったライカに──

　麒麟は、ぱちん。最高の笑顔で、ウィンクをした。

「──捕まったら、おしまいですのよ！」
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　こんにちは！　そして、もしかすると初めまして。赤あか松まつ中ちゆう学がくです。

　今回めでたく刊行と相成りました、この『緋弾のアリアＡＡダブルエー』の主人公・間ま宮みやあかりは銃じゆうや刀とう剣けんで武装した探偵──『武ぶ偵てい』を育成する東京武ぶ偵てい高こうの１年生。

　身長１３９㎝のちっちゃな体を防弾セーラー服に包み、短機関銃サブマシンガンを手に悪と戦う新たなヒロインなのであります。

　ですがそこは、入学したての１年生。

　未熟なところも多く、特に射撃なんかはビリの成績だったりもします。

　それでも持ち前の天てん真しん爛らん漫まんさとド根性で目標に向かって頑がん張ばる、ちっこかわいいあかりを……読者の皆さんは、あかりの友達や先せん輩ぱいになったつもりで応おう援えんしてやって下さいね。




　この物語は、そんなあかりのスポ根的な成長譚を縦糸にしつつも──

　数多くのヒロインたちによる、『友情』の横糸で織り成されています。

　あかりの友達の女子たちは、みんなあかりが大好き。ちょっと過か剰じように好きな女子もいるほどです。そうしてあかりと友情で結ばれた女子たち同士の間でも、熱くて美しい友情がキラキラと構築されていくのです。

　マジメな女子、男おとこ勝まさりな女子、ブリッコの女子など、個性豊かな女子達が、時にケンカするシーンを交えながらも──いずれは、強い絆きずなで結ばれていきます。女子高生とはいえ武偵のタマゴなので、ケンカが銃撃戦だったりもするんですけどね。ともあれ〝友情〟というキーワードは、この『緋弾のアリアＡＡ』の作中で深くて重要な意味を持ちます。ラブコメディーの多いライトノベルの世界では珍しいこの友情物語を、ぜひ新しん鮮せんな気分でお楽しみ下さい！




　本作はもちろん小説単体でもお読みいただけますが、元々ヤングガンガンで私が原作を書いているマンガの小説版で、『緋弾のアリア』という小説の姉妹作でもあります。

　併あわせて読むと一層お楽しみいただけますので、ぜひそれらも手に取ってみて下さいね。

　なお、既にアニメ化された緋弾のアリア同様、この緋弾のアリアＡＡもＴＶアニメ化が決定しています！　アニメの情報にもご注目いただきつつ、引き続きご愛顧下さい。

　さて、いま本屋さんで立ち読み中の──そこのあなた！　あとがきなんかナナメ読みでいいのです。今すぐレジへ持っていって、思いっきり作品本編の世界に浸ひたって下さいね！





２０１５年１月吉日　赤松中学
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